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デザイン・配線工法を一新、価格は据置き. ゲ

一 一 一 一 ク マ リ フ ト な ら で は の 量 産 体 制 が 、 そ れ を 可 能 に し ま し た

. 三 方 枠 と 胸 板 が 、優 美 で 舗 や 腐 蝕 の な い ア ル ミ

形 材 製 品 に ー

ク マ リ フ ト ( 小 型 昇 降 機 ) の 積 下 ろ し 口 の 枠 及 び 謄

板 に ア ル ミ 成 形 材 ( 粋 見 込 10伽 m 謄 板 巾 160 ・180 ・

21伽 mの 3 種 ) を規格 品 と し て 制 定 し、 全 機 種 に 採

用 し ま し た 。 扉 は メ ラ ミ ン 樹 脂 焼 付 仕上 げ の ボ ン

デ 鋼 板 製 で す 。

ご 希 望 に よ り 、 特 殊 寸 法 の 鋼 板 ・ス テ ン レ ス の も

の も 製 作 し ま す 。

. 工 場 生 産 さ れ る シ ン プ ル な 配 線 工 事

工 場 生 産 に よ る 独 特 の 短 時 間 に 巧 拙 の な い 確 実 な

配 線 工事 を 得 ら れ る プ ラ グ イ ン配 線方 式 を 採 用 し

ま し た 。

. 他 に 別 価 格 で カ ゴ 到 滞 と 同 時 に 扉 が 開 く 自 動 戸

開 き 装 置 も 用 意

カ ゴ の 到 着 が ひ と 目 で わ か り、 手 数 が 省 け る の で

き わ め て 能 率 的 で す。 ( 用済み 後 は 手 でb 閉 め てく

ださし、。 実 用 新 案 出 願 中 )

守マ・S守ト徹会童話

・ 本 社 大 阪 市 東 淀 川 区 東 淡 路 町 2 丁 目 4 3番 地

T E L :  0 6  ( 322 )  5125 代 表

・ 東 京 事 務 所 東 京 都 台 東 区 東 上 野6 - 1 イ ワ ツ キ ビ ル

T E L :  0 6  ( 8 4 4 )  3030 

札 幌 仙 台 ・新 潟 ・長 野 ・横 浜 ・静 岡 名 古 屋

京 都 ・大 阪 ・ 堺 ・神 戸 ・岡 山 広 島 ・高 松

出 雲 ・福 岡 ・長山苛 ・鹿児島 ・那 覇

園 周 途 に 応 じ た 豊 富 な 機 種 を 用 意 し ま し た

空手類小 物用 、 料 理 用 、 小 荷 物 用 、 般 舶 用 そ の 他 防

水 ・防 爆 型 な ど 特 殊 工 場 周 な ど。

ロL - 5 ・・・・ 10kg積

囚 j - 30 ・・・・ ・・ 30kg積

口M - 50 ・・ ・・・ 50kg t貧

困 M - 100 ・・ …100kg 積

口M - 200 .... ヨOOkg 積

国 M- 3 0 0 ・ーー・ヨOOkg積

回M - 500 ・・・ ・・ -500kg積

ロS ー 150 ・・・・ ・・150kg積

ロS - 300 ・・・ ・.. 300kg積

回 M - H  ・・・ ー・ 80kg積

( 高 速 型 )

そ の他 人 荷 用 エ レ ベ ー タ 一 、 荷 物 用 エ レ ベ ー タ ー

病 院 用 エ レ ベ ー タ 一 、 自 動 車 用 エ レ ベ ー タ ー も ご

注 文 に 応 じ て 製 造 い た し ま す。

*  

句マ・，-，ト

. カヲログご希望の方 IJ ハガキで大阪本社宛ご請求下さい



実務に直結した建築工事別説明会 ( 第 2 回〉

.... I最近のウレタン防水及シー ト防水の材

料と工法について」

昨今の建築技術の急速な発展は ，建築材料・施工面において数多くの研

究開発を促しましたが，防水材料・工法の分野においても多種のおのおの

特質をもったものが開発されている乙とは，ど承知のとおりであります。

建築防水は、建築物の機能上最もまま本的 IC要求される一つでありなが

ら，実際には多くの難しい問題を抱えているものであり ，乙れらの新し

い防水材料，工法についての正しい知識の必要性が痛感されます。

そとで，乙のたび幸いに関西大学菅田教授のど指導を得て，とくにウ

レタン及びシ ー ト防水に関して，下記要領! 乙より設計施工実務にたずさ

わる方々を対象とする説明会を開催いたいたいと存じます。会員諸志の

ふるってのど参加をお待ちします。

日 時 昭和48年 3 月27日( 火) 13. ∞→17. 30 

会 場 大阪市西区籾 l 一118 ( 電話 06- 443- 5321)

大阪科学技術センタ - 4 階401号室

会 費 無料( ただし参加証持参の方lζ 限る)

定 員 1ω名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚 K 1 : 名限りとし ，氏名

プ ログラム

開会の挨拶

・勤務先名及 ・役職 ・所在地 ・連絡番号 ・返信用宛名 ・郵便

番号 ・上記催し名を明記の上 3 月 17日( 土〕までに4 業課へ。

ただし定員を超過したときは拍せん lζ て決定し，参加証をお

送りいたします。

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 事 業 委 員 会 副 委 員 長 三 品 哲 夫 氏

「合成高分子材料によるー陸尾根防水について」

関 西 大 学 教 授 菅 田 豊 E 氏

説明題名 ・説明者

1. I ポリウレタン防水材について」ーノンタ ール型一

大日本インキ化学工業附関西樹脂技術研究所樹脂技術 7 グループグループ長

吉 田 丞 雄 氏

2.  ターノレウレタン防水材「ミリオネート S A について」

保土谷化学工業株式会社中央研究所開発第 2 研究室課長補佐 林 田 一 成氏

3. I  A L  C版上のシート防水について」

三ツ足ベルト株式会社illtf 限技術サービス近松地区トダー 森 井 禎 二氏

4. I シー ト防水の J 1  S ・J A S S の改訂と問題点」

鎖紡合成化学株式会社防水事茶部長 目 黒 消太郎氏

閉会の挨拶

社団法人日本建築協会事業委員会幹事小泉 些氏

説 明 要 旨

・ 「合成高分子材料によるー陸屋根防水について」

乙乙約20年来，わが国に各種の日分子防水材料が現われ，その取扱い

の容易さと工期の短縮を求める H寺流lζ 乗って，陸屋根の防水 lζ 新しい分

野を拓いてきました。乙の間，新材料の多くの例に漏れず個々に試行錯

誤を繰り返えしながら性能の向上を計ってきましたが，その数が年を追

って増加するに及んで，その性能判定と標準工法の基準を作 るζ とを目

的として，昭和44年度建設技術助成金により日本建築学会が各方面の専.

門家の協力を得て行った" 合成高分子材料による建築防水法の基準 IC関

する研究" の報告占は ，広汎な施工面の現況調査と材料の実験研究の結

果，防水材料の性能判定法および施工について集大成するとともに数多

くの提言を行っています。

陸屋根防水は周知のとおり材料，施工，下地織造の三者が不離の関係に

あり ，従来は防水材料を主体に研究が行われていますが問題のすべてが

解決されたとは言い難い。そ乙でさらに，下地構造の面からも防水を少

しでも容易にする研究も併せて行う必要があるのでは江いでしょうか。

園 「ポ リウ レタ ン防水材について」ーノンタ ール型ー

最近，建築物の高岡化，デザインの多織化，また熟練労務者の絶対的

不足などに伴い ，在来の防水材料では業界の要求に応ずる乙とができな

くなり ，新しい防水材料とし数年前からポリウレタン樹脂を主成分とす

る塗ィt 防水材が開発されました。ポリウレタン樹脂はポリオ ールとジイ

ソシアナ ー トとなどから得られる重縮合樹脂で，液状からの重合か比較

日 本 建 築 協 会 会 告一一一一

的簡単である乙と ，その物性が弾性に富み耐薬品性耐老化性 lζ 富んでい

ることからクッション材，ゴム ，E単位繊維，合成皮革などわれわれの生

活に広く使用されています。

防水材として優れた物性lC加え ，簡単な操作で連続した継自のない塗

膜が形成されるため ，防水性能 ICすぐれかつ経済的であるなどの特長を

有しております。しかし現易硬化型の材料は使用方法を誤ると充分な物

性を発揮する乙とができず，信頼される防水塗膜が形成できませんので

施工方法の標準化，普及化を推進する必要があり ，本消で‘ は物性および

施工方法について報告いたします。

タールウレタン 「防水材ミ りオネー卜 S A J について

ウレタンの原料メーカーである保土谷化学が他社( c 先がけてポリウレ

タン樹脂を新らしい防水材として開発上市してから 7 年を経過しようと

しています。新規な材料が辿築業界に認められるととの難かしさは論を

またないが，とくに耐久性とその実績を要求される防水材においてはア

スフアルト防水材という古い歴史にささえられた防水材があります。そ

れにもかかわらずポリウレタン樹脂防水材がゼネコン，建材業界ならび

に識者の着目すると乙ろとなり急速な伸長性をもった防水材として脚光

を浴びているのはなぜでしょうか，それは現代建築の械式および業態 lζ

マッチした材料であり ，過去における樹脂防水材のどの形態よりも安全

かっ確度の高い防水性が期待できるからであります。しかし優秀な防水

材でも工法にあやまちがあっては評価はマイナスです。そ乙で正しい工

法の確立がのぞまれていましたがさいわいウレタン防水協会により標準

施工法がまとまり業界に配布されておりますので，この工法を原点とし

て応用工法を提案したいと考えております。

(1)  ミリオネート S A の越本工法

(2) 構造クラックに対処する工法

(3) 他材料との組み合せによる工法

I I A L C版上のシート防水について

最近の構造体では軽由化が要求される建築物が著しく増加してまいり

ました。なかでも A L C版が多く使用されております。 A L C 版下地に

ついては白地のクラック段違いまた下地の挙動などが防水材料に大きな

影響を及ぼします。乙れらのいかなる条件にも適した働きを発揮する防

水材料としてネオ ・ルーフィング E B シー トが使用されております。

ネオ ・J レーフイングE B シートは E P T  ( エチレン ・プロピレン ・タ

ーポリマ ー) ゴムを配合した画期的なゴムシ ー トで耐候性，耐オゾン性，

耐久性にすぐれております。ネオ ・ノレーフイング E Bシートは 1 協厚の

加Wi t J毘の袈面に 0. 3協の感圧J(ij ( 粘着ゴム〉を附話してあり，乙れが白

地モルタノレのクラック挙動等下地の動きに対してずれ効果を発揮し防水

材料の切断等を防いでおります。とのように品質的にすぐれた防水材で

はありますが，同時に工法面での研究もお乙たらず，A L C版面がポ ー

ラスなため接着面積の不足や目地やクラックを通しての背圧の問題など

に取り組み解決してまいりました。その結果，現在月間10数万nf の施工

畳 K 達していますが，さらによりすぐれた防水材を作りあげるべく日夜

努力を重ねております。

園シート防水の J 1  S ・J A  S S の改訂と問題点

合成高分子J レーフィングはすでに 15年の実績を積み重ね ，全国総面積

の10% を占めるまでに発展してまいりました。日本工業規格 ( J 1  S )  

は昭和45年学識経験者，メーカ ー， ユーザーの努力により制定され，さ

らに昨年進歩改定されました。

改良進歩のポイントは，防水回相互の接着性能の制定，シートの耐久

寸法安定性および耐オゾン性の強化です。また昨年 8 月，日本位築学会

ICて建築工事標準仕様 ( J A S S ) および解説が公表されJ i ] . さと使用部

位の適合性，材料の特質 lζ 適合した錐工指針が示されました，新 J 1  S  

は防水用シ ー トは 5 種 lζ 分類されているがそれぞれの特長欠点と耐久挙

動を認識し新 J A  S  S  IC誌づき設計施工を忠実に実施されればシート防

水への不信が解消され，健全なる発展が期待できます。

技術革新を繰り返す高分子化学の産物である新しいエンジニアリング

エラス ト7 ーにより米国デユポン社，西独B A S F 社にて耐久防水シ ー

トが創造されました。最近の材料別でなくユ ーザー側に便利な性能別工

業材料規格化への傾向がありますが米国，西独の新シートはその例とも

いえるのではないでしょうか。なお昨年は労働省の職種認定による防水

業および従事者の地位の高場，技能の向上，労務者の確保が笑』留される

段階にあります。事故例を含め，問題点と傾向を限られた時間内で述べ

たいと思います。

建築と社会/1973年 2 月号 l  



一一一一日本 建 築 協 会 会 告

4 通常総会開催お知らせ

本年度通常総会を下記のとおり開催いたします。ど多忙のと乙ろ ，ま

乙とに恐縮ながら何卒ど出席くださいますようお願い申し上げます。

昭和48年 2 月 l 日

社団法人 日本建築協会会長 塚 本 猛 次

記

と き

と こ ろ

議 案

昭和48年 2月21 日( 水) 午後 5 時 (1時間厳守)

近畿建築会館 4 階集会室

1. 名誉正会員推挙の件

2  

2. 監事 l 名選挙の件

3. 本部所属評議員29名選挙の件

前事務局長手島政男君の逝去を悼む

手島君は昨年 9 月中旬より病気療護中のと乙ろ ，11 月17日午前

1 時20分薬石効なく逝去されました。亨年74才でした。葬儀およ

び告別式は 11月19日午後枚方市香里丘 3 丁目住宅公団営業所 2 階

で執行され，縁故者多数が参列され盛儀でした。

故人は明治31年 8 月31日北九州市若松区速歌町 1 丁目430 に生

れました。大正11年 3 月東大法学部政治科を卒業 し， 昭和 2 年 4

月株式会社大林組に入社しました。入社後は東京附近の工事勤務

より台北にとび同じく工事勤務の後，昭和 13年 3 月台北出張所主

任，ついで昭和 14年 6 月上海駐在員となり工事勤務，昭和 18年 8

月ジャカ J レタ出張所次長，昭和21年 6 月内地に帰り神戸出張所所

長，東京支后庶務部長，大阪本庖人事部長を歴任し ，昭和24年11

月取締役K 就任，昭和28年 8 月砕任して大林組を退職しました。

故人は大病l栄衛氏のあとをうけて，昭和29年 8 月15日本会常務

理事，事務局長lζ 就任しました。約 11年の長きにわたり本会事業

の推進発展を図り ，着々と実効を収めました。殊に友好団体であ

る大阪府建築士会，日本建築学会近畿支郷，日本建築材料協会の

ために狭幽な本会事務所内 lζ 仮詰所を提供しその育成を図り，晴

れて関所に到るまでいろいろと面倒を見た乙とは，特筆l乙値しま

す。

今日大阪における建築 6 団体の相提俄してますますその実力を

発揮し . それぞれの会員のためは勿論，広く社会に貢献している

現状は ，故人の尽力 lζ 負うととろが多くその功績は淘に大きいと

思います。故人は昭和40年 6 月30日をもって任期満了，惜しまれ

ながら本会を努退しました。

了度その当時日本建築総合試験所が昭和39年 5 月に設立認可を

うけて，木会 3 階lζ 仮事務所を設け関所の準備中であったので，

乙われて入所することになりました。

お知らせ (冬の合併号予定とりやめ〉

昨年の 7 ・8 月合併号の会告欄に，冬にもう一回，合併号を

だすという会告をのせましたが，その後の努力によって見通し

も明るくなりましたので，冬の合併号予定を とりやめて，通常

通り発行する乙とになりました。皆さんのど協力を感謝いた し

ます。 社団法人 日 本 建 築 協 会

昭和40年7 月 1 日本会をやめた翌日より，昭和42年に関所され

た後の昭和43年11 月30日まで，同所の嘱託として庶務，経理を担

当し，かたわら寄附金の募集にも協力し，試験所の創設に並々な

らぬ功絞がありました。

次l乙日本建築学会近畿支部の事務局長であった沖田誠一君があ

る事情で辞任しましたので，あとがまとして昭和43年12月 1 日に

就任，昭和47年11 月17日逝去されるまで事務局長として ，学会支

部のために尽力されました。

さて ，故人は昭和39年11月額みとした長男を亡くし ，未亡人と

お孫さんを引取られて家庭的 lζ 心労の多い乙とがありました。故

人は学会支部在任中74才で亡くなったが，子息の厄介にならず身

体のつづく限り働き抜くという心がけであったと思います。

性質は温厚篤実でよく人の和を図り ，戦後の社会情勢に対処し

てよく事務的手腕を発揮し，事務局と会員の緋を強固にされまし

た。毎日の新聞は余i肢をさいて隅々まで目を通し ，君の識見と経

験1ζ 培う乙とを忘れなかったようで，常識の発達した人でした。

台北在勤当時毎朝出動前 l乙乗馬の練習に励みひとかどの競馬通

となるよう研究を怠らなかったようです。内地に帰ってからも競

馬好きは変らず，大阪在勤中の休日 lCはよく仁川の競馬場へ出か

けた由です。忘れもしませんが，宴会などで酒の酔いが廻ると，元

気な声でお得意の端唄をうたい ，外地仕込みの喉を聞かせてくれ

たものです。私は大林組にいる時から，また本会の理事や事業委

員長をしていた乙とから君と接する機会が多く親しくしており ，

誠によき友人をなくして悲しみの極みで，今もなおありし日を偲、

んでおります。

まずは関西建築界の功労者手島君の霊に哀悼の誠を捧げ倒筆し

ます。 岩 崎 甚 太 郎 (48. 1. 19)

司』



鍾) ，ニついCだけ考えてみてた---b

たとえt工、この寺院。幾多の人に深い感銘を与えつづけたことでし上うO

L 、かにも日本的な調和の美しき一 一o¥，. 、にしえ人の美意識と

造詣の深さには、いまなお新鮮な何かを教えられる気がしますL

マ凶手当d

もと よ り、この壁が、私たちの目を楽しませるためだ

などとは思いませんが、こころなごむあたたかさ・・ ・

人間味・・・ということの犬切さを、強く感じるのです。

さらに間仕切壁ともなると、いっそう人間的な豊かさが・. .

要求されます。物の豊かさや合理性の追求からは得られ

ない何か. . . ... . 人間性に根ざした豊かさこそ、も っ と大切に

されなければ・ 1 私たちが、いつも考えていることです。

実際、私たちマンテン独特の間f士切壁工法が、帝国ホテルを

はじめ 、有名ホテルにも

次つぎに採用されている

のも、数かずのすぐれた

ながら、人間性を根底に

した生活の心 を、調和を

犬切にする部屋づくりが

認められたからでしょっ 。

オフィスとしてのビルづくりも同じこと 。 まさに意 のまま

の設計で、それぞれイ面性的な問イ士切を可能にしています。

マンテンは、部屋づてりの技術/ " ートナーとして役立ちます二

むろん、机上計画の段階から、設 計 ・施工を一緒 に考 える

ノ f ートナーとして- 一。それも、たんに問イ士切壁だけでなく

マンテン特有のアイディア性が好評 の、天井下地工 法( ネール

ロックシステム) ・床下地工法( ネ ダコーシステム) をも自在に

組み合わせた、住空間づ くりの システムメーカーと してです。

さらに私たちは、間イ封刀壁 だけでも、JI又納!'1m士切壁 ・ユーテ ィ

リテ ィ間仕切壁 ・・・などの実現 にも夢 をはせなが ら、これから

の生活 環 骨ブく りに、地道 な努力をつ づけているのです。

かず力、ずの有名高層ビルに採用 されている一 一一新時代の経鉄間仕切堅工法

I J 二- j nyF534諾

* カタ口クを差しあげます。本 社・建装部 K S f系までハガキでご請求 くだ さい。

株 式 会社 マ ン テ ン 本 社 干542 大 阪 市 南 区 日 本 僑 筋3- 2 雪 (06) 632- 11511-1: 東 京 支 庖 干 136 東 京 都 江 東 区 亀 戸 2- 3- 17 雷 (03) 682- 3241代

名古屋出張所 〒454 名古屋市中川区百船町 1-3- 4 骨 (052) 353-31 77f'C 福岡出張所 〒812 福岡市憎多区1耳多駅東ト 12- 26( 岩i特ビル) 官 (092) 43-4356代 札幌出張 所 〒065 刺殺市東区北八長束 19- 22 雷 (011 ) 741 -8439



4  

なめらかな肌ざわり、美しい 7 色のカラ

T OT Oのホーローパス l乙は、ピンヲ ・ブルー ・グ，) ーン ・イエロー ・アイボリー・ベージュ ・青滋の 7 色のカラーと白色があります。

T OT O鋳鉄車一口- 1¥ヌ

FB 70 
￥48，000 

(排水金具付)

和洋折中} 彩エ プロンなしパス

1，21OX720X555 

容量 25011

専用フロフタ Y 9152 #10( # 20)  

￥2，750 

このほかκ も、たくさんのホーロ ー

パスがあ ります。右記までご請求下

さい。 カタログを差し上げます。

面困【・】，r( 1・】

東 陶 機 器 株 式 会 社

本社

干80吃北九州市小会区御柳町458

大 阪 営 業 所

〒530 大阪市北区曽根崎上2-31-6

(梅新第一生命ビル来館)

T E L  (06)  - 364- 1181 
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質疑などの役続をお待ちしております.
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容 積制 に つ い て

この制度は、現在および将来の土地利用計画を

勘案し、各種地域地区の都市計画、さらに道路、

鉄道等の都市施設を巧 l意してイ下型的な土地の高

度不IJ 用 、者11市機能の同計li 化を図ることを目的と

する 。 すなわち、各純の布IlTli 綿設に対する需要

の発生源で与あるところの建築物谷村I率を規制し、

都市施設と建築物容松率をバラ ンスさせる こと

ができ、また、出さの |恨J立が原/ ! I J として廃止 に

なるので各用途地域の特性に応じた建築物の形

態計 画と結びつき、オ ープンスペースをもっ有

効な都市空/ i J j を確保するこ とができる。

新用途地域指定に伴い、改正建築恭準法の用途

地域に! 限J: i i l i . する規定例動 くことになり、全面的

に容積伽lが笑施されるので、法首¥52粂の解説を

試みる 。

法第52条の要約

水 1 :0: 2  

第 1 :項 建築物 の: g: 税率 (延べ而似の敷地而: trt

に対する自l令 ) はff111Ii ，i-J -阿て' 定められた

数値以下であり、かつ、 iiii 1市道路の中市長

本 3

が12 m未満である場介はそ の中日只 のメー

トJ レの数値に% を采じたもの以下でなけ

ればならない。

第 2 項 敷地が都市計画において定められた al

画道路( いわゆる 2 カ年指定道路を除< )  

に接する場令または、敷地内に J ト画道路

本4

がある場令において特定行政庁が許可し

た建築物については、この ;; 1・同道路を白1

1 項の前面道路とみなす。 この場合敷地

のうち計画道路部分を除いた部分を、容

積 率t): 定の敷地とみなす。

第 3 項 許可による谷駅率引 ｉ ｗｉ のｾ イ牛
米 5

第 Ｑ 号機械室その他これに ｾｮ する部分が著

しかし、従来からいわば潜在的な答級制限があ

ったといえる。すなわち 、旧法第55粂 (建 ぺい

率 ) 、旧法首¥57条 (向きの限度) および、旧法第

58条 ( 道路の中高只と建物築の高さと の関係) に

よって建築物形態が規制 され、自動的に谷和率

む規制されてきたといえる 。 直接的な答税制で

はないので、 11管日を小さくしたり、 J也階を設け

ることにより容積率を大きくできるものであり、

満足できるも のではなかった。

2 延べ面積

建築物の名| 滑の床面積の合計であるが、令第2条

第 1 項第 4 J;子ただし子? により、答税率算定の場

合には自 !fi)J 111 J ll !il l その他 のもっぱら 自動車の停

留または! 駐車のための施設 (誘導車路、操l j ! I ¥斤

および来日車場を含む ) の用途に供する部分の床

面干feは界白入しない。 ただし、同条第 3 J i i により、

敷地内 の全床面干l'tA の泌を限度とする 。

3 幅員 12m未満の前面道路

容税率は行11市施設とのバランスを考えて指定さ

れるが、なかでも道路と大いに関係がある 。交

通発生処理能力、れ純供給処理施設の組1設能力、

空間開放J主は道路中高只により定ま ってくるので

幅員 12 m未満の道路による容積率限度が附加さ

れたものである 。 たとえば、 6 m道路であれば

部市計画指定が400% であっても 、0. 6X 6= 360

% が限度となる 。

本4 前面道路とみなす計画道路の許可

「交通上、安全上、防火上及び衛生上」の支障

がないことが許可の要件となる 。 これに相当す

るものとしては、 2 年以内に事業予定の都市計

画道路等に準ずるものが考えられる 。 許可によ

り道路幅只による答税率の頭打ち緩和が可能に

しく大きい場令。 なり、また令第 131条の 2 により斜線緩和につ

本 6

第 2 号 敷 地 の 周 聞 に 広 い 公 聞 広 場 道 路 ながる 。長 い目でみれば都市計画の先取りであ

その他の ｾｊ 也がある場介 。
本7

第 3 号 令第 136粂で定める敷地内空地およ

び、敷地而H 1 を布する場令。

第 4 項 特定行政庁がむ( ¥2  ｊ 買および、 ｾＱ Ｓ 項 の

り好ましいが、現実的には事業の遅延、路線の

変更等もあり Ｑｾ Ｉ るので慎重に考えねばならない 。

木5 第 1号

地区変電所、屯話局 の向 動屯話交換室、地域l境

許可をする場合は、あらかじめ、建築審 冷房センターの機械室等交通発生訟の小さいも

査会の同意を得なければならない。 のをいう。

1 容 積 率 本6 第 2 号

不思議なことに、建築関係者には者乙及している 立地条件によるものであり、谷積率指定時に十

周認であるが一 一 「建 ぺい率」も 問機だが一 一 分 配Iをされるべきもので米 ? との 関係もあり、

建築基準法では法文作成技術上からそうなる の 積極的な運用は考えられない。

か用いられていない。 本7 第 3 号

容積信11は建築基準法」二、昭和38年に法当(¥59条の いわゆる総介設計lfi lJ )支であ り、法令コ ーナー 51

2  (容 積 地区) として登場した。 もっとも、住環 ・52で紹介されている 。総令設計伽l皮に |則 する

境保謎のための空地地区 ftjl J はあったが 円。 今日 通達による谷絞率山 ｉｊ ｗＺ ｉ ｉ ｊＮ｜ｬＩｾは 別衰 の 通りである 。

に至るまで昭和39年に東京都、また昭和44年に この制度の対象となった建築計画に対しては、

大阪市で部分的に答続地区が指定されているに 住宅金融公庫および日本開発銀行からの融資の

過ぎなし、。 途が聞かれている。

① 大 部"i で必揃- u l ぺい>t< I OO% の川{ j "

3∞ 

。

( 公開 ! l ! 地面械 / 敷 地 1hif lt )

、;! ) そ 山 1也抑 制，市てJ . ! i t船主s へ い 事 l 叩 % の場 合

". 
2"' 

260 

240  

- 220 

%  

:::: 200 

ι判

ll' 1 1剖

2 1 6 0  

歩140

般 120

J 也

田j 100 

4町

、ｾ 8' 

60 

40 

20 

o  0. 2 0. 4 0. 6 0 .8  1  り

( 公 開 宅 地 而械 / 敷 地 商慣 )

③ 基 準 建ぺい率 60% 的場 合

300 

280 

260  

240  

- 220 

%  

ヱ 200

l!;l J  

増 180

1安

I面160

ち140

敷 120

I邑

面 100

4責

- 80 

60 

40 

20 

( 大都 市 . そ の 他 的 m市 共通 )

o  0. 2 0. 4 0 .6  0 .8  1. 0  

( 公l品J ! l ! 地面倒 / 敷 地 面倒 )

④ ｊ ，Ａｩ ｩ ｬＧｬ Ｍｩｬｬ ぺ い昨 ＳＰ Ｅ 、 ＴＰ Ｅ 又は ＵＰＥ 町 ｪｾｪ 介

300 

280 

260 

240 

- 220 

%  

:::: 200 

仰l

l1'l 180 

事160

歩140

般 120

1也

市j 100 

4貰

( }.:nJ l ，lj. そ的他 的 仰 di 共 泊 )

- 80 

60 

40 

20 

H5 0 % 

同 0 %

o  0 .2  0. 4 0. 6 0. 8 1 り

( 公!品.J !l! J也而 li't / 般 地 I師情)

( 大 阪 市 建築 局 建 築 指 噂 部 岡村雅央)

5  
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ハれす

軽 量

比 重 0 . 5

当

ｾｉｐｏｒｅｾ＠

断 熱

法 定 ，(，I'J'火 材 料

ス ミ モ ト ビ ル ( ホ ワ イ ト パ ー ク ) ・広 島 市

設 計 K A M I 建 築 設 計 事務 所

施 工 側 鴻 池 組

使 用 場 所 カ ベ ・7 ジ キ リ

而七k

@ シ ポ レ ッ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  工 JWJj ;IT納 を 要 す る す べ て の 建 物

2  ｾ 制を要する工場 Ｎ fi" h!I .; j S . 務所住宅等

3  鉄 竹 大 張 聞 の 工 場 ・体 行 宮山等

4  軽 量 化 を 要 す る 高 照 佳 築 物 ・軟 別 J 也 撚 の 控 牧1

5  鉄 什 l耐 火 構 造 の 建 物

長ポレ1I/' 7"X株 式 会 社

本ヰ土 ー東 京 支1苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 回J 2  - 6  (平沼ビノレ )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4 5 1  

大 阪 支 l吉 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 9 0 ( 第 三 富 士 ビ ノ レ )

電 話 大 阪 (538 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 l苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 - 2  ( 大商ピノレ )

電 話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4  2  1  

6  



読者の頁

ウ ル ビ ー ノ と ト ウ ス カ ニ ア の 保 存 開 発

本 多 正i立

アルポルノース出械から見たたウルビーノの町とパラッツオ ・テ' ュカーレ

1  Ｎ去る ＱＱ 月号 の「 ウルビ ーＯの ｉｬｦｊ Ｉｾと 保存 ｊ

( 本誌I l I ' i 利47年 11 月号，打Ildi の IlfJ 1WJ 保 存 川 l

出IU l た 所 に あ っ て 、山_ I -.の 聞I か らの 3どjj{j は 、 自

家J l I '11に で むよ ら な い 限 り 極 め て 不 便 で あ る 。

笠 の フ エ デ リ コ の 、 卵 性 の うに け た」仁川 II，iの 肖 像

阿 ( 桁 仕 令 で l:; ¥.fj: と共に. { i ll 民を失 う) と 、 こ れ

と 対 を な す 妻 の :fi II!l J而 の i当{ 象附は、? " 阿 と して

，心，' ，. 、

O- ' ( I I ; . J " 目。

パ ラ ッツオ の 東f l ! IJ 、 す な わ ち リナ シ メ ン ト広 tJ)j

!日IJ の 外 観 は 賞 桃 色 の 斜L1T. Wの ま ま で 、 平 凡 な 立

而 に 見 え る が 、 西11!1J は岩i J l の 急 斜 1mの '1' ) 阪から

立ち上り、極めて特色 のあ る外観で、ｴＺ［ｾ阿に ＱＱｦｴ

消 し た 絢1，、 JIJ 搭 の先 端 がi J I . '、 PUHU杉の [¥i 似 と な

っ て お り 、 明 る い ロ ー マ ネ ス ク ール ネ サ ンス J瓜

の . 9; J <郭北l舌 宅 で あ る 。 内古11の 多 くの lillhl は J)毛布

" 7 ) レケ地方同立美術自官とな っ て い て 、 ラ フ ア エ

ロの スケ ッチ に な る ゴ プ ラ ンネ也、ボ y チ チ エ リ

ーや" 7 )レティ ー ニの スケ y チ に よ る l非姐リ の 象

眼紺i工 、 其 他 ピ パ リ ー ニ 、 カ ル ロ ・7 レベ リ、

ベロキオ、 パ オロ ・ウ y チ エ 口 、 ガ ン、ピエロ

デラ ・フ ラ ン チ ェ ス カ 等 の jilfr が あ り 、 ま た 当 I也

に残る ｵｦｴ Ｍ の ラフ ァ エロ ｾ ｮＺ の 女 の 肖像がある 。

谷 を 隔 て た 東 南 の低 い丘 上 に は プ ラ7 ン テ ( 或

は フ ラ ン チ ェ ス コ ーデイ ジョ ル ジオフ ) の 設

パ十になるクラン ック 風の サ ン ベ ノレナ ノレデイノ 寺

院 が 怖 か な f; 'l J党の う ち に 往 って お り 、 こ こ に フ

ェ デ リコ j と) i 、 -[-K:! . グ イ ドパルド j とJ出の 打f が あ

る。 ここ から i= I王の 眺 め 、 刊 に タ ) j は 、 城l事l や

ミ子日淀 が シ ン キ ロ ウ の よ う に '1' 令 に j 手ん で 比 える 。

そ のはかの 布院、 Ｇ Ｑ ＧＱＱＱ の 小 さ ｌ 、 ｬｉｎｾＮＺ Ｚ ｴ な どは

勿" 命、 l王 | や その 斜 而 に'If，'l たして い る 他 物 の Fff

ん ど が ，11" 、む の で 、 f置かに す千 ):¥1 -'(>山 箆 に 少 し新

し い主 ｴｴ 物 があるば かり で 、 とて らＡ日 ｈｾ などとい

う 慨 念 の 対 象 に な リ そ う に み え な い 似 た 以 外

に{ 立ど う しよう L な さ そ う に ，141 える

その 観光容も、 王fL {正のと こ ろ 怖 か で あ る イタ

リ ア 半 島 の 衷 1"IJ にあリ、交i J . 量不便 という ニ とら

あ ろう が 、 観 光 的 魅 力 に 之 しい と らい え る で あ

d長5もTJ ! . 氏 ) の 記 事 を 読 ん で 、ウ ノレビ ー ノ で 数 11 領 j 三の 1，'; -:=ヒ レマラ y ツオ、 Pal azzo Ducal e) と ろう 。 jfi:く の ペ ー ザ ロ な どは 、 此 辺 - 4: 九 卜 九

を 過 し た 若 干の 所 感 を の べ て み た い 。 とい って そ の 周 辺 の 寺 院 だ け がIUI とは 不 似 合 な 伎の 威 容 思 浜の ような海岸ーがある の で 、 少 くと 't， fIJl:) Jの

む、在、は有111打開発をすJj 別 に 研 究 し て い る わ け で を '1.'央 に そ ば だ てて お り 、 そ の 周 囲 か ら中 腹 に バ カ ン ス に は 、 避 暑 答 と 海 水 浴 客 で人ー変 むに ぎ

は な く、 た だ 多 くの 読 者 に は あ ま リ なじ み の な か け て 、 赤 み が かっ た 此 土 色の 古 い 家 々 が 、 貝 わ い を 呈 し 、 新 し い ホ テ ル が ど ん どん必I てら れ

い で あ ろ う ウ ル ビ ー ノ とい うnrr に つ い て 、 極 的 殺 の よ うに ビ y シ リ と 岩 山 に l汲 付 い て い る。 て い る が な お 不 足 の よう主状態であり、 さほ ど

て一 般 的 な 概 念 を 、 多 少 で も 仰 てい た だ くの に ウノレピ ー / は 、 ル ネ サ ンス JtlJ に 一 世1I兵 隊 長 か ら 泣 く な い サ ン マ リ ー / も 世 界 弁 地 か らの 観 光 客

役 立 て ば と 思 う だ け で あ る 。 日比 1) 上 って こ こ に 封 さ れ た フ ェ デ リ コ ・ダ ・モ で に ぎ わ っ て い る が 、 こ れ ら の 観光終ーもほと ん

2  ウ ル ビ ー ノ 。 この l町の 外 観 と 環 境 は 専 ら 中 ン テ フ ェ ル ト ロ の行 跡 を 除 い て は 、 考 え る こ と ど つ い で に ウ ル ビ ー ノ を 訪 ね る よ うなこ とは し

iIUI(J であ リ 、 ル ネ サ ン ス 的 で あ っ て 、 サ ン ジ ができなし、 。 今 な お フ エ デ リ コ の 町 で あ る 。 な い よ う で あ る 。

ミ ニ ア ー ノ ( 塔 の 町T) 、 チ エ ル タ J レド ( ポ y カ 彼 は ニ こ の領 主 とな っ て 、 当 H寺 と し て は 他 に 1/( こ う し て み る と 、 観 光 地 と し て 開 発 さ れ て ら、

チオ の生 地 ) 、ポノレテノレラ ( エトノレスクの古都 を み な い ほ ど の 普 政 を 行 い 、 イ タ リ ア ノ レ ヰ サ ン 来 し て ど れ 程 発 展 す る の か 、 紫 人 々 え に L 疑 わ

il 1 ) 、コノレトーナ ( 同 左 ) 、 ア y シ ジ 、 オ ル ピ ス JtlJ の大小無数の君主中て寸政 ，'.-"¥s の 名 君 と い わ れ し い よ う な 気 が す る 。 結 局 こ の よ う な IIITは| 泊先

エ ト む ど と 同 じ く 、 中 世 そ の まま の 姿 で 今 日 ま て い る 。 名 前 を Ilfl い た だ け で 近 隣 の 諸 君 主 が 長 というより L 保 存 と 復 旧 と 内 部 改 造 が 主 となり、

で 生 き の び て き た よ う な 、 典 型 的 な 山 上の 町 の え 上 っ た と い わ れ る 恐 る べ き チ エ ー ザ レ ポ ル せ い ぜ い 上 下 水 道 等 の衛 生 地 殺の n日発位が行わ

ひと つ で あ る 。イ タ リ ア で は 小 さ い l町でも、ロー ジャも 1庄 の 領 地 に は う か う か 手 出 し で き な か っ れ る 程 度 で は な い だ ろ うか。 現 住 のと こ ろ、 例

"711寺 代 の 逃 跡 の 一 つ や二 つ は あ る の が 持 過 で あ た と い わ れ る 武 将 で あ る と 共 に 、 当 時 め建 築 家 え ば 路 傍 に あ る 噴 泉 も 「飲 料 に 適 せ ず l の 札 が

る が 、 こ の 匝Tに は そ れ ら し い も の ら見当らなし、。 ノレチア/ ・ラ ウ ラ ー ナ 、 ブ ラ マ ン テ 、 フ ラ ン チ 立 て て あ り 、 治 水 に も め ぐま れ て い な い よう に

海 抜 約 5 0 0  mの 小 さ い 丘 の 上 を 覆 う よ う に で エ ス コ ・デイ ・ジ ヨ ル ジオ 、 多 く の 画 家 、 彫 刻l み え る。

き た 町 で 、 人 口 僅 か に 7500人 位 、 と て も 都 市 な 家 、 文 学 者 を 集 め て 、 邸 宅 、 城 廊 、 寺 院 の 築造、 3  ト ウ ス カ ニ ア。 そ れ に つ け て思 い令 さ れ る

ど と い え る も の で は な く 、 ま た 町 の 中 に は 産 業 美 術 品 の 料 集 、 文 化 学 問 の 向 上 に 努 め た 。 1506 の は ト ウ ス カ ニ ア の H汀である 。 ヴイテノレポ ー の

句 しいものはほとんど見当らなし、。 お そ ら 〈 周 年 創 立 の 大 学 が 今 な お こ ん な 小 さ い 11汀に存続し 西 48kmばかり の と こ ろ に あ る 小 さ い 氏 仁 の II f J で、

辺 地 区 の 股 業 に 頼 っ て い る の で あ ろ う 。 パ ス も て い る の も 彼 の カ と い え よ う 。 不 世 生の 天 才 ラ エ ト ル リ ア 人 の 古 境 も 多 〈、 石 村 その他 の エト

鉄 道 む ア ド リ ア 海 岸 の ベ ー ザ ロ か ら 通 じ て お り 、 フ ア エ ロ が 此の l町 に 生 れ た こ と も 偶 然 で は な い ノレリア の 発 掘 品 L 多 い が 、 小 さ い 城1人j は 完全 に

西 方 地 域 か ら も パ ス を 乗 替 え れ ば 交 通 の 使 は あ であろう 。 今 な お 彼 の 生 家 が 残 っ て お り 、 記 念 中世・の arr で あ る 。 谷 を 隔 て たJ l [ fl!l J の 低 い 丘 |二に

る が 、 い づ れ も 回 数 が 極 め て 少 〈 、 そ の 上 パ ス 館 に な っ て い る 。 今 は フ イ レ ン ツ エ の ウフイ ッ は 、 イ タ リ ア ロ ー 7 ネス 7 ，地 築の 小 でむ 特 色 あ

は 中 腹 の 広 場 ま で し か 来 な い し 、 鉄 道 駅 は 更 に ツ イ 画 廊 に あ る ピ エ ロ ・デラ フ ラ ン チ ェ ス カ リ、 しか も 当 初 の 商品長をか主リ よく 銭 し て い る

7  
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ωｾ Ｍ｛ＩＨＩＱＩＢ￹ｊ￹￹つｃＨＺｊｏＺￜＭｃｴＮ，ｾ

ｾ法同法当〉法当 ｩ と当よと出〉仕出いと士

グ グ グ グ 広

1. 露 出防水のフ ク レを完全に 防 J 1: します5

2.下 地 挙 動 を 緩 和 し 、 優 れ た 耐 亀 裂 性 を

発 揮 し ま す 。

3. 従 来 の 絶 縁 工 法 に な い 接 着 力 で 、 j瓜に

よる 剥 離 を防止 します 。

⑧Ef r zzf EPTJ E芳2p 組 合

・大阪市東淀川区瑞光通り 4 丁目 30の 2 T E し大阪 ( 329) 7737(代表)

日 新 工 業 総 式 会 社

本社営業所 . 東京都足立区千住東2丁目 21番28号 T E L 東京 (882) 2424  (代表)

大阪支庖. 大阪市東淀川区瑞光通り 4丁目 30の2 T  E  L 大阪 (329) 7737- 7740 

出張所. 名古屋 (741 ) 4257- 8. 広島 (21) 1010・1061・福岡 (74) 3461 - 3

. 札 幌 (51 ) 5659 ・6885・山形 (23) 0437- 9 工場. 東京.i 奇王・山形



T V映 画 地世界のエネル

ギ // の 放 映

このほど鹿山主l!; 設が企画し、 1成 J以1央 同 で 製 作 さ

れた" i J l: 界 の エ ネ ル ギ ー " が 下Jじ の と お り 延 べ

13戸lに わ た り 、 政 映 さ れ る 。

政 送 J，;j お よ び 紋 送 日 時

・ フ ジ テ レ ビ ( J !Ui O 1  11 7  LI - 4  n  1  11 

1，T  11 111，1  1'1 ' I'- Iiij 811、¥'00分 - 811年30分

の でイi 1' ，なサンタ ・マ リ ア ・7 ジ ョ ー レ ー と サ

ン ・ ピエトロの Ｒ つの与院が，ｾ長寺のような姿で

ひ っ そ り と 処 っ て い る が ( 目 下 修 理 中 ) 、城 内

に入ってみると、 i成門 附近 の 数 粁 を 除 い て 、 全

滅内は ｙｅ の 岡 ｔ で ｊｉｾ もｻ 主んでいない。つまり住民

は 全 部 疎 開 さ せ ら れ て 、 今 に も 〈 づ れ 務 ち そ う

な家々を木の控材て咋 ｩ ｬ￬ ￬ｾｬ しながら、片立掛から大

判Ii刑事をしている。 内 書ISの 床 やS涯 を こ わ し て 、 鉄

筋 コ ン ク リ ー ト の ，1"1ニ や 梁 を つ く っ て い る も の 、

外 唱 の 傾 い て ク ラ ッ ク の 入 っ た の を 取外 し た り

起 し た り し て 、 新 し い 煉 瓦 や プ ロ ッ ク て" Mi ITし

ているもの等身まったく大変な仕ｾ Ｉ ｏ［である。人

公 の な い と こ ろ に は 野 良 納 が う ろ っ き 廻 っ て い

て 、 無気 味 で あ る 。

i成外のi 1E i 1111) に は か な リ 広 い 台 地 が あ っ て 、 少 し

前までは畑IU也であった の で あ ろ う が 、 今 そ ニ に

新 し い ア J マ ー ト が 相 当 に 往 ち 並 び 、 役 所 や 学 校

Ｎ ｾ 紅海テレ ビＨＱＧ ，，Ｎｲ，Ｍ屍 Ｉ 1 月 12 日 - 4 月 6 日

毎 金H/d日 午 前11時 00分 - 111侍30分

. 1比1i ! . 9テレビ ( 大阪) 1 月 5 日 - 3 月30 日

毎 金H/il 日 午 後 4 Ikf30分 - 51時00分

( テーマ)

ｾ＠ 1  ri 丹 エ ネ ル ギ ー と 未 米

首ｾ 2 訴 イi i lhll 年代

ｾｮ＠ 3  i1li 問| 務大下

約 4 ;1. f; ｅｾｬ＼ する ｐ ｬ ｦｩ ｬｬ ｬ ｬｬ ｩ｝

ア ッ ビ ー ル 「 科 学 的 な 民 主 的 国 土 建 設 を め ざ し て

点 検 、 構 想 、 実 践 の 3 つの運動を早急におこそう」

判[，ill 築 家 J主術- ( ' i - ｕ ｾ 卜 ｊｪｾ 2 1111大 会 が 、 き る 1972i
ド

11)) 3  11 から 5 11 の 3 FJ /l :1 に わ た っ て ぷ 仰 でIJf)

fIi : さi L た。

ｾｩ Ｑ ＱＱＱＱ は比や会とポ ー リンク人Ｍ会、 ｾｩ ＲＱＱＱＱ

ｻよ新処研究集会、 ｾｩ ＳＱＱＱＱ は人三でそのむのめ行

ががれわれ、{ 正み よ い f山 崎 づ く リ を め ざ す 処 築

' MJ 主制:i {' i の iill 1 l ) J として、大きな/ J J O心がみられた

吋干々しいフレ '1 : . . . . - ュな多彩なj ' . ! I l 似をづ|きつづ

きJ広大し、 'l't の 向 L 、技術 Ｍ ｦｽＺ術計五 ￟ｯｉ，ｽｊ をｾ燥さ

せよう J ｲ 作 ｬ 付の往ｾＧぶ Ｍ t H市j { ' i にさらに，V.

，， ｦ 占 Ｈｉｾｪ によびかけ、制 ｬ 崩地をで ｾ Ｑｾｩｩ し、しっかりした

{本市1) をつくリ | げよう」という ' 73
i
l斗立に 1'" けて

の )，wトカ吋本引〈 さ れ た

と く に 研 究 集 会 に お い て 、 11止j庄の 11 本 列1: ，' j & .i1:

" 命にとらなって、い l上 の 荒 廃 化 と 公 ' ，_1H ヒに; t . ) し

て、 F.i じのような 「科学的な] . ，_ ; [:(1'.; 同よ主ll.llt を

めざしてＮ｣• ｉ
Ｎ 人検、榊氾Ａ、実践の Ｓ つの五 ｉｉ 動を早急

におこそう J と い う ア ッピ - 1レが- t ; f <f Nされたの

が 注 け さ れ る 。

そ の ア y ビ ー ル が往築協会あてに送ーられてきた

ので、以ド孝行介する

ｾ＠ 1 1"1新生l ! ; 研究奴‘ 会 の 討 泌 お よ び準 備 を つ う じ

て、 川1 本 列 ):/j己主iitJ命」をi Jlt 印 と し て お こ な わ

れ て い る 11<1 1: 改 変 の 動 き は 、 今 後 15年 1/: )に G

N  _  P _ を 4 併 に す る と い う 超 「刈 皮 成 氏」 政

策のむとに、 H 本 列 1; ，' ; 全体を大企業が日利 i11) を

生 む た め の lfil 上 lニ 改 造 し よ う と す る も の で あ る

こ と が 明 ら か に な り ま し た 。 こ れ が そ の ま ま 実

引きれれば、 11¥11-_ 全 体 に 公 万 を ば ら ま き 、 災 し

い ｮ 然を ｗｾ 峻し、地 Ｉｪ ｲＧＡ ｩｦｩ を ｊｦｾ 倣化させ、過疎、

i的衝は解i I 'i す る ど こ ろ か ま す ま す 激 化 し 、 わ た

し た ち の 11¥1 1-- に 取 り 返 し の つ か な い of( 大 な 統 廃

fl ニをJYi くことカ， ( . 氾! さ iL ます。

わたしたちは、 1i<I Ut . l ! ; . i 止に少なからぬよi H: をt ' t

って い る 伎 築 'k<' 、技術j { ' i - として、こうしたい l 仁

の 旋 J'I t 化 を ゆ る す こ と は で き ま せ ん。

し か し 、 一 万 て r改 泣 " ん の ・ FI ｉｾ 商品大

脱 悦 仁;{:;J会I也 の ひ と つ ぶ .(Ii ぶ 汚 に お け る 地 域 住

民 の IJ f . I 発反対 の jill 動が、t . i ' ; 1 次 al 阿 茶 を if企図さ

せたように、 II¥L.t の 此 l花 化 に 反 対 し 、 美 し い n

然 や 生mを 守 る 動 き が 会 問 弁I也 で お こ り つ つ あ

り ま す。 こ う し た 、 地 成 住 民 の 生 活 を 向 上 さ せ 、

地 域の 民 主的 な 発 展 を め ざした悶ゴニ改造こそ、 .

わたしたちが. . ，! < めなければならないものです。

こうした ｾｫ￬ 兄のもとで、いま、わたくしたちは、

建 築 家 ・技術開として、あるいは、新主主として、

ど の よ う な 行 動 を お こ す べ き で し ょ う か 。

当 商 、 つ ぎ の 3 つ の 運 動 を 早 急 に つ よ め て い く

ことを徒起します。

(1) 科 学 的 、 民 主 的 な 観 点 か ら 、 「改造論」の

: 命点およびそのよL イ本(I (j なあらわれを、づ子析し、

そ の 矛 j百点を指摘しながら、 /) : 検していこう。

(2)  各支部、名地域で、 l主lニ仁 や 郷 市 の 荒 廃 化 の

姿 を 予 測 し て い く こ と と そ の 形 象 化 、 あ る い は 、

地 域 の 住 民 と と も に 、 地 域 を 住 み よ く す る 立 場

からの構: 在、づくりの五11l [r)J をおこそう。

1守 の 公 共 地 設 も こ こ に 建 て ら れ て 、 新 しい町を

つくっている。 多 分 域 内 の f主 人 は こ こ へ 移 さ れ

た の で あ ろ う 。 し か し 一 休 ど ん な 風 に し て 住 民

を 全 部 移 転 さ せ た の か 、 そ し て 改 修 後 彼 等 の 大

部 分 は 元 の 家 に 帰 る の か ど う か 、 補 償 は ど う な

っ て い る の か 。 ニ の 膨大 な 費 用 は ど こ か ら 出 て

い る の か 、 こ ん な 小 さな 貧 し い 自 治 体 で は と て

らf :HI ! できないと思われるから、多分国家が fl

但 し て い る の で あ ろ う が 、 わ れ わ れ の 訊 で は 、

只 勾 附 く ば か り で あ る 。 役 所 へ で も 立 寄 っ て 聞

け ば 、 疑 問 点 の 概 要 だ け で も 明 か に す る こ と が

で き る か む し れ な い と 思 っ た が 、 何 分 正 午 か ら

1511寺 頃 ま で 昼 休 み の イ タ リ ア の 役 所 で は 、 日 帰

り の 旅 行 者 に は ど う す る こ と も で き な か っ た 。

す べ て は 疑 問 の ま ま で あ る 。 l町 ぐ る み の 保 存 工

・)';: と い う も の の 外 見 だけを紹介する。

( ほんだまさみち 石本建築Ｎ Ｉ＾ ｾ若所大阪支所長Ｉ

第 5 話 資 源 を 求 め て

百ｾ 6  :tfi  ヨ ー ロ ツ パ の 新 ら し い 動 き

第 7 訴 エネノレギ一大関アメ リカ

ｾＱ Ｘ＠ dl舌 エネノレギーと生活

第 9 話 天 然 ガ ス 登 場

ｾ Ｑ Ｐ 話 原 子 力 時 代 へ の 道

第 11話 見 な お さ れ る 資 源 と 技 術

ti112il 丹 エ ネ ル ギ ー と 環 境

節 目 ｾ ｉｾ 総集編一一一日本のエネ J レギー 問 題

(3)  ，辿築家 ・技術 開 の お か れ て い る 各 職 場 で 、

この r& .i立J命」 が ど ういう Jf3 で あ ら わ れ て い る

かぶ1ft し、そのった悠をあきらかにしよう。

そ し て 、 こ れ ら の 地 械 に 恨 を お ろ し た 点検 ・ 椛

氾! ・実 践 の う え に た っ て 、 さ ら に 民 WJ的には、

科 や(I(j な 民 主 的1.liJ 1: 計 jilij を 作 成 し 、 同 土 辿 訟 の

フ ロ セ ス を あ き ら か に し て い こ う 。

研究民会の. y，において新主主全 会μ に 、 こ れ ら の

五ll1f)J を 悦 起 す る と と も に 、 ひ ろ く 社 会 に 支 持 と

jj! .:g をH千びかけます。

1972: }'- 11 JJ 4 11 

「壁 式 プ レ キ ャ ス ト鉄 筋 コ

ンクリート造 5 階 建 共 同 住

宅設計指針・同解説」の解

釈 に つ い て ( 回 答 )

建 設 省 住 宅 局 建 築 指 得 課 長

昭利] 47年 10月 9 日付け主主指 t.i' ; 357 .. 去で照会のあ

っ た 椋 記 に つ い て は 、 下 記 の と お り 、 回 答 す る 。

言己

耐力 ｩ 涯の端苦 ＱＱＩ 止ぴ ｉｾ 日ロ苦 ｉＱ の周囲に設けられる ｉ 泊

げ補 強 筋 を、 l師、f力壁 の せ ん 断布I i 強筋に責任用する

こ と は て' きない。

な お 、 本 件 に |刻 し て は 、 標 記 の 設 計 指 針 の ほ か 、

日 本 建 築 学 会 制 定 の 「 壁 式 プ レ キ ャ ス ト 造 設 計

規 地 」 第 5 粂 及 び r壁 式 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 設

計 規 雄 」 第 4 条を参照されたし、。

9  
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完 全 責 任 施 工 年 限 保 証

ｅｬ ｉｉｉ ，ｾの

- シ ク マ ー ト に よ る ウ エ ル ド シ ス テ ム 防 水 工 法

. 持F朱 絶 縁 防 水 工法( 特= 言午 出 願 中 )

・ メ ル タ ン 防 水 工 法

事 ⑮ 年 の 実 績 が 生 ん だ 防 水

シ，ｾ・ト ｓｐｾｉｊ レドルーフｾｾ，
- 全 国 に 配 置 さ れ た 組 合 員 の 強 力 な 連 繋 で 完 全 な 施 工 工 事 を お 受 け い た し ま す

地 区 別

1ヒ

〉毎

道

1也

区

東 北

地 区

関

東

1也

区

1ヒ

H圭

i世

区

4ヨ0回:;‘  宇土 名 • 言舌 地 区 別 ｾ＠ キ土 名 電 言語

日 本 防 水 総 業 株 式 会 社 キL 中毘 23 1  ー 7511 1-1;:
東

協 和 建 材 工 業 株 式 会 社 清 水 45- 222 1代

三 億 建 材 工 業 株 式 会 社 鐙 織 45- 82 11 代

大 和 工 業 側 苫 小 牧 出 張 所 苫 小 牧 4  - 3358 
;毎 中 央 建 材 工 業 株 式 会 社 名 古 屋 76 1- 6 18 1代

東 京 建 材 工 業 株 式 会 社 名 古 屋 411 - 662 1

日 新 建 工 ( 株 ) 札 幌 出 張 所 札 幌 22 1- 50 15

i也
東 海 物 産 株 式 会 社 名 古 屋 721 - 22 11 - 5

i e 栄 工 事 ( 株) 仙 台 出 5長 所 仙 台 23- 1735
区

日 本 建 材 鋼 業 株 式 会 社 名 古 屋57 1- 5541 - 4  

三 井 工 業 株 式 会 社 静 岡 85- 9 15 1- 3

日 新 E重 工 付業) 仙 台 支 庖 仙 台 25- 543 1代

宮 崎 建 材 株 式 会 社 名 古 屋 33 1 153 11-1;; 

伊 百 韮 建 材 株 式 会 社 東 京 842- 1431 代

池 田 j歴 青 工 業 株 式 会 社 大 阪 699 - 5757- 9

春 日 工 業 株 式 会 社 東 京 802- 387 1代

近

清 水 興 業 株 式 会 社 大 阪 372- 0250- 3

金 岡 工 業 株 式 会 社 東 京 363- 4341 代
東 洋 建 材 株 式 会 社 京 都 36 1- 9 17 1

木 下 工 業 株 式 会 社 東 京 634- 082 1代
棚 田 建 材 有 限 会 社 神 戸 22- 9 182代

tth 立 工 業 株 式 会 社 東 京 433- 196 1

畿

中 村 涯 青 工 業 株 式 会 社 神 戸 34- 5884

大 東 ス レ ー ト 株 式 会 社 東 京 883- 3 13 1代 日 新 工 材 株 式 会 社 大 阪 541 - 3785- 6

日 新 建 工 株 式 会 社 東 京 803- 241 1代
有 限 会 社 ミ サ キ 商 会 和 歌 山 22- 3922 

日 本 綜 合 防 水 株 式 会 社 東 京 403- 0 17 1代
i也

フ タ パ 興 業 株 式 会 社 大 阪 385- 278 1代

里 子 ロ エ 材 株 式 会 社 東 京 444- 353 1代
マ サ ル 波 青 工 業 ( 株 ) 大 阪 営 業 所 大 阪 303- 024 1代

獄 図 工 業 株 式 会 社 東 京 263- 486 1代

7  ) レ エ ス 工 業 株 式 会 社 大 阪 458- 4841 - 3

東 京 ; 歴 青 株 式 会 社 東 京 803- 348 1- 3 区

日 新 主 主 エ ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大 阪 541 - 1607- 8

日 本 線 合 防 水 株 式 会 社 大 阪 支 后 大 阪 329ー 1023代

富 士 エ 材 株 式 会 社 東 京 634- 0 16 1代

有 限 会 社 ミ サ キ 商 会 和 歌 山 22 - 3922

i s i j 歴 青 興 業 株 式 会 社 東 京 362- 5697代

北 条 涯 青 工 業 株 式 会 社
東 京 55 1- 2676

中
株 式 会 社 二 洋 技 鑓 大 竹 2- 5 155イゼ

7 サ J レ涯 青 工 業 株 式 会 社
東 京 842- 63 11 代

国

東 中 国 防 水 工 業 株 式 会 社 岡 山 23- 11 8 1代

呈 量 永 主 主 材 株 式 会 社 広 島 6 1- 637 1- 3  

大 和 工 業 株 式 会 社 東 京 802- 475 1代
i l!! 

大 和 工 業 ( 株 ) 広 島 出 張 所 広 島 7 1- 4687

涯 青 建 材 株 式 会 社 東 京 86 1- 2706- 8
区

株 式 会 社
巴 商

d官，.. 
宇 都 2 1- 0760

i歴 青 建 材 ( 株 ) 宇 都 宮 出 張 所 宇 都 宮 22- 9737 

四
大 ニ 工 業 株 式 会 社

品 松 5 1- 68 11 代

石 田 建 材 工 業 株 式 会 社 高 山 富 22- 330 1- 3

国

大 三 工 業 ( 株 ) 高 知 支 j苫 高 知 83ー 7328- 9

石 田 建 材 工 業 ( 株 ) 大 宮 支 庖 t奇 玉 3 1- 1225 - 7

i t'l 

徳 島 大 三 工 業 株 式 会 社 徳 島 54- 41 6 1代

石 田 建 材 工 業 ( 株 ) 宇 都 宮 出 張 所 宇 都 宮 33- 7697 
株 式 会 社 7 ) レ マ ス 河 野 商 l苫 4づ2 s - 2 ' 4ロ4‘  

2  - 50001-1;; 

区
株 式 会 社 山 本 商 会

松 山 3 1- 626 1代
問 手 口 建 業 株 式 会 社 幸丹 〉局 45- 225 11-1;; 

同 辛 口 建 業 側 長 野 営 業 所 長 野 27 - 0298 主 藤 工 事 株 式 会 社 福 岡 28- 5207- 9

株 式 会 社 奈 良 屋 商 庖 水 戸 41 - 5 14 1代
プL

安 蘇 工 事 株 式 会 社 長 山奇 44ー 7583

加 茂 装 備 株 式 会 社 t- l 言岡 56 - 6250

石 橋 建 材 株 式 会 社 福 井 23- 0775

州、l
株 式 会 社 北 原 建 材 商 会

鹿 児 島 23- 9395- 6

株 式 会 社 工 材 社
北 九 州 38- 1468- 9j l!! 

有 限 会 社 折 偽 政 次 郎 商 庖 高 岡 22- 0999
株 式 会 社 大 二 商 会

宮 崎 24- 1625

有 限 会 社 小 島 工 業 所 高 岡 23- 039 1
区

E3 ｾ重工材株式会社
福 岡 74- 6665代

島 屋 建 設 株 式 会 社 金 沢 42- 5 15 1 日 新 興 業 株 式 会 社
延 岡 3- 2455- 9

上 原 建 設 工 業 社 ;中 車電 098 - 2368 

. 建設省東計第 240 号 認 可 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 協 同 組 合

東 京 都 足 立 区 千 住 11< 2  - 21- 28 自新工業 株 式 会 社 内 電 話 (882) 2424  ( 代)

関東支部 東京都足立区千f主京2- 21- 28 日新工業株式会社内 7世話 (882) 2424  ( 代)

関西支部 大阪市東淀川 区松光通 り4- 30-2 日新工業株式会社大阪支応内 1Il，!!; (329)1737(大代)

九 州 支 部 福l諸] 市大手門 1 - 6 日新工業株式会社九州出張所内 電話 (74) 3  4  6  1  



ロ写真と概要をどしどしお送りください.

ス ケ ッ チ ブ ッ ク

凡例 a 所 在 地 b 建築面f l ' ! c  延函 ｦｬｾ d  機造規悦 e 工 期

｀ ｾ週
靖国 1: Ｍ］Ｍｾｾ主ｾＧ .， 

r  

838 .  鳥 取 県 県 立 博 物 館 I 839.  加 古 川 産 業 会 館 I 840.  東大阪市立青少年婦人センター

設計 : 日 建 設 計

指エ ー熊 谷 組

鳥 取 o I i * 田町 2 丁 目

3，537. 57 m'  

9，660. 94 m'  

S  R  C i丘、 3 F 、8 1

e  昭和45"1ユ10月-II ?J，和47"1' 6 月

，i1JI. :  K 構 造 研 究 所

胤 工 大 成 建 設

a.  1.川市川市加古川町寺家町南五))]11

b .  2，472. 63 m'  

c.  20，030. 54 m'  

d .  S  R  C  造、 8 F 、 8 1 . P  2  

e.  11白羽146"1三7 11- I I ?J，flJ 47"1' 9  11 

設 計 大手口 建 築 事 務 所

施 工 . 日 岡 工 務 底

a  東 大 阪 市 長 栄 寺 2 丁目 18

b.  453. 16  m'  

c.  1，408. 36 m'  

d.  R  C 造、 3 F 、 P H l

e.  11目初47"1三 l f l - 昭和47年 9 月

841. 札 幌 互 助 セ ン タ - I  842 .  七 条 電 報 電 話 局 ( 増 築 ) I  843 伊 奈 製 陶 厚 生 会 館

844 

Ai JI 山下寿郎設計事務所 札幌支社

地工 三 井 建 設 札 幌 支 庖

a  札 帆 11741・F区水市田r 5  ru 

b  .  1  ，775. 907 m'  

c  .  6，921. 145  m'  

d .  S  R  Ci晶、 5 F 、 8 1

e.  11召有146"1' 1011- 1昭和47"1' . 811

セ ン ト ラ ル ビ ル

設計 。日 建 設 計

地工 竹 中 工 務 底

a  .  ＯＮＮｾ般市 ｦ 也 ｉ ￯Ｍ町 Ｗ - 15  

b.  1，066 .01  m'  

11 ，826 .42  m'  

S HC .u'i、 9 F 、8 2

e.  sH布145年 12月ー昭和47"1エ6 11

845 .  東

，]止“ l' : 電々 公社近雌電貫通信局第ー建築部

地 r ' 大 日 本 土 木 大 阪 支 唐

a. 細，li 下京区凶通商古車入ルH*，f416-1

b.  1，000. 8 m'  

C  • 2，997. 7 m'  

d.  H  C .u'i、 2 F 、 8 1 、 P H l

e.  11目千n46年 9 月 - Rfj 有147i jo 9  H  

明 ビ J レ

，11，11' : 峯 建 段 計 事 務 所

地 1: ・浅 沼 組

a  . 大 阪 市 点 I耳』ヒ久宝寸r' 5  - 2 5  

b .  422. 477 m'  

C .  3，630. 007 m'  

d .  S  R  Cj 宜、 8 F 、 8 1

e.  IIIjfll 46年 611 - 昭和47
J
f. 5 )  1  

846 .  第

設計 竹 中 工 務 庖

施 工 竹 中 工 務 庖

a  .  ｦ 主釘り ｉ ［ｾ ｾ庇品市浜町

b  .  922 m'  

C  .  1，941  m'  

d .  S  H  C 泣 、 3 F  

e  .  11百相46年 II 月~昭和47年 9 月

芦 池 ビ ル

ｉＦｉｾｉＮ＠ : 大 成 建 設

施仁 大 成 建 設

a  Ｎ大阪市南区 Ｑｩ ＧｩＺｾＺ 寺係通 Ｓ - 40 

b  .  280. 62 m'  

c.  2，193，1  m'  

d.  S  R  C 泣、 9 F  

e.  11円相46(1' 6  Jl - J 1!l 初47"1三3 月



防水層の保護と軽量、断熱に

東邦の1¥0ーヲイトコ〉タリート (…び防水下地用)
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屋上アスファノレ ト防水層の保護、断熱、軽量に東邦 J ぐーライトコンク リー 卜

P C ーD 工法採用の大津法務合同 l芋 舎

設 計 近 畿 地 方 亜 聖 書 量 局 施 工 K K 伊 藤 組 、 K K 笹 川 組

PC- D工法

作 業 が ー 工 程 省 け 工 期 の 短 縮 と

コ ス ト が 安 く な る 合 理 化 工 法

. 1切水} 替の 事pえ に 使 用 し 仕 上 モ ル タ ノ レ の 安 ら な い 金 ゴ テ ー

ノマツ仕上 工 法

・ デ ッ キ プ レ ー ト の 4をも1化 や 仮出 防 水下 地、 ま た は 日占物下

地 に ナ ラ シ モ ル タ J レ の 嬰 ら な い 金 ゴ テ ー パ ツ 仕 上 工 法

畳 下 地 の 省 力 化 と 塩 ビ 系 タ イ ル 下 地 の 防 湿 、 防 瓶 、 軽量 化 、 断 熱 ( 結露 防 止 ) に

東邦の，芯ーヲイトモルタル

各階のタタミ下地に東邦ノぐーライトモルタル P M - C 工法採用の

大 宮 高 層 介 醸 住 宅

富貴重十 大 阪 市 住 宅 供 給 公 社 施 工 K K 問組、 K K 熊 谷 組

本オ，卜ルスキ弘

化 粧 、 吸音 、| 坊 湿 、 断 熱 ( 結 露 防 止 ) と 多 目 的 用 に

- ベ ニ ヤ 仮 枠 コ ン ク リ ー ト 下 地 ( 天 井 及 び か べ ) に 直 按 吹

付して1 {dJ 再ltの ，c. 、画己がない

・ か ベ 菌 は 金 ゴ テ 押 え す れ ば 波 治 段 タ イ
7 .

の 表面 強 度 の あ

る ソ フ ト で デ ラ ッ ク ス な ム ー ド で あ る ( ネ オ ノ マ ー ノ レ ス キ

ン の 特 徴 )

・ー コヨ呈て" 仕上るので 工 期 の 短縮 と コ ス ト が 安 くなる

・下地はボード知、鉄板s ( ( 、; r ， ｾｦｉｩ板、モノレタノレなど何んで

もよし、

- 桜 準 色 20色 と 特 別 色 も で き る

P M- C工法

- タ タ ミ 下 地 の 床 組 ( 大 工 仕 事 ) が 全 く 安 ら な い の で工 期

短 縮 と コ ス ト が 安 く な る

・床品Jl し な い の で 建 物 の ボ リ ュ ー ム の 節 約 が で き る

・無 機 質 100% 絶 対 耐 火 そ れ に 多 孔 性 材 料 の た め l船 lill 、 遮

音 に 悩 れ て い る

・ 独 立気 泡 の 束 宇11パ ー ラ イト と防 水 液 を 使 用 し た 完 全 防

水 パ ー ラ イ ト モ ル タ ル であるため、 ti dうf¥. を 全 く 透 さ な い

比 重 ・断熱共 木 材 並 1 3  

( 比重0. 85kg/ C 、 熱 伝 導 率 0. 14kca l / mhc )

かベ面にヰオパールスキン 7 F  K  ( 吹イ寸後金ゴテ押え ) 採用の

村 聖 子 、 森 建 築 事 務 所

書宣言十 村 聖 子 ・ 森 遺 祭 事 務 所 施 工 鹿 島 建設 K K

畿|
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の

眼

安 田 宏

斬 日 本 緩 衝 コ ン サ ル タ ン ト 企 ・ ・ .

城 谷 豊

縄 持 大 学 . 鰻

木 原 正 雄

住 宅 公 園 大 置 支 所 建 鏡 郡 豊 島

上 領 澗 一 郎

. 両 日 本 霊 園 大 限 支 庖 司t .・..

1 月号より 6 月号ま で上配 4 氏T 姐当

口 凍 れ る 音 楽

一 一 一 建 築 は 私 の 恋 人 で あ る 。 彼 女 は い く ら 私 が 見 つ め て も 決 し て 逃 げ よ う と は し な い 。 天 候 や 光 線 の 加 減 で

多 少 顔 や 姿 を 変 え る こ と は あ っ て も 、 い つ も 私 の 心 の 空 虚 を み た し て く れ る 。 山 の 深 い 森 に わ け 入 っ て 凶 門

を く ぐ っ た そ の 瞬 間 、 ゴ ー ッ と 天 に こ だ ま す る 大 合 唱 、 交 響 楽 を 演 奏 し て い る 多 く の 建 物 ，右 の 金 堂 、 左 の

五 重 の 塔 、 そ れ ぞ れ が 力 の 限 り 妙 技 を 発 揮 し て 、 訪 う 者 を し て 、 お 待 ち し て い ま し た ヨ か と 歓 迎 し て く れ る

彼 女 た ち 、 建 築 は い つ も 私 に 音 楽 を き か せ て く れ る の で あ る 。 一 一 ー と い う 書 き 出 し て ¥ 建 築 の も つ 音 律 的 感

覚 を 説 明 し た 論 文 が あ っ た 。

建 築 の 形 、 配 色 、 比 例 を 音 楽 の 旋 律 、 和 音 、 律 動 の 三 要 素 に な ぞ ら え 、 建 築 が 真 の 美 し さ を 具 え る な ら ば 必

ず 時 間 意 識 を わ れ わ れ に 感 じ さ せ 、 そ こ に み ら れ る よ き 調和 と 統 ー が 音 律 や 音 楽 を 体 験 さ せ る 過 程 を 、 先 人

の 教 示 と 事 例 研 究 を 通 じ て 心 理 学 的 に 説 明 している。 水 建 築 は 凍 れ る 音 楽 で あ る か と い う 言 葉 を そ の 人 な り

に 解 明 し た も の で あ っ た 。

最 近 、 そ の よ う な 音 楽 を 感 じ さ せ る 作 品 に し ば ら く お め に か か っ て い な い 。 世 の 中 が た だ む や み に 忙 しく、

ひ た す ら 合 理 性 の 探 求 に 追 い ま く ら れ て い た 放 ば か り で は な い と 思 う 。 四 次 元 で あ る 時 間 芸 術 ( 音 楽 ) を 作

品 の 中 に 織 り 込 み た い も の で あ る 。 ( Y )

口 地 方 建 設 産 業 史 発 掘 の 提 唱

地 方 へ 赴 任 し て 強 〈 感 ず る の は 、 地 方 史 へ の 興 味 、 と く に 地 元 建 設 資 本 の 役 割 に つ い て の 歴 史 的 興 味 で あ る 。

私 の 場 合 、 こ の 地 方 の 出 身 で あ る 飛 鳥 建 設 や 熊 谷 組 、 こ と に 後 者 が 明 治 以 来 こ の 地 方 の 発 展 に 及 ぽ し て き た

影 響 で あ る 。 古 く は 九 頭 竜 の 河 川工 事 、 戦 後 は 戦 災 ・震 災 復 興 事 業 な ど 、 枚 挙 に い と ま な い 工 事 諮 負 が 広 く

こ の 地 方 の 風 土 的 ・ 経 済 的 状 況 を 変 え て き た だ け で な 〈 、 親 子 二 代 に わ た り 福 井 市政 界 に 君臨 し 、 そ れ ら を

基 礎 に 経 済 的 に も 政 治 的 に も 中央 進 出 を 果 た し 、 名 実 と も に 大 手 5 社 に 次 ぐ 大 建 設 資 本 に 成 長 し た 。 し か し

そ の 成 長 の メ カ ニ ズ ム が 、 地 域 社 会 の 発 展 と の 関 連 で は 必 ず し も 明確 に さ れ て い る と は い え な い し 、 こ と に

地 場 資 本 か ら 全 国 資 本 へ の 発 展 過 程 の 解 明 は 大 き な 課 題 で あ ろ う 。

北 陸 に か ぎ ら ず 全 国 各 地 に お け る 建 設 業 発 展 史 と い っ た も の は 、 県 単 位 の 建 設 業 協 会 沿 革 史 な ど が 若 干 あ る

ほ か は 、 個 別 企 業 の 社 史 の 中 に 触 れ ら れ て い る 程 度 で 、 ま し て 建 設 業 を 中心 に 据 え た 地 方 史 な ど は ま ず な い

と い っ て よ い 。 そ こ で 私 は 各 地 方 に お け る 建 設 業 成 立 ・発 展 史 の 掘 り 起 こ し を 提 唱 し 、 そ れ ら の 集 積 と し て

の 内 容 笠 宮 な 日 本 建 設 産 業 発 展 史 の 編 さ ん を 期 待 し た い の で あ る 。 ( S )  

口 生 活 の 智 恵

高 層 住 宅 の 設 計 に 携 っ て 居 た 頃 の こ と で あ る が 、 入 居 さ れ た 方 か ら 投 舎 が 届 き ま し た 一 一 一 そ れ は 2 段 ベ ッ ド

を 置 い た と こ ろ 、 窓 の 処 が 危 険 な の で 何 と か な ら な い か 、 と い う 苦 情 で す 。 不 特 定 多 数 を 対 象 に 建 て ら れ る

住 宅 の 設 計 に あ っ て は 、 個 々 の 生 活 状況 に 合 せ る 訳 に 行 き ま せ ん 。 ベ y ド な る 家 具 の 方 て ¥ 格 子 な ど付 け て

戴 き た い 旨 、 御 返 事 し て 御 了 解 を 得 た も の で す 。 三 次 的 な 家 具 に 合 せ て 一 次 的 な 器 の 設 計 を 、 と や か く い わ

れ て は 、 た ま っ た も の で は あ り ま せ ん 。 そ れ が 、 生 活 す る 上 で の 人 聞 の 智 恵 で は な い で し ょ う か 。 ま た そ れ

と 同 日 寺 に 、 洋 服 ダ ン ス や 和 ダ ン ス な ど は 長 年 の 間 に 住 宅 の モ デ ュ ー ノ レ と 家 具 そ の も の と が 、 あ る ま と ま っ た

関 係 で 日 本 人 の 生 活 ら し く 一 応 納 っ て い る よ う で す が 、 近 年 耐 久 消 費 材 で あ る 家 庭 電化 製 品 に つ い て は 、 今

一 つ 日 本 の 住 宅 の 経 済 寸 法 と マ ッ チ し な い 点 が あ る よ う に 恩 わ れ る 。 例 え ば 、 住 宅 設 計 上 ど う し て も 面 積 の

切 り つ め は 、 浴 室 、 便 所 あ た り に 鍛 寄 せ さ れ 勝 ち で あ り 、 そ こ に 置 く で あ ろ う 電 気 洗 濯 機 ま わ り が 、 手 狭 で

あ る 例 は 数 多 い と 思 う 。 そ の 洗 緩 機 が ど れ も 角 ば っ て い る の は 、 ど う い う 訳 で し ょ う 。 少 く と も 機 能 上 か ら

い っ て も 、 手 前 の 両 角 は 大 き な 丸 商 で あ っ た 方 が 良 い の で は な い か と 恩 わ れ る が 、 メ ー カ ー さ ん の 御 意 見 は

ど ん な も ん で し ょ う 。 ( K )

口 計 画 と 施 工 と の 谷 間

テ レ ビ 番 組 で 素 人 の 作 詞 ・作 曲 を 発 表 す る 番 組 が あ る 。 歌曲 の 場 合 、 本 来 作 詞 が あ っ て 作 曲 さ れ る の が 順 番

だ と 思 う が 、 実 際 は メ ロ デ ィ ー が 先 に で き て 詞 が 後 か ら 付 け ら れ る ケ ー ス が 非 常 に 多 い よ う で あ る 。 勿 論 こ

の 場 合 は }I頂 序 が ど ち ら で あ ろ う と 大 し た 問 題 で は な い が 、 こ れ と 同 じ よ う な こ と が 建 築 の 場 合 で も 考 え ら れ

る 。 然 、 し 建 築 の 場 合 は 、 社 会 と 経 済 に 密 着 し て い る だ け に こ と は 簡 単 に は 済 ま さ れ な い。 次 元 は 違 う が 、 建

築 は 計 画 ( 要 求 ) と 施 工 ( 経 済 ) と の 相 関 関 係 の 矛 盾 を 如 何 に 調 和 さ せ 克 服 し て 完 成 さ せ る か と い う プ ロ セ

ス が 総 て で あ る 。 依 頼 者 と 設 計 者 と 施 工 者 と の 接 渉 は 、 最 終 的 に は 坪 当 り 幾 ら と い う こ と で 結 若 が つ く の が

通 例 で あ る 。 こ の 場 合 、 ま づ は 理 想 的 な 計 画 を 立 て て い か に 現 実 と マ ッ チ さ せ る か 、 ま た は 坪 当 り 幾 ら と い

う 現 実 を ふ ま え て 計 画 を 進 め る か 、 恐 ら く こ の 業 界 の 総 て の 人 々 が そ の 立 場 立 場 に よ っ て 苦 悩 す る 点 は こ れ

である 。 業 界 全 体 が 巨 大 に な り 、 生 産 体 制 が 技 術 的 に も 機 構 的 に も 近 代 化 さ れ て 行 く 現 在 、 計 画 と 施 工 の プ

ロ セ ス に お い て 、 理 想 と 現 実 と の よ り 合 理 的 な 処 理 の 方 法 が 社 会 的 な 問 題 と し て 重 要 視 さ れ ね ば な ら ぬ 所 以

である 。 ( K )
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近電1 . はあすを考えています

総 合 設 備 産 業 の パ イ オ ニ ア 一一一一司

〈近 電 工〉 は 新 し い 時 代 の 展 開 と と も に 成 長 を つ づ け ま す 3

電 気 工 事 は も と よ リ 計 装 ・ 空 調 ・土 木 工 事 ま で 、 そ の 総 合 力 を

広 範 な 分 里 子 て 発 揮 レ 、 国 際 的 レ ベ ル の 技 術 ・ 技 能 を ほ こ る 精 鋭

企業として、 70年 代 の エ ネ ル ギ ー を 先 導 レ ま す 。

気 ・ 計 装 ・ 空 調 ・ 土 木

急エ孝妹夫令系土

締 役会長 大 森 久

今 元 康

司

彦取 締役 社 長





泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン の コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設

回 モデル・ニュータウン

千里ニュータウンは、建設後ほぽ10年を経て、 ':'!I友した環境の 良さ

において、 ｴｾ ぃ評価を彼符しつつあるようだ 。 広々としたオープン ・

スペース、歩 ・司王道分離の道路 、税制11 された学校や弁極セ ンター

通 勤 ・辿学に 使平IJ な交通機関、14かかで日当りのよい住宅地な どによ

って、日本ではかつてなかった 向水準 の人工者1111) が出現した 。 千里

において、わが国はじめて適 j 日された近| 燐住区里lU命も次第に定治し

つつあるし、そこで開発された計 11町・は設 ・告:耳II のシステムはニュ

ータウン開発にと っては教科 ，!?的 な存イE となっている 。千里はその

後、金問的に族生してきた大小幾多のニュ ー タウンのパイオニアと

なり、日本におけるニュ ー タウ ン主l ! ，没のマイルストーンをうちたて

たといえる 。

千患の姉妹都市、泉北ニ ュー タウンも現イ正雄投 途 t にあるが、下車

と同様の評価が与えられることはまず IHJ 述いあるまい 。

そのためか、住宅の伐と環境政備について訴るときに、 「千里 ・米

北 は良過ぎる J rぜいたくだ」 などと住宅地としての伎の向きの般

に、いつも 引 き合いに出される の である 。 既成市街地の住環境が、

公 害 ・交通事故 ・日照・緑地不足など の ために日原l しに怒 化 してい

くにつれて、千里 ・泉 北のE;i 境の良さはますます際立つてくる 。 今

後 10年間、府下住宅スト ックの約、ド分が不良住宅化していくと寸r' iJII J

されるなかで、既成 rll 街地のI;ii 度税備は紫色、を要することであって、

千 里 ・泉北がシビルミニ 7 ムの達成 n燃 として 'J 1)刊されるのは至極

巾然のことである 。

しかし、環境が良いということは、すなわち . 住みやすいというこ

とにはならない。環境の良さは住みやすさ の if( 裂な要1 ' 1二であるがそのす

べてではない。 環境の良さとは、住宅地として の便利さ、快適さ、

閑r' ii' さなどが主な指標となり、多分にフィ ジ カルなニ ュ アンスを

含んでいる 。 一 方、住みやすさとは、 II 然的・人て的な環境の良さ

も含めて、居住者の社会的 ・心理II 的な J;1 ｊＺ［ｾ＠ ，j' I ' f i Hi を合んでいる 。

阪府 の司f，j : f l : によると、千里 のJ ?H主将 はその 内然的 ・人工的環境に

高い評何I i を与えている 。( 注 1 )  しかし 一 万では、環境評価の .I!.s い

点とし て、「物価高」と 「地設不厄」 を |二げているのは注目に値する 。

「物価高」の 問題 はさしおくとして、 r } j 血設不 足」の 内容に図、l; 館・

保育所・ 診療所 ・小売 l古告IIi ' 各純学校などが合まれている 。 これら

は、すでに存恋しているものであるが日悦生活に実質的に必要なも

のばか りであ る。このほかに、より 一 府多憾な地設要求が潜伝してい

るものと思われるが、府ｻ主歴が比較的新しいのと、千里のもつ ｦ｟［［ｉ ｽｊｾ

の 良さ に数われてそれらが顕在化していないとみてよい。 たとえば、

千里ニュータウンの地域生活地設を下型と人，1' 1訂版で類似してい

る東京 ・ 武蔵野市と比較しても、公ｼ立 ｬ 、 ｾＢｫｬ 也地設と集会所を除いた

他 の砲設が 千里は圧倒 的に少ないと指摘されている 。 ( 注 2 ) 特 に、

千里の保健医療施設 ・娯楽地設 ・文化地設などは武蔵野'1朽にはるか

かに及ばない。 これらの施設は泣的に少ないばかりか、その多機さ

においても驚くべきほど貧しい。 このような顕符な相違は 一 体どこ

からくるのか。 両者が大都市の郊外郎 rli であることから、どうやら、

人工形成都市と自然形成都市はコ ミ ュニティ地設の多係性の発生Ｉ ，ｾ

盤が般本的に呉なるようだ。

固 画 一 性 と 不 在 感

H ・カーパーは、向動車によってつくられたアメリカの郊外部市の

欲求不満 と悲点を ri1UiLJ  r問一 性J r不イE感」の 三 つに特徴付けてい

る。 ( 庄 3 )  計阿的に土地利用された千恒 ・泉北では、 i1Uiしした街

並みとなる答がない。 しかし、阿一性となると千里 ・泉北も例外で

はない。 同じように区切られた{ 島区と道路、イl司性のない公園と緑地、
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全〈型にはまった 小住宅群、道路沿いに建ち並，l; 真白いアパート群

などは、何ら人びとに新鮮な 印象を与えてくれるものではない。一

方、 「不 在 感」とは何かが欠けているというわか L さを直観的にいい

表わしたものである。千里 ・泉北に移り住んできた人たちは、それ

ぞれかつて生れ育った 町や村 の思い 出を持 っている。さまざまな商

J，li が雑然と立ち並」オrr のH¥l 物が、そこに生活する人びとの中に完全

に融け込んでいた。千里 ・泉北は、なるほど、新しい都市景観をっ

くり出し、人びとにニュータウンという新しい 住宅地のイメー ジを

与えることができたことは十分評価 しえよう。しかし、一方では「よ

そよそしい J r温か l朱がない 」 などといわれるのは、人びとが緑の

中 に散在するコンクリートのハードなまちに 、ゴミゴ ミとした下 町

の郷愁を求めようとするからだろう 。今後、千里 ・泉北が優れた住

宅地としての環境を保持しながら、より豊かなまちへと発展してい

くためには 、人びとが多機な社会生活を営むことができるよう施設

と空間を つく り出していくことでなければならない。泉北ニュ ータ

ウンのコミュニティ施設の計画は、先輩ニュータウン千里の経験を

ふまえて、 人工都市に付随する画一性と 不在感を最少限にとどめ、

多機性のあるまちづくりを目ざすものでなければならない。

国 多 様 性の あ る ま ち

千里 ・泉北とも、たった 10年の短い 4: J工業期間を持つ急成長者11市であ

る。 一般に人口 15- 16万人の都市は、永い歴史の経過の 中 で倒 人の

n  IJI なまちづくりの立志のもとに自然発生的に形成されたものだ。

千里・泉北は、大都市近辺での住宅出!t 解決のための宅地の大量供給

という 使 命 を新 ぴ て、企業会計による 開発という制約のもとに、全

〈計画的に計四者逮の統ー した意志のもとにつくられた人工都市で

ある 。 千里 ・泉北の肘住者はただお客さんとして、でき合いの住宅、

でき令いのまちに 迎え入れ られた 。 したがって、そこにはまちづく

りの主人公たるべき) ，F ，住者の総休的な意志が、介在する余地など皆

1" 1存伝 しなかっ た。 Ij 没後の住宅供給が、住宅から団地 へ、団地 から

ニュータウンへと大規扶化して〈るなかで、パッケージ 供給はある

程皮避け られないことではあ った。今後、住宅の大量生産 ・大量供給

あるいは大規模開発がすすむにしたがって 、レ ディ ・メイドの住宅

やまちがますま す刷えてくるだろう 。 問題は、将来 の住み手である

入j丙- I T が、この間一化の傾向に対していかにして主体性をもって、

新しいまち づく りに参両していくかにかかっている 。

一般に、多様性に| 刻する自然形成都市と人工形成都市の諸特性は、

自然わ生態系のなかに淡い類似性を見い出すことができる。自然の

組生は、 長時間をか けて極を ふやし 、いろいろな種類の動植物が互

いに競争しながら共存しつつ、ひとつの秩序ある多様な生物社会を

ｊｦ ｾ 成している 。

ひとたび、この生態系が破壊されると、微妙な生物社会の秩序はこ

わされ、自然の多様な極は絶滅あるいは減少し、極の画一 化、貧化

という現象がおこる 。戦後のニュータウン建設の歴史をふりかえる

と、団地か らコミュ ニテ ィづく りへと叫ばれなが らも、基本的には

自然生態系のもつ多様性を具備するまでには至っていない。シピル

ミニ? ムとして 、市民生活に必要な教育施設 ・医療 - 商業施設はあ

る程度整備= されるが、武蔵野市にみられる多種多様なコミュニティ

泊設は育っていない。 もともと、人工形成都市は破壊された自然生

態系と同じ条伴で出発しているのであるから、いかに盟富なコミュ

ニティ施設が当初から建設されても、ある程度の画一性と 貧 化は避

けられないとみてよい 。

計問者逮は、しばしば概念のはっきりしない「コミュニテイ」論議

にとりつかれる こ とがある 。 しかし、豊かなコミュニティを育てて



豊 か な ま ち づ く り へ の指 標

いくための基本的要件は、現代人が管理された企業やレ ジャーの束

縛か ら抜け出し、 主体性ある一個 人 として行動するところに求めら

れる べきであるし、そのための施設をつくっていくことが第ー であ

ろう。盟かなまちづくりは、ルネッサンスの自由都市に見られるよ

うに、市民一 人一 人の自由なエネルギーにもとずいて行われてい く

べきだ。

団 住 民の エ ネ ル ギ ー

千里 ・泉北両ニュータウンの目ざすべき方向は、この人工都市を、

あたかも複雑で多様な自然生態系の秩序をもった自然形成都市へと

っくりかえていく こ とでなければならない。それでは、多機性のあ

るまちを住民のエネルギーに依拠しつつ実現していくにはいかにす

ればよいか。 さしずめ、次の 二つの 方法が考えられる 。

第ー は、計画過程において、居住者のエネルギーをいかに多機な形

で吸収するかという「計画者一住民」 閉め計画参加のメカニ ズムを

システム 化することで ある。最近、都市計画においても住民参加l方

式が取り入れられるようになり、うつわ ( 道路、公園や住宅) は開

発者がっくり、中味( 住みよいまちづくり) はあとの住み予が整え

るのだといった硬直した考え方は幾分薄れてきている。本求、まち

づくりのハード ・ウェアー( うつわ) とソフト ・ウェアー ( 1ドl床)

は一体 化 したものでなければならない。 計問者がより優れた計|同時

論を 創造 し、技術レベルを高めることが必要であるが、さらに計 jllii

者が独普に走らず、将来の{ 主み手の生活行jl i 1 J と芯: 識を正しく反映し、

住民のコミュニティ活動を盟かに発展させるため の施設と笠11¥1を扱

11t1l するよう努めなければならない。ニュータウンの計阿と処設の段

階では、将米の住み手があらわれないので、計画に直ちにフィード

パ y クさせることはむつかしいとよくいわれるが、少なくとも過去

のニュータウン建設の経験をくみとり、幾多の住民の立 J Ut. j1 t また

は実際に起っている住民運動 の動きをつぶさに分折し、それらを謙

虚に学び取るとることができる筈だ。さもなければ、計阿者は住民

の生き生きとした要求や意識を計画に反映させることができず、怨

設屋は相 変 らず、ニュータウン建設にとって最も大切な「まちづく

りJ r人 IIll の生活づくり」には何らかかわりのない単なる住むため

のハコつ' くりにいそしんでいるというそしりをまぬかれることがで

きない。

固 路 線 商 底 街 の 復 活

第二は 、住み手のエネルギーを続優的に誘導するため、計両にフレ

キシビリティを持たせることである 。 今 後 、千里 ・泉北を )' ) 足的主

まちに発展させていくには、 住民 n ifi の場・である作利行政機| 見1.

文化 ・レクリェーション ・商業施設の 4 つの機能を充実させること

が必要となろう 。 これらは、将米おこりうる住民 の多彩な施ぷ袈求

に十分こたえうるものでなければならない。 千里 ・泉北には、名純

行政機関の出張所などが設け られる ことにな っているが、現イ玉では

本当の立 l床での住民自治の場として機能していない。また、 lJ i . 伐の

地区 センター ・近隣センターは、消 'p1 を対象とした商業地設が中心

となっているが、将米完結したコミュニティ中心となるには、行政

・文化 ・レクリェーション施設などあらゆる泊設が盤備されなけれ

ばならない。

フレキシビリティについていまひとつ考えられることは、将米、住

宅地内でさまざまな小抗告i I i 経営ができるような住宅併用 1;1; 舗、ある

いは以前スペースを 地 区センター ・近隣セ ンター 以外 の場所で あら

かじめ確保することである。これらの施設は、将米の施設前要のた

めの保留地であり、当然、住宅地として の土地利用に泌目しを与えるこ

となく、まとまった形で線道沿いに設けられることになる。五{ 北て'

角橋徹也

は、住区内のすべてのコミュニティ地設が住区の真rr J
を走る緑道に

j合って建設され、これらが住区および地区全体を結びつけるコミュ

ニティ ・ ベルトを椛成している 。 ｾ 見布 ではこのコミュニティ ・ ベル

トが自動車利用のまちづくりから歩行者中心のまちづくりへ転換さ

せるための重要な戦略手段となりつつある 。

将来需要に備えた併用 ｭｾＱ Ｑ￬や以前スペースを、緑 ￬ｬｩ 沿いにあらかじ

め雌保しておくとともに、近隣センターや地区センターの一部の l庖

設を従米の閉鎖された内庭砲のものから解政して、緑 i且沿いに足長

〈配置することも検討する段階にきている。かつて、道路 をはさん

だ路線型商問街は自動 'II によって完全に分断されてしまったが、人

11JI の歩〈歩道ではヒューマンスケールにささえられて、人と地設はよ

りなじみ深くなり、より 一 層活気にあふれたものとなろう 。 この路

線形尚庖街の復活は、人 IHI の歩行によるモビリティの日まりに十分

対応したものとなるし、同時に将米の多機な施設; 応要に対して拡媛

可能なフレキ y ピリティの高いものとなろう。

固 い く つ か の 制約

千里 ・泉北から同一性と 不イ' E ! 必をなくし、これらを変化に盟んだ魅

力あるまちとするためには、いくつかの大きな制約がずf - . i ' Eすること

も ｉｾ 認せざるを科ない 。まず 第 ー は、生産の場をもたない住毛布 Ｑ Ｑ 市

では、オフィス ・ 工場等に付随する ｲｙ［ ｬｾ 地設が発生せず、いわば消

費に直結した純粋培養型 の施設しか存在し利ないのでバラエティを

欠いたものとなる 。 将米住民が多燥な・地域活動に参加するための余

暇も必要だろうし、また現住の 「与えられる 」文 化 ・レジャーから

「ょ旅める」ものへと変えていくために住民が主体性を取り戻す こと

も必要であろう 。 多様 .1; 1 : とはそこに住む人びとの属' 陀 ( 年 令 ・職 業

・収入 ) の 多係性が前提となるが、ニュータウンでは、分譲住宅入

府 j宵を| 徐〈各住宅階層は来年令! 習に j十寄り、比較的学歴のおいホワ

イト ・カラ一層に| 浪られている 。当 然、人びとの趣 )IJj と行動機式も

同一 化することになり、あらゆる階層に適したバラエティに位んだ

施設前婆が発生する基盤炉すでに失われている 。

千阜の調査では、賃貸住宅入問者層のうち 60% が住みかえを 指向し 、

20% が定住を 指 )I'j しているが、将米住戸スペースを大きくして定住

指向をふやさすようにしなければ、千里 ・泉北は紡 }"J }万住者ーにとっ

て仮の宿りとしてしか機能せず、彼らに地域社会の発展に線ざした

地道なコミュニティ活動を JUI 待することはおi初] から無. I ! ll なこととな

るだろう 。

団 新 し い ま ち づ く り の指 標

しかし、それにもかかわらず、今後住民の生活行動が多般化し文

化 ・レクリェ- ; / ョン . ii' i "f ' ( 行動の，Mでさまざまな地設川裂があら

われてくると、千里 ・泉北の住民はいつまでも 「なくてすます」か

あるいは「都心で求める」というわけにはいくまい。また 、都心指

)IJj f; 、らの脱却が下里 ・泉北の本4との日棋でもある符だ。

千里 ・泉北 1¥可ニュータウンは、今後、 r  fJ; l境の良さ」を 22 りものに

して、その日ぃ青l' 価のうえに安住していてはならない 。千里 ・泉 北が、

既成市街地の再開発を含めた将米 のまちづく りの IJ 燃とされるかき'

りは、千里 ・泉北は 12かなまちづくりに向けて絶えず前進しなけれ

ばならないと J7 える 。

( か〈はしてつや 大阪府企業 [0，)，制作ネヒ斡)

tEl :  Ｇ 千里ニ ュ ＭＷ ウン肘 ｻ主計 Ｑｍ の ｩ ｬ￯ＮＱｗｬＡ 由 とＢミ 前地，没 ｦｬｊｉｈ にｼ則する，ｾ，ＩＱｦＮ ｪ 大 ､￯ 大、 Ｑ 主ＧＢ

む二

在 2 :  " 司 J-. j

注 3 :  r 郊外部，Ii
j

H  .  tJ パー鹿仏 :Hltfl
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泉 北 高 速 鉄 道 と 駅 舎

;i し|じ ，:':j j 'l ! 鉄道! 立、} 以i比U北仁ニユ 一 タウンと大| 阪仮 の 布部目

心、イ古川|日; jおi 上 しひ、 ｩｹ ，非 ｾ､ 山 Ｑ［ の 臨断 ｨｈ 正 ｉ 也，イ［川 ｩ目［ を4私針J山':

j氾ι と して "Iiμ，hI ;さされた L のてで，、』凡イ1: ニュ ー タウン

の4J!，1立とJ . t ，m，j を 介 わ せ て 位 ".立がj立 め ら れ て い る 。

ＮＭｪ ， ｊＮ ｪ ， ｪ 庄 の ｩｬｬ ，ｾ Ｚ土・ ｪｬｬｩ Ｇ［［ｾにあたる・ ｝Ｈ Ｎ ＱＮ［ t f - 1>: として、

大 ＱｾＮｻ ｉ Ｈ ， ｦ m; ，1;11，1  ，，ｾ株式会社が、大ｼ以 ｉＨＮｦ をはじめ ＱＢＧＱ

係作機関 の 全 ＱＨｬｩＨｉＺｊ なｴＶＣ， ＺＡｊ とえ ＺＱＯｾ の むとに、日召手｛ｊ

44 {I "' 3  J  J  l j Uヒρ'jj !llJ.:k j立の官i ( (，i止免 .j'l ーをl[ltj!1 し、 11(1

手11461
ド3  JJ に ｾｩ＠ 1  WJ r:・ド ( '1' 1' 1  jl... .CJ  - J，j! ヶ l工!IH、

1[ 1<7， 94km、 1・・W{ 'I ｾ， ＺＩ ＷＵ＠ r. G"  ｊＩを完成し、 ｉ 百 ｊｩ ｬ ｾ

4  J! 1  11 から' 目立ーを! 日!!lf; した

な J必五 、 4本メf欽1μj辺江 lは孟 ｬ沖市 Ｔ何ｩｩＱ海 Ｑ毎苧 Ｑ屯 ιＳ 父、 Ｒ 欽 Ｑμｩ 辺且山山 Ｇｪｾ 肝 Ｓ叩 ｦ 斜線ｻ を1け小|ド3 斤 F汚Tト日.1.工(

暗引駅!尺t村 lけ山 ＱＱ て ｻ付仰 ｬ川 ＱＱ 付ＱＮ Ｑげ爪Ｈ，引 Ｈｪ 泌凶 ｅ 巡 ｩ耳 ｾＧｉ 松 ｊ以 Ｔ を行主なＭい、 fi' 宅 地 ( 以ヶ

ｬ￭ Ｚ ｾＧｴ＠ と世 ｉｕｾ Ｎｩを ＲＷ ぅ〉で与， ＨＨＪＸ するむので、骨 Ｇ， Ｑ Ｎ ＱＱ 引 Ｚ｜ ｊ

て行11心と J主主持てきる 。

主 た 伐 る J込ヶ IJ: - ' I e明池11¥1 ( 延 l..t4 ，40km) のう

ち ｾｪ ｊＮ ヶ ｬ 王 Ｍ， ｍ ｉｩ ｜Ｑ ( 延以2.46km) については、/ I !1

和48: ド秋匂:UJfl 泌 を 11 j主として、鋭日: 処設が進め

られ て お り 、 さ ら に 綿 ~ 光 州 地11¥1(;紅Ld ，94km)

につ いては、ニュ ー タウン， ｩｬ￯ ， ｨｩ の ｊ 且捗 ｾｫｈ ｉＮ と歩

，［Ａ ，Ｇ， ｪ を￭Ｇｾわせ て ｩｬｬ ，ｾ止する予定てある

なお五ji'i:i' ) j υ、に つ いては、 E辺辺i巨L少'似、 III( 傍 お よ び 保

守へす の 』凡 ｦ 品立ｾＮｻＩＵは ｉｈｩｬｾＧ ，ｬｌ欽に委，［Ｈ［する Ｉｪ パをと

って いる

大阪 Ｑ ＨＮｦＭｲＮｬ［ｯｉｩＱ ｬｦｭ ｋＮｋＮ ｈＺ 術市 ＱＱ 住宅島 ｮｾ 松尾 純 )

駅 舎

・中百舌鳥 駅

'1'  ＨￎＱ￯ ＮｲＮ ｾＩｾｮ は以北 ｲｾ Ｇ ， ［ｪ j主鉄道の起点であると I，; !II.¥' に南 if't

， Ｇ ＺＺｪｾＡ ｉＧ＾ｩＧｊｩｴの ｩ 主 Ｇ Ｑ Ｇ 駅てＧもある 。 ｪ［ｕｴ ， ＺＧＺｪ 速鉄道が来リ人れす

る新しい Ｇ ＱＧ ＨｩＱ ，向車 ｴ は、 ｉ 互阿撚ｊＱ ＱＡ にｻｾわせて約 Ｑ ＷＰ ｭ

ｾｉｉ＠ 波 I; に移，¥1 L. そこに印式 2 1Mよりなる 4 線 情iiEの

共1，;Jf止fl! 釈を，也ぷした

- 深井駅

'1
'

川駅の深井駅は、・11 初、，建設を Jすえていなかったが

工 Ｇｆ の進展につれてぷ ｩｩＧ ， Ｚの戸が ｲｾＧＺｪ まり、周辺の区阿務

J11! や駅IJijl . L. : 坊のn! I，
ti"li

，
"jが計l'

町決定されたのを機会に、

ｉｬｦｬｪｭｬｬ 年から ＧＱ Ｇ ＱＱ｜Ｑ 期 ｴ を ｉＺｕ［ｾ することに蹄みきった 。 ｴ 品 ｉＧｉ｛

はn! 1市，i I 阿i立協 '1'
付朝「村総からはずれて泉北 1 号線に

人るまでの 1111>i'Jit m; 分とし、そこにラーメン怖
j
込の尚生日

釈を，ill ，没した

・泉ヶ丘駅

ｊ 止ヶ托駅は 、 ニュータウン ， ［ｉＧｾ Ｑｩ￮に介わせて ｊｾ ヶ丘地 ｒ ー
の地区センターにぷ;Ff した。駅合は

!J)j 立総でセンター

ビルおよび車 ｬｩｩｩ￮ｩμＺｾ 品とつながっている 。

泉北鉄道の 1，土大mnと比込まれ、ホーム II Jl l m、将来エ

スカレーターを 1役目する r定であり、地区内外の交通

のイｻ機 Ｈ ｉ Ｚｊｪｾ 絡をはかる ｬ￭ 畦処 ｅι ，点 Ｇ

l亭'1ド似
I

バ( 官儲1) 1
場詰

-覧2表E  

tz
， 

今J

中1，1 以
l 駅 合 情i斗

( m)  

8. 0- 5.0 1  S j1i 、2 F

8. 0- 6. 0 1  R  C j主、 3 F

9. 0- 10. 8 1  S j立、 3 F

重."

ら山



緑 道 ネ ツ ト ワ ー ク
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泉ヶ丘地区センター

地 区 セ ン タ ー ピ ル

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 清 水 建 設 大 阪 支 底

J処築而干a 4，539m
2  

延床而fl' t 12，872m

2  

構造規模 R C一宮II S造、 5 F 、 B L  P  2  

工 期 S .45.5. 16- S  .46.3.31 

縮設配置および床而f，'1

B I F  ガレージ、倉庫 、機械室、守衛室、

ピロティ 他 ( 計) 1，689 .  5m
2  

l F  m告i I i 、大和銀行、郵便局、 y ョ- 1レ

ーム、ピロティ f也 ( 計) 4，467 .  3m
2  

2  F  大和銀行、堺市役所出政所、泉北地

区工事事務所他 (計) 2，424. l m
2  

3  F  泉北開発センタ一事務室、会議室、

集会室他 ( 計 ) 1，857.  2m

2  

4  F  集会室、企業局他 ( 計) 1，048.5m
2  

5  F  貸事務所 ( 計) 1，208. 3m
2  

地 区 セ ン タ ー 専 門 庖 ( 二 期 )

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

往 築 I(IJf i't 7， 000m

2  

延床面椴 16 ，000m

2  

m造規桜 R C造、 2 F  

工 JUI S .  48. 5  - S  .49. 3  ( 予定)

泉 ヶ 丘 ・ 栂 地 区 セ ン タ ー

栂 地 区 セ ン タ ー

計 村 野 ・森 建 築 事 務 所

建物概要

業務ピル l B、4 F 、R C造 延 床 7，573. 38m
2  

ｾ ｉ ￯ Ｎ＠ P'j 底 3 F 、R C造 " 3，004.
39

"  

スーパー 4  F 、R C i主 "  8，380.
16

"  

ピロティ

歩 廊

数地面積

1， 152.  04"  

2，512.  91 "  

99，000 m'  

建築面積 5，898.  94m2  

工 期 S .47 .12 .23- S  .48 .11. 15 



泉北H住区近隣センター

設 計 浦 辺 建 築 事 務 所

施 工 竹 中 工 務 底

建 物 慨 要 管 理 練 R C造、 2 F

独 立 后 舗 棟 R C造、 2 F  

スーパーマーケット 権 R C造、 2  F  

歩 道 橋 R C造

( 橋 桁P.S. C)

モール S 造

敷 地 問 新 13，952. 67m'  

延 床 面 積 管 理糠 733. 890m'  

独 立 庖 舗 練 2，692 .310m'  

1 ーパーマ γ ケ ァト|車 1，768. 288m'  

モール 990 .244m'  

合 計 6，184 .732m'

工 JtlJ S.  46. 8. 18- S .47. 3 .31  

，建設場所堺市晴美 ・繊塚台

栂J 住区近隣センター

設 計 吉 田 建 築 事 務 所

建物概袈管理- 1 ' *

独立庖舘i練

スーパーマーケ y ト煉

パス待合所

敷 地 面 積 5，974 m'  

延 床 面 積 管 理 棟

独 立 応 舗 練

スパーマーケ y ト|車

パス待合所

合 計

建 設 未 定

工 期 48年 度

建 設 場 所 堺 市 原 山 台

R C泣 1 F  

R Cill 2 F  

S R C造 2 F  

S 造 2 F  

239 .27m'  

1，064. 60m'  

1，694. 99m'  

14. 00m'  

3，012. 86m'  

寸

- Ｍ圃ｾＭ匝Ｍ

住 区 近 隣 セ ン タ ー
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泉 ヶ 丘 プ ー ル

Jr阿 J このテーマは、大川での，色、流や、谷川の小

さな沌や、池での遊びを、 m心 に か え っ て 、 水

の さ ま ざ ま な 動 き に 、 翻 案 す る こ と か ら 飴 っ た 。

し か し 、 鮎 が 水 底 を よ ぎ り 、 月 見 草 がm垂 れ て い

る 真 夏 の 河 IJ;¥を忽! 起すると、毛(.j 主 の 失 っ た 自 然

の思 ｬ ぷ は余りにも大きいことに思いｾる。

1111-1:，、msの 俳汚れた空会t の 下 で 、 日 焼 け llll の ギ ラ

ギラしたｩｊ ｫ ＯＩ ＼ プＭ［レに、ｾッカリ←手んでいるこ

とはど、 他Jぷな i些 ぴ に ね & い こ と は な し、。

プールができ上って、 平日氷山 j脈 を 眺 め な がら、

団 地 ッ 子 と 水 を 楽 し み 、 何 の 危 げ む な し に 、 カ

スケードの石t l '・1を 上 り 下 り し て い る 子 供 を 見 る

H寺、平i l . j主の 仕 事 の 苦 労 は 解 消 し た 思 い で あ っ た

テ ー ? の 約 2 ＮｾＮｩＺは、泉ヶ丘センターとヤングタ

ウ ン と 団 地 を 結 ぶ 紙i庄の紡iiri 点 に あ る た め 、 他

物 のL-rl 1ニ を パ ブ リ ッ ク ユ ー ス に l)f.l}j 文するこ と。

白( ¥3 点 は 北 に ゆ る や か に 広 が る 谷川 を利 JTJ した

地 ｽｦ ｾ の全盟を 凡 波す裂の依世に、 ｴ￬Ｚ 理施設を ｬｅ

くことであろうか。谷r : ¥j の も と の1m芥 f E坊に、

設 け ら れ た プ ー J レ は 、 鉄 板 プ ー ル と フ レ キ シ ブ

J レ ジ ョ イ ン ト で 不 同 沈 下 に 対 応 し て 設 計 し た 。

水 の 遊 び の 多 日 的 な 演 出 と 、 健 康 な jlli": ; t 方針が

" 芯の与えられた. : * 題である。

24  
( jjU j 主社竹股雄事長 '1HZ所)

所 在 地 堺 市 三 原 台 2 丁目 9 番

問 11年収容人口 約 5. 000人

ｬ ｾｴｬ ｬ ｉ 台数約 Ｓ ＷＰ f i  

敷 地 図 版 23. 843m'  

駐 車 場 l則 氏 14.  845m'  (舗装[ ( l Hl ' nl . 376m' )  

ti: 型 仰 5 R C .i!l、 3 F 、B 1  

延 べI制点 2. 070m'

B  1  F  シ ャ ワ ー 宅

F  ＹＩ 女変衣室 Ｍ 主主ｾＮ宅 ・

監 視 宅 ・i児 所

2  F  1; 1) 科イ己上必 ーデ y キ

3  F  レストラン ・デ ッ キ

設 計 監 理 大 阪 府 企 業 局 、 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

施 工 西 松 建 設

ill; 1J，t Ｇｉｈ ｾ＠ 約 4 { 芯円

工 ml 5 46年 3 月ー 5 47年 4 }- I  

j'， 柏. nli 椛( m' ) 水深(佃) 1M ili 過 要

幼児 111 プール 107.5 30 コン 7 ' ) ート製 'lt Aくあ 1)

￬ｾ プール 67.2  30 

， 
滝-1¥¥1担1石h¥

ドーナップール 810.3 70- 卯 鉄Iti裂 連絡プール

流 水 プ ー ル 1.384.3 i∞ーー120
.  778m' を含む

スライ Fープール

3“4  

30- 50 コン? 11 ート製 スラ - f - 未設置

公 」 プ ー ル 956.5 l却、150 鉄版製 9 コ-J， . 50m

3.692.2 

そ の 他 プ ー ル サ イ ド 合 計 面 制 9. 018m'

自転. l j i 置場( 辿築簡干M 56m'  ( 約70台)



写真上 泉 ヶ丘駅前展望台より

写真下 泉ヶ丘 三 原台ド ラッグス トア



ヤ ン グ タ ウ ン

ヤ ン グ タ ウ ン 建 設 の 発 想

わが固め経済が年々、急速に発展を続けるなかで、都市の勤労青少

年に対する需要の増大は、多数の勤労青少年の都市への集中をもた

らし、大都市におけるこれらの勤労青少年をめぐる社会問題は、複

雑、多様化の様相を呈するようになった 。 このような社会的背景の

もとに、ヤングタウン建設の計画は、勤労青少年のための総合的施

策の一環として発想されたものであり、大阪府では、昭和44年に学

識経験者 11名よりなる「ヤングタウン計画準備委員会」を設置し、同

委員会の報告により、ヤングタウン建設の構想、がとりまとめられた 。

ヤ ン グ タ ウ ン 建 設 の 構 想 、

田 ヤ ン グ タ ウ ン 建 設 の 趣 旨

ヤングタウンは、社会的に未成熟な青少年が、配慮された焔設と適

切な指導のもとに、良き同僚、友人とともに、自主性、協調性を培

い、自己啓発に努めるための場を提供しようとするものである 。 ま

たヤングタウンは、泉北ニュータウンのなかのひとつの小地域社会

として位置づけられ、勤労青少年が、近| 携の地域活動にすすんで参

加協力することを通じて、地域住民としての市民的自覚と責任感を

もった社会人として成長することを期待するものである 。
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国 ヤ ン グ タ ウ ン の 施 設

ヤングタウンの中枢施設として、タウン の中心に府立勤労青少年会

館を建設し、タウンの管理運営にあたる事務 )"j をこの中に設置する

とともに、ロビー、視聴党室 、関 i '} 室、相談室 、研修室、背楽室 な

どを設け、入居者 の利用に供している 。 また、同会館の| 礎には、食堂、

宿泊施設などを備えた泉北勤労柄祉センターを建設している 。 これ

らのほかに、浴場、売感、クリーニング犀などの公益的施設ととも

に、テニスコート、卓球室 など の運動施設が建設されており、休育

館、ホール、グランドなどについては、現在、計画中である 。 なお、

近辺には、リバー ・プールを中心とした運動公園も設置されている 。

また、入居者の快適な生活のため、ヤングタウンの建設には、すべ

て、蒸気による地域l暖房の設11ill が砲されている 。

国 ヤ ン グ タ ウ ン の 構 想 の 具 体 化

タウン建設の趣旨を実現するにふさわしい地を選定した結袋、大阪

府が開発中の泉北ニュータウン泉ヶ丘地区三原台とするとともに、

園、大阪府、公共的団体、民間企業および地域社会が協力し、知識、

技術、資金などを結集してタウンの建設にあた っている 。

また、これら施設を管理するとともに、タウン建設の趣旨にのっと

り、タウンを運営してゆくため、昭和46年 10月、 「財団法人青少年

の町」を発足させ、総務部、中 ｉ ｉ ｾ 楽部、指導部の Ｓ 部からなる事務局

を府立勤労青少年会館内に笹き、この業務の逆行にあたっている 。

e 島
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ヤ ン グ タ ウ ン 施 設

位 置 堺 市 泉 北 ニ ニL ータウンよiミヶ丘地区三 原 台 2 了

間 約 16ヘ ク タ ー J レ ( 約 5 万 坪)

入 居 人 只 単 身 者 約10. 000人

住 宅 施 設 ( 単 身 者 用 )

住 宅 種 類 特 長 予 定 入居 者数

雇 用 促 進

労 働 力 の 地 域If nの 移 動 を 円 滑 に 行 う

為 、 公 共 職 業 安 定 所 の 紹 介 で 、 他 地 3. 000 名

事 業 団 住 宅

域 か ら 就 職 し て き た77少 年 の 住 宅

大 阪 府 住 宅

単身者共同宿舎、公社1 ' ( 貸住宅とし

て処 設 、 勤労 汗 年 に 必 裂 な 親 娘 と 設 2.000名

供 給 公 社 住 宅

申ｭ をそなえた ｪｬｾＱ 宅

勤 労 者 住 宅

復 数 の 企 業 共 同 の 民 間 企 業 線 、 勤 労

協 会 共 同 様 す ［φ に必要な住宅を、総イ干 Ｈｬｾｊ な企画に 5. 000 f' ， 

(民 間 企 業 棟 j
よ り 、 安 価 に 分 泌 し た も の

ヤ ン グ タ ウ ン 配 置 図

対 象年 令 家 賃 共 益 費

ＨＭ ｊｾｬｬ＠ ( 二期 ) ( - Wl l  ( 二期 )

15 - 30オ戸 I 人 部 屋 5. 800円 6. 400円 l 人 部 屋 3. 400円 4. 000円 f ，U立

2 人 部 屋 各2. 900円 3. 2001可 2入者11屋 各2. 200 阿 3. 000円 脱 皮

( 一期) ( 二期 ) ( 一期) ( 二期)

18- 30オー 7. 380円 7. 650 P: l  2. 600 円 2. 600- 3. 000 円 f11.交

25オ 前 後 企業ーにより キ11;主

セ ン タ ー 施 設 ( 紹 祉 文 化 教 必 施 設)

大 阪府 立勤 労 青 少年 会 館

(約 1 JUlill ，;立r-il= 391. 269 . 000 Pl )  

(J I} r- のみ〕

企業ーにより 初 出

ｬＮ ｾ椛栄、生活、 ｦｩｬｬ ｽ，ｪｾ、レクリェＭ［ＮＭＭヨンなどの相談

2 必 開会、" 位以{ 会、文化、教育、体育 レクリェ- ; . - - ヨンなどのよ長会

3 地域十| 会と の 交 流 を 計 る た め 各 干'f( の 集 会

4 勤 労 17少 年 の指 導 お の ずT成

ＵＮ 勤労 Ａ ＿少年 の ゴ ｩ 引 ｊｉｾ 活用のための場の ｴ ＮＺｴｦｊｬ，

ロビ ー( 約 100 1'， )  悦聴主主主 ( 100名 ) 図古室 Ｈ ［［ Ｇｾ ｊ￵｝ｬ )  相 談 室 ( 2 室 )

集 会 不 ( 3 主 各241同) 研修室 Ｈ ＳＶ ｾ 円 Ｉ 大 研 修 室 (481'， )  

絵 ｉｉｉｩｪｾｻ Ｈ ＲＰ Ｑ可 Ｉ 75T楽 宅 (401'， )  工 作 宅 (20名) 写真一時宅

雇 用 促進 事 業団 泉 北 勤 労 福 祉 セ ン タ ー

(第 1 Wli l l ，没子作 150.000. 000円)

1. j¥JJ 労 .{!i のm'I 向 上 の た め の 研 修 ・会 議

2 勤 労 お の微 談 食堂の平11用

3 勤労才; とそ の家 族 の 宿 泊

4 勤 労 者 の 郷 土 と の つ な が り を 促 進す る 催 し

5 その他 勤 労 {'i の 悩 祉 T;-'/iffi

食 唯 (300 1' ，)  喫 茶 コ ー ナ ー 郷 土 資 料 展 示 ホ ー J レ(213m' )  

料旦 ｉｾ 教需 Ｈ Ｓ Ｐ ＱＧ， )  茶 道 教 室 (30名) i i ! ' ; 立教室 (30名) 集 会 宅 (301九)

1;1;( 1宅 ( 8 ｾそ Ｉ !l;¥楽 室 (20名)

ｾｉ Ｚ 他に文化ホ ー ノレ体育 館 グ ラ ウ ン ド テ ニ ス コ ー ト そ の 他 の

生! l 設を予定

機 僑
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設 計 都 市 科 学 研 究 所

監 理 岡 沢 建 築 設 計事 務 所

リIJiUl!!. l(tjf'l' t 6，790m'  

処 築 1(li 似 616 m'  

延 lぷ1M柿 2 ，1 7 6 m'

， ｉｯ ｙ ｊ ｾｪ 主 ｭ 校 ｒ ｃ Ｎ￬Ｑｴ、 Ｓ ｆ 、 ｂ 1  

よ WJ 5 4 6年 2 F I - 5 47年 1 J  J  

28 

3  F  ｌ ｾ＠

ロビー

2  F  

^  

人 II 約 1 )J ａ の ｬｪｴ 身 ｾｩＩｊＩＧｩｩＧ ｲＭ少｟ＱＮ Ｑ の ｦｩＺＧ色 ｊ 也ブロＢＯ ql 心 で あ る 。 し た が っ て セ ン タ ー の rl '心地，改 と

クが，i I ' [ l lij され、ヤングタウンとC r ' J 1' 1 さ れ た 。 しては、 II'i;';(I(j に 使 わ れ る L の で あ り 、 か つ '1' ，

こ の ヤ ン グ タ ウ J が ljl に lji_ 身 汗 少 年 の O，}，' : を 数 rl
f
j必 川 的 地 l没 と な る 。 し か し そ れ が iji _に 11(I(j を

多 < us め た だ け か 、 そ れ 以 上の .w: l!みがあるのか、 i主 成 す る だ け の も の で な く 、 レ ク リ エ ー シ ョ ン

そ れ は γf' { f. j主 の 共 I"J 地設の| 人l 行 と 椛IJJ とにかかっ が Ｇｩ［ｾＧ まれるように巧 ｬ 必する必吹ーがある 。

て い る と い え る 。

タ ウ ン セ ン タ ー と し て は 、 11¥リ上品、 7T少正1"' の urf 'J'; 

桜J . ，J 、集会仰fl1事布、 f i 楽、絵I ' lij 市 ?平の ク ラ ブ 主

をイ了する会自Ii 。

)c: tt ' : : : . : 、郷土資料 }J{: ぷ コ ー ナ 一 、 .:. ，' [ 少年i主の 家

ｽｪｾ のためのＱ＿ｩ i (1!i血J止をも っ lu¥tll ーセンタ一。

nl昨ッピ }j 血"止、 f-i"J'i'fi ii 、 i: ，，"- 7]( プーノレ、 l江 1，，1な ど で Jf3

日比さt L ている 。

このセンターはl J ;u!t J と し て J 組r I ' 1' ，心、 つ ま り 円

".;:;J t:. r吊' i ' ，c ，、{ 内なむのであり、またヤングタウン

こ の よ う な 法 本 ) j 針 の 1'，で 、 ヤ ン グ タ ウ ン の ' 1' を

Ｎ￬ｬＡ￭る紋 ｩ 立をはさんて ［Ｇｊｬｲｲｾ かなＧｬｾｉｬ｜ｊと的助 ＨＨｪ な常 ｉｉｬｪ

にう〉自lt し 、 し か む そ れ ら を { 本化 す る た め の ) j

法 と し て ベ デ ス ト リ ア ン ウェイを巧一える 。

こ れ に I; Y t ' 機能をもった" 布地， i止 が ぶ ら さ が っ て い

る。

こ れ り の ぷ 機 能 の '1' 的 文 化 教 必 方11門 の 場 と し て

会館は，11・'Jlij さ れ た 。

なおセンターのノ主体 .; I-Il lt jは、J - i( 行11大 'γ': 1'.1 11 r時WI

教 授 に 御 J行 持 を い た だ い た 。 ( r.l l di 科 'γ .研 究 所 )

l F  



設 計 監 理 東 畑 建 築 事 務 所

ｾｽＡｉＺＮｬｴＡｬ ｉ ｙｬｩ ｭ＠ 2，248m'  

住吉島 IJII fJ'1 953m'  

d正I;!< IIII 1' 1'1  2 ， 058m'  

椛 ii!よ規悦 R C 泣、 3  F  

工 JYI 5 4 6年 9 月 - 5 47年 4 )1 

2  F  

J止」仁ニュータウンにヤングタウンが ，;j 同l され、

大阪府の勤労汗少年センタＭｦＮｙｉ氾ＡにＩ，ｾずく共同

地 な の - .F;1 として，注設されたもので、本自fi との

結 び つ き 、 お よ び 調 和 に 仰 な し た 。

周 辺Ij J. 身打に対する平IJf !山泊z没とともに、法的¥4地

域からの ｊ￯ Ｂｴｾ社ＭｦＧ ｩ に対する、郷土との車内びつきを

， ＱＱ る ｉ ｾ ｉ ( 1 ' . ) で、父兄などとの交i 1 ' o¥. :i'Jl. 1陸 の 場 と し

ての什' l i白地il止を持っている 。

こ の 活 用 に よ り 遠 隔 地 域 よ り の 勤 労 背 少 年 の 定

消 化 に 役 立 つ よ う に 願 っ て い る .

( J f [ 畑主J ! ; ' ! l ' i 事務所)

l F  





設 計 大 阪 府 住 宅 供 給 公 社

大 建 設 計

ｾｊ ＡｉＺｊ也 ｉ 前打 Ｑ 23.039.  03m'  

挫 築I耐 火 宿 令4点 1棟当り 1.040. 62 m'  

食 ｾｴ 線 ＸＸＱＮＵＸ m'  

浴 場 被 199. 35 m'  

延 床 lui .w 1;'1 {'干おI! lflli 吋' ) 9.795 .81  m'  

食 堂 版 832. 17 m'  

浴 場 校 199. 35 m'  

J 5 サ 桁 合械 G L  +  28. 150m 

椛 iiZ 稲子7似r 5  R  C ;丘、 10F

食 堂 、 浴 場棟 R C造、 1  F  

H涯 房直後 ｊＮ ｾｾ｜ｕ ＵＮ￬ ｪｪ Ｎｩ 大ｼ坂ガス地域 ｬ 暖 房供

給 ｲＮＺ Ｚｪ圧＿ｾ主 ｌ を Ｑ 成 ｬ 玉し

低 圧J馬主Lにて。

工 期 1 ｊｾ ｊ＠ 545年 10月 - 547年 3 ) J  

ヤ ン グ タ ウ ン 全 体 計 聞 に そ っ て 、 こ の 共 同 宿 合

も 進 め ら れ た 。 す な わ ち 、 南 北 側! と・J1行に、 4

つ の 板 状 の 11'号令仰 を 配也。 それに 岡 まれた ，t，火

苦JI に 、 浴 場 械 、 段;Jk の 食 立 練 、 そ し て 1段 低 い

所 に * 土 " の ま ま の 広 場 を 設 け る 。 街千子十点は 1

練 に 500人て 2 WJ 工目J'; の 2悼 を 含 め 4 棟 ill ，没。

その 内 H 束は! J . : ( . 十* である 。

イ11; 1宅は 2. 500X  4. 375で、洗師、 1I .)1vJlllt 制ii が 備 え

てある。 ( 大生在日立，:1- )

配 置 図

3 F  6 F  9 F  平 面 図
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般 地 而 秘 30，000m
2  

建 築 面 積 1 号 棟 1，433. 03m

2  

2 号 棟 1，433. 03m
2  

延 床 面 積 1号 棟 2，353. 04m

2  

2 号 棟 2
司
398. 94m

2

術 進 R C造、 6 Fー音11塔 屋 (1 .2号 線 共 )

工 期 S46年 4 月ー S47年 2 月

仕 上 屋 根 ア ス フ ア ル ト | 坊 水

性 型 杉 木 笑 型 枠 コ ン ク リ ー ト 打 放

y シ リ コ ン u次付

外 壁 モノレタ J レAj: リ毛引吹イサタイル、

A L C 版 面 7 ? リJ レリシン l次イサ

勤 労 青 少 年 を 対 象 と し た 寄 宿 舎 一一 こ の建 物の

も つ 意 義 と い う も の は 非 常 に 大 き な も の で あ る 。

特 に 一 会社 の 専 属 祭 と し て で は な く 、 穏 々 の 会

社 の 勤 労TF少 年 の1洋J苦 と い う 形 式 を と る 場 合 そ

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 形 成 が 建 物 の も つ 主 要

な 要 素 と 考 え ら れ る 。

泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン で は 、 こ の 為 、 外 的 に は 大 規

棋 な プ ー ル 、 テ ニ ス コ ー ト 、 屋 外 庭 園 と い う 型

で こ れ に 対 応 さ れ て い る と 考 え ら れ よ う 。

当 建 築 物 内 部 的 に は コ ミ ュ ニ テ ィ 形 成 の 場 を 、

l:i.sj ( 宅、作防ごとの談話ロビー他、集会室当事の

; u . t 世でその日 (I(j 遂 行 を B試 み た 。 そ の 他 、寄宿，'7-

少 年 に A 号 え ら れ る 精 神 的 問 組 に 対 処 す る 為 、 1; 符

お き に ペ ア レ ン ト 室 、 相 談 室 を 設 置 し た。 こ れ

ら の 施 設 で も っ て 、 勤 労 青 少 年 の 宿 舎 と い う も

の の 第一 意 義 は 満 た さ れ た も の と 考 え ら れ る 。

し か し 、 こ れ ら は あ く ま で ス ペ ー ス の 供 与 で あ

っ て そ の 利 用 等 に よ る コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 成 は 寄

宿 者 に ゆ だ ね ら れ る 。 こ の 為 、 我 々 建 築 家 が 考

え ね ば な ら ぬ の は 供 与 さ れ た ス ペ ー ス を い か に

利 用 し や す く し て や る か と い う こ と だ ろ う 。 今

度 の 場 令 、 そ の 施 設 を | 椅 ご と に 設 置 す る こ と に

よ り 、 利 用 j立 を 悶 め よ う と し て い る 。

Ｈ林田設 ｾ Ｇ ｉ ＢｊＧ［ 務所Ｉ

平 面 図

l F平 面 図
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設 計 監 理 ( 財) 勤労者住宅協会

地 域 ・ 建 築 研 究 所

ｾｪ ｪＨｪｴＡＡ＠ TI而.fi 'l 10 ， 450m

2  

建 築 而;fl'( 2，000m
2  

延床而干i'l 10， 000m

2  

機 造 規 絞 R C造、 5 F 、 P 1 、 軒 高 15.55m

工 期 S 46年 8 月 - S47年 3 月

収 容 人 只 1Hi 28人 ( 1 室 2 人) ー16( *

1 棟 60人( 1 室 2 人) ー 2 棟

計 568人

各 階 内 容 1Il 皆 : 食堂、談話ホーノレ

Ｒ 階 Ｚ 浴室、ｾ

3  - 5 11管 察 室

屋1
I皆 : 洗 濯 室 、 物 干 場

小 規 鋭 独 身 寮 の 民 間 企 業 向 け 分 譲 で あ り 、 各 戸

に 専 用 の 玄 関 ア プ ロ ー チ 、 階 段 、 食 立 、 浴 室 を

も ち 独 身 祭 と し て 機 能 的 独 立 性 を も っ た 中 層 建

物 18f来 か ら な る た め 、 計 阿 に お い て は H似! のJ伴

椛 成 の あ り 方 に 主 眼 が 世 かれた。

① 住戸 周 辺 の 外 部 空 間 を 分 節 し 、 各 戸 へ の 帰 属

性を与えるとともに有機的に連続させる。

② ア ク セ ス を 歩 行 # 用 緑 道 ( セ ン タ ー 施 設 と 泉

ヶ丘駅を結ぶ) との連続としてとらえる。

告 漏 道 、 車 道 か ら の ア プ ロ ー チ を わ か り 易 〈 す

る。

④分節された外音 ｉｉｾｉ 討 Ｈ前 庭 Ｉと 内部空間 Ｈ 食

堂、談話ホーノレ等) との述続性。

o也域 . J，処築 研 究 所 )
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⑪ 平 均 月 収 ( ボ ー ナ ス ・ 路 子 当 含 む )
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⑨所要時間
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ヤングタウン建設の党泡! と椛1 '3 に つ い て は ¥"1 ｾｴｬ にのべられ＿のであるが、では ｩ ｊｬＮＧｊｲのヤングタウンは

い か に 展 開 し て い る の だ ろ う か 。

①勤労単身 ＧＱＱ 少年のための快適な住宅と ＧＱＺ 治 ｲ， ［ｖＧ ，克の従ｻ共 ＨＲＩＮｾｾｾ かな人川 ＱＱｴｈ 系を主基盤とする Ｑ ・ ｦ 少年の健全

な 育 成 ③ 大 量 労 働 力 源 と し て の l i OI l の促進と安定をモ y トーとしたと L 寸 、 11そ 界 で も は じ め て と い わ

れるヤングタウンは、現代の汗悶する都市状況のなかで、一つの ｬｾ 体的な試行として、今后、その動

向 は ま す ま す 関 心 を 呼 ぴ 注 目 さ れ る こ と と お も わ れ る

昨 年 3 月 に オ ー プ ン し て 以 米 、 こ の 1 H 五11. .(1' 、 約1400 .r， の 若 も の が こ の 析 し い ま ち で 生 析 を 営 ん で い

る

彼 ら が 、 ヤ ン グ タ ウ ン て ー 生 活 す る な か で 、 ヤ ン グ タ ウ ン を ど の よ う に 見 、 ま た JVJ 待 し て い る か 、 現 仏

感 じ 々 え て い る と こ ろ を ア ン ケ ー ト 形 式 で 終 え て も ら っ た .

と く に 設 問 内 容 に つ い て は 、 ヤ ン グ タ ウ ン 表 れ の 生 活 に 少 し で ι n体 的 に 触 れ る こ と が で き な け れ ば 、

総体としてのヤングタウンの現状煙解には泣す ｆ ると与え、 ｩｬｬｾ 分野に限定せずに Ｑ よく生活必織全般

とした。

口 調 査 方 法

トア ン ケ ー

フ 表 示 内 訳

民間企業棟

雇 用 促 進 事 業 団 住 宅

大 阪 府 住 宅 供 給 公 社 住 宅

⑪ 条 件 さ え あ え ば 転 験 す る 気 持 が あ り ま す か

-----
大阪府住宅供給公社 ｉｲｬｬｬｬ 促進 Ｉｊｾ 業団 ｬＨｉｈｊＺＨｾ 業十Ａｉｩ 合 計

ある 19 人 7 人 11 人 37 人

な、、
21 7  4  32 

どちらともいえない 17 5  11 33 

不明 l  1  3  5  

58 20 29 107 

⑬ ヤ ン グ タ ウ ン の 入 居 年 月

12月JJ 月
10)] 91J  5 1l 3  )J 47 
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fI・d、に役立てたい

. ，，，・ ' . d1委n会のすすめ.

. ( 主宅がなかった町でさしあたり

・勤符先に; I i ぃ.
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ロその他

・ドア的行・隣県がうるさい

. 1'1炊I告を件前IIl!に ::1ili してほしも ，( ' 島敏)
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. l岳が盟副

・4車内にある( !c) 

・毎日入れる

@ 余 暇 の す ご し 方 に つ い て

⑪ 自 治 会 活 動 を 必 要 と お も い ま す か

関11 足感

( 回/ 週)⑬ 食 堂 を 利 用 す る 回 数

明し

ｾ＠
大阪府 fi: 宅供給公社

リ) I  !x 

ｊ ｦ ｬ 用促進・ ｉｾ 業 ｉＮ ｊｪ ll':r.1I昔、;t棟 介，1I

おもう 17人 10人 10人 13人 50人

おもわない 5  3  10 

どうでもよい 4  4  3  5  16 

不明 11 6  4  10 31  

33 25 20 29 107 

メン 7 ドライ .ブ・ポーリング・ 7 ージャンーギター糾'!1"'1 ・7 ラ7r15

トetc

口その他タ，c

ｾｉｉｊ デ

⑮ ヤ ン グ タ ウ ン に つ い て

ｾ＠
大阪府f i : ' - t fJ 七給公社

1) I  1;: 

J<<' Hi 促進事業団 h' : I l ¥l 傘業縦 介，， 1

ある 12人 16人 5 人 33人

ない 14 3  14 20人 51  

不 明 7  6  1  9  23 

33  25 20 29 107 

⑫ 各 種 教 室 ・ 講 座 に 参 加 し た こ と が あ り ま す か

〔不満そのJ ' ll 由〕

区納額隣弱
ま 不 仙 ま イ そ

あ が ず ン の
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〔できれば: 1 ¥てゆきたい 48) ( 不明10)
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大阪府住宅供給公判

)IUft 促進事業団 民附企業倣 ノE、"霊n

リ) I  1;: 

いる 11 人 12人 2人 25人

いない 15  8  17  20人 60 

不明 7  5  1  9  22  

33 25 20 29 107 

⑫ 喫 茶 ・ ス ナ ッ ク を 利 用 す る 回 数 ( 回/ 迎)

( 不明30)
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⑮ 今 ま で ヤ ン グ タ ウ ン で 生 活 し て こ ら れ て 、 と 〈 に 印 象 に 残 っ て い る こ と を 書 い て く だ さ い 。

，&' fJI IJ ニ と 、 人 1i¥II¥!. J j 系のニとなと、 上か》たこと: 1 1 . ¥か 3 たニと、 l i L しか ，1. ・ニと l付 矛介こと

作んだこと、怠ったニと、辺! ' - . . . かったこと・ー ・どんなことでもね， 机 です.

そして、むっとこうすれ! % という心. 比があi L . ; f それもいい、てくださ L 、a

Ｈ以ド、 同 符 ＰＯＧ， Ｂ点文Ｚのまま、なおｾ， ＯｻＮ ｬ ｦｉｩのＯｈ ｉｻｽ で ｉ Ｇ ｾ 答イ片のニとばのうち 市 依する芯凡など品旬、 Ａ 乞紋

は; 別愛 し ま し た )

安 大 阪 府 住 宅 供 給 公 社 住 宅 男 子

残業て，. . h t } ，. むして風日がしまョていた H与、瓜ーがしまっ

ている ＱＱ 干のジーンとくる ＴＱ ，人 ｉｉｉ ｊＨ ｉｾｊ な宇ま｜Ｇ， .Mf i l  .. j  

は人 U¥Jの ' Ul i を令〈知1らないと三えないだろうか

ｊｾ 々は， Ｑ ｑＺ ｦｾＱＱ では、Ｚ不トゥ〉なニとを、慌のつなカ ｦ り、 Ｗ

イ '1 ンクでヵ，{ せ ざ る を 仰 な い

わ れ わ れ は 、 フ ロ ア を '1'，( ' 、にして飲む会、また交i('[

会を. i l ! i じて、 M らかの立味て抑lのつなが' ) 史、人 1111

として 't 治 す る と い う 二 と を i f< 斗つつある ら そし

てこの知い 生の ａｩ ，ｾ百の ＱＱ 年をニこで過ごすニと ｬｩ ｾ＠

て L .C!":-nt あることと思う

&i . のキャン 7 は 、 総{}"}J ( グルー 7 の} の主主11，' ; らし

さを勾l りせてくれたし、またI f r i juというクラブを i凶

して I必設のよ L 、I(l iをむ味わった.

校、M としては、 fi: むJ i ; 庁、またl ' i { i ' である二と、本t ' t

からｊｪＧえ，ＨＨす Ｑ 態度、 Ｇｩｽ Ｑｩ とはｪｐｊか円いうことを， ｾｊ ，Ｎ，ＮＧ，Ｇ

に仙コて，i I " I ，II ，されることを祈る われわれ 11IJ Hを土

で、' 1 : i 1 i の場というニとを; 忘れないで欲しいと強〈

パいたい

IIfJ n の '1 治 の i1ilJ の l' レ1'. ，'1ーの均とし τ のコ iλ ニテ

ィバー ，，1'， それは、物Ｎｦｬ ｬｬＨｉｾｊ な ｌ のよりもむしろ人川で

あ る こ と へ の J.dl l J ではないたろうか

ＲＴ ｾ ・・リ ｪ

'主H か1' ; ¥‘ III:i¥: か う み る と 向 い

人1，';11. ¥のハ : ; " ' 7 レ γ ト的条 1'1・どだい. . . 民主る . ( た

とえＢｦｦＮ ｈｴ 目立がな ｌ 、 ｬ 刈， ｉｾ 館があると 主 ヲ て い た が

ＮｬｊｉＮ，Ｉｾには ＱＧ， ・ ｚ かリ、必 ， Ｇｲ の少ない｛ＮＺ＼ｉ， Ｇｈｻ である

ill 築のl ! t .... . l からこのヤングタン壱みれば、 l 人fi.い

の ￬ｾｬｬｨｬ としてはずいーにんせまいものであるＮ jl ' 5' ン

ス、 ｾｭｬ ダンス、本だな、十 ｉｬ を ｩｆｌ くとあとはＮ［Ｎ : ん

をリIfj( < だ け 、 ま た )'1' 入れは. . . とんがまともに人I l ti 

L ‘ ) . . : 主セである，これではれの 3凶った，i1:，n'J パE川? の

' UJ ル ヲ た が う ば か り で あ る せn "C人 fkの11::: IJ 

:1 しいもので 1 ， Ｈ Ｒ Ｓｾ＠ リ})

衣食! i : の" ， (1)  (i :J をどのよ j 1・号えているのかが

疑 問 ど '1'; お を 寸 る と い う ニ と ; ・ 、 ヤ ン デ タ ウ ン

ヒいす均をりえてくれたが、んかし人，1 1 ) としての '1

t丹 江 号 え ら れ て い な い j f mとして、が続的! ‘ lf わ

れている ， WIJ え lill l!.!，j 1'1 について、淀川するル、

11.¥'1111 ( P M 5  .OO- P MI l. OOl 、 JUIII で( l 2J I( 、11

JI ( J  11 1. で E か 提 出11 . . ける

ＧＱＯＺかろうレ［ ヰ かろ Ｗ とおかまいなしの状態 ， やＺｾ 1) 

q むけれ . i l OJ t でも入れるべうだ，一ニの上う 4 ・1¥十内

が 1 '"' 1" - Ｎ， ＮｉＮ ， ｾ，＠ - 7，弘 i IL る ｌ かしニのｾ 7 な41 人1111

Ｈｉｾ＠ J な地{ 状態のなか) でさえらニニに{ i ーみたいとい

Ｑ 人均九‘る Ｎ やは ｴ 川， ［ｪｬ ・ｾＧ，Ｇ打、ＱＧｩＱＧ￭ Ｇｉ ， ￳ｬｬＺ の心内山 ｴ

fTいを: J < 内ているのて. 土なかろうか

ま Ｑ ・、 ｩｬｬ 物 Ｑ についても ｦｾｉｕｴＨｮ である 2 H ・列}

ヰ11' すの" 主計がズサンである. もゥと' ，' : f i噂吟を 4ι ℃

:il ，il' 寸I l ; ; f .t い L 思うf 9QぇＺ工ＨＱＩト Ｗ ＨＱＩ Ｑ 山 ＱｾＱ )jli'J( 外

へj ; }J (  !: " ) にできないか: ＨＲＩ［ ￭｜［ ｬ ｦｊｩ＿Ｚ［の，ｾＧｊＺ ［ＷＡｾ＠ ｊＢ ｾｪ 刈ｻド

アと・I'j ，に siEFf できないか) @ ド ア の 付 i L L っ

と防 i'r:.: l ぐi L ，. t. .1) .Htl l J て o / j . . いか) 園(4 )i ;iIJj

狭山の投 ｩ ｲｩ Ｎ 土イｾ nT能 た 2 たか ⑤: ぞ勺 I( ，ih't "!，t いつ

はも、に 1 る ニ と が で き な L 、か 24 .j ・リj

食 'i:; ，: : ニついて

j. Ｂ｛ｴＧ 訂正た ｌｩ が、お存ｾお符とし jι ，ていない t

j  1'，.' 悠 1fJ:. ('/1己il J : うが，Jじれまいが. ｻＺ人のＱＺ ＱＱ ，た・ ｉｾ

か ? th:('  r，. ｲ 士、 ｌ っ ｅ 勉強 ｌｾＡｬ しい Ｎ 公的地役

ft.o;o;'. ありながリ、' . j : : 主主、カロ 1) _ などの↑ nUi I.，!

宅ζ 二、・るのだろヲかワ紘一立がない ＨＲ Ｑ ｾＧ＠ .リj

ill 物 肉 体 に つ い て 、 以 上 l二h H民がついたら、 iすたい

Ａｾヒカずしなくなると思うーそれと、Ｂ本人であれはＧ

降 紙 が11 L  ¥ 、 従l人J (， (I r.，t で な く 、 色 の つ い た モ ル

タルのような貯であれ li ( 例えば紘色) 、柔かい悠

じが. " 1¥ると忠1う. 4 t について L ぷ1111 でなく、本111171

万がｾ ¥、. nJ:. u Hi 品水でなく、世胤の万がよ L 、 で

きれ lii 合，; } (， 11 L  ¥、テラスむ| 付 111'1 でなく、タ十1011に

するべきたF と思う. T' .'Pニュータウンのよう. なドー

ナッ E比象は 11 ' らないでほしい

よかったことと ｾＮι ｉＮ ｦｬ ， ￳ｬｬｬｬＺｩ｜Ｚ の人と色々な ｴ 品しカ Ｔ で

きること a 勤務先がバラバラだから色々な1 I 1開設が人

る ｴ ， ｜ｴｾ ¥ 、と思九

恋い. . . . . ( としては、 n分 の カ ラ に と じ ニ も り や す い

ベｻーネに ｬｾｬ 犯し τ いる，Ｇ， Ｑ ，Ｈに、 ｬｩｩｬ 胞があるかも知れ

ないが .  : 長品不も作階ごとに利 JII す る 点 そ う 日

えるかもしi L ない Ｒ Ｓｾ ・ Ａ日Ｉ

ヤン 7 1 ウン l- 入川して 1 (ドj! I くなりますが、お

sニJ，H¥: がその技術の; 甲l リ{ こ正川、こと，気料に jMfi}J で

きる焔設 IJ : 小球ぐらし、なむので . i Fi 泊の 1(1111の ア パ

トとはとんど変りが! ，，' ｾ＠ ‘ a ここへ人} ，I: してたったー

つＱＧＮぃ、よとは、 ｉ ， ｩｬｬｬｬＺｩｾ の人法ＡＭＱ心主になれたことぐ

らいである ， へ ｽｲｬ［ＧＨ ｩ の ｉｉ とんどが成人していて、 ｾ ｉ ｬ

ｦｦ ある ｈｾｾ 人てあるにむかかわら Ｇ Ｑ Ｇ 、 ｉＢｉｾｈ をむうけ

たり、外ｾｾＨ￭の人ヰミそ抗 ｬ んたり、 ｡ 心心Ｎｲ ｩ ｊ｛Ｎ＼継さのＺＱ， ＱＱ 阪

など泊 ｩ 住の ｈｾｾＧｉ ・ ｴｴ￮ そ送るのに不問ifVな tQ1I 11 をつく

り‘ '1 治改月の' l . ! ! : I <: 土、少量i.IT. 弘とみむ竺 I
1 、い勺

ニ
.， Ａ二改汚さ ｩｌ るょっ ｪ がない ｾ ｉｬｪ Ｎｲ ｩｾ 肯 ｊ 早川、ベア

レントなピがあるが、 ・鮫 の 人 jl: 士II' Iら|則 I.f: t. < 、

I " ! の活動をしているのかうf らない

ニれが 111 伴に" なるヤングタウンどううかヲ

(24 ｾ ・ ＹＩ }  

松村h

ai J"J)j をY. fl 人JI ・L うける必吹あリ 、 又、冬のf I なと1・?

さむそう ＱＭｾ ￭ｴｬｦｊ ｩｈｾｈ ってきている i谷場キ外 lーら

うけた. f l I trlHj : 、人1I 111Y . 1 f 品などいろいろあろうが、そ

っいうこレ Itf 也の 1Mて' カパーすべ汽て・ある

ヰi がせまいので何物がおけなかったリ、{ 本を. ，r . l . ' . ¥、 3

3 ての. ませ主、、人 11日の J，':li' ，'j る に つ い て の 必 '8UIi

少 限l主の 11: き: . i t'.d:τ はない す; 際' ，';'(i ，する人の '1'.

の ｰｩ｡ が必Ａ起であるＮ公‘ドな日ごみて、 Ｔ ｦｦ と ＳＱＧｾ の

小とネか、 ＶＴＲ ひと ｾｕＭ t べきである

f需拡がれ、

foiI lltf¥: 亡ありながら、F l lf .j.: '1 i円をや勺たことがない

た向か、 l也人の向いわ< J ; ，) j  ? ない 伐 お そ く 主 で

7  ジドンをや 3 た' ) . ステレす壱ポリ E ームい勺

:f ぃ! こ hl f ている

ベアレントの制 ｉｾ をレリながら、ＧＨ， ･ｕｴｩ に ￬ｩ￬ｩ 肢をつ

ｈ るベアレントの ￭ｾｲｬ がなされてい主 ｴ ‘ Ｎ ?J ・lj: の

サ タル i丙肋に} ) を入れ寸古る Ml i ，) にある

ＲＴｾ ・ Ｙｊ

ii X: J <を、‘ I'I' .. ＩＮｊＺ充分 ｨ 二 ｊ 巴Ｉｾ，し τ いない

MNI(j () 欲求のJ " J hU' .I:. t; ｾ、 τ 、 主 j 'liiH:L ，ニかかげられ

ることは、ＧｾＧ，Ｚ /'， 1: 1 命令、! 万" . 既成概念、などの系

統ＨＮｪＮＺから脱皮守Ｚｪ＼�Ｉ、ｩＧｉ分らのｽＩで ＱｊｌＧｾ 、Ｇ￭ￍ ｾｬｬｨｪ 主とＧ

J;， 来 ｈｾ し、実践していニヲと「る ｉ 虫、， ｩＺ 心が川Ｎ雌てト

る と い ヲ ニ と だ， ・ ＱＦ 人とな勺た ｮｮ を ｈｾｴ ＮＱＩ '!i 

として JE ｾ＠ <  ，;1'( 耐し、コンミ主ニティそ，I : : IJ I(:さ t }j  

li ，)，: + ，ム換させな It / _ ばなら ι- ぃ

l均f本(I!) Ｈ物周 ＨｉｾＩ｜ 欲求の場ｻｩＢ， - J; l ‘ て !1 、ま r 日1; /-11.

日; さ山 1::H' .!jが:'i' 1 .:- L げら/ . る UJ!. V} fl'， Ｎ｟ｊＮＺ うな ｾｴｩ

，'i f';1JQ!.  'P. 叫んが、f H1 > . 目こなる打1; 院 の え へ - A (1) t，!: 

大 な 〈 し て は け っ し て 満 足 の お け る 'I'ftil 土井IH' 年でき

ない さらに， ｮＧ 裂なのは、 ｾＧｩ ｻ￭ＧがＪＮ， Ｇ ［婚してマイホー

ム を 築 こ う ル 思 っ て L 、自Il rI;の 11 ' 屯燃というパワー

におしi Jk されて、友を求められな L 、・ 1'f 少年の町I と

いうからには Ｇｾｏ 告を持てるよヲな状況まで ｷ るとい

う勺が、 11・政の応自主の原則ではあるまいか.

Ｈ ＲＴ ｾ ・リＩＩ

i''i !;} i { の '1' を，マイ 7 が) ' t j凶しているため、むだ主' っき1111

が多〈、ｾ， ｴ 湖、タンス、 ｊ 令 ｊｾ 草 Ｂ ｆ 、相 ｌ を ［ｮ < レ身動き

できない

押し入れの， 1li J' ，ll，1  きになっているが、， 1 をIl fmJす

るだけのスベーえが主いので、 f 1 は 外 し て し ま っ て

いる 1  i  1: 1 必安なくカーテンのような L の で 良 い と

思う (2M 刃)

せ め : 1勾見だけくら L 、l土人当{ ; ，' : 11.を解 t 、てもらいた

い 例 え ば つのう長としていわせてもら ι: 工、ヤノ

タンたけの η J 'i 証明，'} J f 1 紙を発布 L. 作1' 1' 円心ー"，リ

の 11:) 税に作成してもらい、{ 早竹ーしてもら L 、持参によ

1) ，i jnJ する }j f1"

j¥l ll lfliからみたI品介、 J' I )j で は 、 グ ル ブ 前 向 、 友 人

ルの触れ f? などの人 IIIIWI 係 の 11さ を 先 リ 物 に し な が

ら、 ｬＧｉＧ Ｉｪでは知人、ｼ匂続の人主 Ａｊｾ ， ｉ ＧＮ とま Ｓ たく ｩ 並の

刷1111 J;， I' H干している. 不思議な町ヤノタン 〆

ＲＴ ｾ ・ ｾＩ )  

台 大 阪 府 住 宅 供 給 公 社 住 宅 女 子

スチーム ｮｪｾ ，Ｉ［ＮＺ t 、こたつよリ七、ス恥 プ: りも、

，ilf析とし亡 I. rg どと思う ill 物 I'i で冬にむいても I
1
1
1  

!lfil' ぴ " i  Ｑ 動ごミるのは、大予なＮｾＮＡｾである ｾ Ｉｉ＠ (，、

中'111、から :hやすい、といえ :.i k われるでしょうか… a

f ・戸、へいヲて 1111 もない、冷ぬI，! ，のない (1. ，，- ｾ勺て、

スチ ム ｕｩＱ ｩｊ ｪ が Ｑｩ ｲ ， ι なく Ｑｦ われるた丹、食物が ｉｉｾ￬ リ

や 1' ¥、状態に j ; か /l る こ と が 1l 't:I L  ¥ 

上〈ヤノタンが・ ｾｬｬ の Ｇ， Ｇｭ リによ ＮＱ ｊＺ ｎ Ａｉ がＡ止いと えわれ

るのは、み可{i- ｦ￬ｊￎｾＮ ＺＱＩ＠ ^ ベースがないからたど思う.

一二丹 Ｇｗ ーはみ開。ー Ｒ つ ｬ 、小さな炊 Ｇ ｉ ｾ 坊があヮて、ガ

ス:t コインをへ t て(Ie ヮ土う，- なっており、かなり

の 千l' とを悠じる" )1: に、そ I ＺＭＱＱ って、 ｦｴＧｬｾ のかさ

むことか Fi 品に忠 ι る しかし、そニ r b 千11点があ

る. それ 1:1 iキ例 ii に、火 il l ( がないた内、，) ( '1. の 心 配

か ＺＱ とんどないことは、 ｉｾＧ［ｪ l ‘ ';Ir 、ニ j むれに L 勺て、

少し' 主心ごある

クラ 7 1・L よるか L 知れないが、イf .0. . ?i U!  '  ，¥1.'，う

念のた肉、f J . : ＮｴｉＡｾ 会 Ｂ￭ｩｬｕ ど Ｗ ラブなれ τＧＱ

友人ヰ 1'1111 1 " 側二日に人れ f れない内. 士、同必す /L

. 工、人仰の fz11;: じ ゃ な い だ ろ う か ? 22.j .  1;:) 

1，，1'. 二司令! 同町人J主: まかリであるといヲことが、 I'HJ

の 'I:iirj じはリ; があると !41った. まわりる はる E 、み

んt;，: l' i さのあふ t る人 J 主， i かりで、i ' I う; } L  I' i いのだ

とい Ｗ よルを悠 Ｑ ニずにはいら Ｏｌｾ ぃ 小ても[ ，;1 じ級

" の人が多いと . 、うこともうi L " いニと，: . 股JCj で

の 'f."i ii ル. ' ，' :' 宅に f，j } って丞てからの 'Iq丹、ただ{ 本 Aむ

をとるた内の ｦｩＺ まいではなく、ｾ -j ・つの光' たした

' U，ci があるというニと :i 、 L 、、、ニレたレ思う

人以したては、土ず' ぶ 1¥の尚 t 、ニと仁 mろ三、) '<1，;1

炊 :1はCj i-." るニ E や 、 こ れ た け Ii " むがた〈さんあリ

ながら、まわりに、 111i i の n ' 、物を! る通・" ，な1，1，が

む い ニ と な ど 、 と て も 不i前，- 思ったが、たんどん '1，

7.ri にtrt i L . た L むことをおよえてくると. 1 ' 1 分の F 小

きなれ ｊＢｾｊ たと. l J. I . ぃ愛 1'( がわいてくる

(  19.i・ 11.

4 大 阪 府 住 宅 供 給 公 社 男 子 棟 居 室

V 大 阪府 住 宅 供 給公 社 男 子様 居 室

V 大 阪 府住 宅 供 給 公 社 男 子 棟 玄 関

左 : 管理人 主 右 : 出 動 ・ 在 室 表 示 カ ー ド ( 出 動 時 ・ 赤 帰 宅 時 ・自 )



& ヤングタウン成人の鏡い金調. 風景

A 大阪府住宅供鎗公社男子棟車猿a・
V 勤労福祉センター食堂

一番考えることは電話が少なすぎること. 仮にも、

500 人が住むことのできるところに、外からここへ

かけられるのはこロしかなも、家の方で毎日、 10回

以上かけても. いつも話し中であるとか. 同世代の

友人が、1 ( ，' に r，i ] ヒところにいるということは、ここ

ろづよ t 、. ベアレントの方々には< tllll 品を貸して

L らえる. 非常時の薬をもらえる〉などいつも必せ

わになっている (23.4' ，女)

炊事場が余りにも狭いので不満です.

できれば各室にあれば良いのにと思います.

家 賃 1; 1 少し高くっても我慢は出きますので、どう

ても炊事場をもっと広くしてほしいと思います.

それにガスはコイン式なので不便です.

団体生活なので他の人に迷惑にならない行動をとっ

てほしいと思います.

( 例、ローカをパタパタ大きな音をたてて歩たり走

ったり、戸を締める時も無神経な人が時々おられま

す. ) ( 不明 ・女)

学生時代よりずっと親元で暮していたせいか、ここ

の土地が味気なくてひどくむなしかったです。窓、の

外のあかりがみな同じ光を主主っていて、よけいその

きびしさを感じさせたように覚えていまず。

今、なれたのか … ・? ややこもりがちの自分におど

ろ い て ま す ね 一 一 . つ と め 先 制 問 に 近 く て 、 便 利

なのですが、いつもこの泉北ニュータウンの中から

ぬけることができなくって. たまの併Eみはどこかと

おくへ出かけていきたいきもちもあります. 自分か

ら械極的に行事に参加できなかったことにも原因す

るのかとも恩う.

はじめてのこころみのヤングタウン。徐々にすみよ

くなるのでしょうね。

まだまだ不便な点のみがめだちます.

せんたくのはし場の確保。

炊事場があまり利用できない状態. ( 各フロアーに

2 つずつのため) おふとんをおもいきり太陽でふく

らませたいグ (22オ ・ 女

私の場合、入居の最大の理由は、ヤングタウンの女

子棟が安心して住める場所であることであった. 田

舎から出てきて、初会に{ 主む女 f' にとって、単身、

右も左もわからぬ所へ住むのは 41' 常に危険の多いこ

とで、この女子寸束の場合、男性祭伽lであることは、

気がねなく扉を開放してさえ、限れる場所であリ、

それは、田舎で待つ肉親や、知人、恋人に安心感を

持たせてあげれると思われたことです. :  ft ! ! の{ 主人

にはこの点不満はあるかもしれないが… . ' ). 

しかし、その一方では、外来［Ｈ，Ｇ入室祭止のため、 ｾｉ

常に不愉快なできごとがあった. ステレオの i閣t i U

が米訪してきた折、時 lill が民びいたため、' l ' i ' f 聖人に

不信な 7 ナザシグまった〈、憾なカンジ ・・デシタ .

それにい〈ら外来者禁入室だとはいえ、肉親マデと

は、入居してから知ったことですグ

住めば、{ 主む程にヤンタンという場所は、人をパカ

にしていると; 准しも思うのではあるまいか 過 保 必

?? のため。私達を中 . j ( r ，' 1 三と感逃いしているんです

住居の建築については、 B: e : 磁のため、ヒーターと行

が飛び出しているので、家具の設置に ｾｉＧ 常に不艇な

こと o ｾそにポスターなど貼ｻ寸できないこと Ｎ !;r: r-の

場合特に自炊設備に欠けること ect ，e旬、ヤンタンは

短期住人のために建設されたの r ろうか，以上、 i時

間、紙面が限られてますのでこの辺であしからず.

(24オ- 女)

まだ入荷して日が浅いので何を得いていいのかわか

りませんが、私が感じたことを｜Ｇｾいてみたいと思い

ます. 松初ヤングタウンは、新Il l Iで知1リました。当

時私は、高校時代約 2 年 Itnに渡って、{ 中の良かった

女のf - 2 人、私を入れて 3 人で暮らしていました.

( 文化住宅 4.5畳と 3 畳) そろそろ独立しょうか、

各自そう忽 L 、始めどこか遁当主所は無いかとそれと

なくさがしていました，そこで匁! ったのがここです.

今まで 3 人で暮らしていて急にー人になるのは i休し

い. それに下宿は気を使うし、そうなるとァ，マート、

で L アパート fごと怖 L ・% がして、いつだうたかアパ

ートで殺された k の入、 A ヵ月たって発見されたと

か、とな 1) の部保て・殺人が行なわれでも、そのよう

な声を flfl¥、ても知らんぷ 1) の人法・…f P J となく A が

進まなかったのてーす. 訴を厄にもどしますω そし τ

f PJ とい勺ても，f J . j主そひきつけたのは、 3 人が L 、っし

ょに作らせる勺てニレです. そi L に各i J ，がプライパ

シーを持てるということ さ，そく翌 11 3 人で弘( ' ，

きました. そして Jle，{ ( ひ' っくリしました. 中ご〈 12

ｬ ｦＱ ｩ とと のっているし、小さ ｜ Ｇｉ［ ＡｪＭ ｉ ニ ｌ 神経がゆｾ /111 ｾ＠ 、

ていて( ベアレント・クリーニングなど) へ . . - 11

本にもこんな所があったのか( 千 y ト、すーパーか

な} って. 思いました. ょくさびしいとか勾にしま寸

が、伝は JI! 常に良いことだと思います. 今の; fdi U!.

L 合的て) は和Iがか不足している. そう感じます

そのl Ni原li fPJ むかそうい 1 ことをいうところにある

ような% がします. そヲ t 寸 訳 で 私 は 大 変 、 気 Iニ入

ってます. こういう施訟はどんどんふやすべきて戸九

これを巧え作ってくだセった方に円出測し主す. そし

て川時にお布たちだけでなく、 t 人が安心して〈ら

せるような地段( もちろん無料でその分若おから取

って 1 j乍っていただけたらいいのにな e オワ 1) • 

( 2L t . 女;

脅 雇 用 促 進 事 業 団 住 宅 男 子

松、ヤングタウンに転入して約 1 ヶ月余りで、まだ

これと宮った印象はないが、外観的に素晴らしいと

思った 経済の成長にともない、社会が彼雑多機化

し、人間関係が後雑化し、人 l聞が孤立化しやすい現

在、若い併代がイ也域で生活する。そしてそこに線

々な活動が行なわれる併は、社会教育・の上からも好

ましいと私自身思う. 健全な生活環境を我々の予で

造り上げその集で、人間として成長して行〈ことこ

そ、ヤングタウンの安ではなかろうか. t . 草々な uii で

の指導、助長を期待している処である. ( l 8:.!) 

食費が少しかかり. i e さる. ( 費量争相手ーがないためか少

し値段が高いようだ)

門阪を廃止するかもう少し退くしてほしい.

友人( 男女を関わず) の出入の自由をお願いしたい.

以 ｬ 二の Ｓ 点が不満である Ｎｉｩ かについては ｬｾ であるＮ

(23オ)

知人が、悶合より米た時でも、泊ることができず、

ホテルを利用したことがある. ヤングタウンの事務

所に宿泊所があるとさくが、そのような所に宿泊さ

せることはできない. わざわざ遣い所より、たずね

て米てくれるが( いろいろと箔しもあることですか

ら) このようなことがつづくと管理人の目をぬすみ

室に入れるようなことがあるかもしれない.

このような場合、宿泊用紙( 住所・氏名・日数など)

= ー を 作 。 、 管E理人に辿給して宿泊できるようにし

てもらいたい.

大阪府がヤングタウンを作ったのは、非- ; おにうれし

いが若い人の身になり考えてもらいたい 速いわり

に家賃が高すき「るし、食堂にいっても{ 直が向すぎる

し、うま〈なく大阪町f がつくったといわれる特他が

ない. ヤングタウンなどつくるだけではだめなので

す. 便利; 害、利用しやすさがないようでは来るよう

な人はふえないでしょう (24才

よかった ｉｊｾ

一人一部屋でのんびりできる

恋 い が

他の人が多勢人屈しているので家族の、雰I明会tが味

わえない.

地しかった J れ 特 に 無 L.

闘った・ ｊｾ

食堂の終了時rUJ が早くて

憾んだ Ｇｊｾ 特に無 ｌＮ

怒った 11'.

10日従前の牛乳を何も 口わずに売ったーJ l-

買ったばかりの靴を取られた久 ( 23-t l

脅 民 間 企 業 練 男 子

;ll tfl 仙に比べて建物が後である . L っと研究が必要で

あると思う. f'列、外郎ジョイント白地から水の漏透、

風呂の位置及配置、泉北鉄道泉ヶ丘迄のf I l J の交. i J 1j の

ｻ挺が何も無いのでｾＢ常に不便である特に ｉ 羽降リの ｈ

' : f f 衣矧がぬれてしまう，堺市バス' ? J . を全面的に走ら

せるべきである.

側、タ( 点制ii 主11¥Ｇｬｽｊ の ｬｾｬ の ｉｂ Ｇｬｊ ｊ 時 ｉｉｉｊ の屯唱の ＱＺＺ｝ 隔

V131位'I[ のJ ¥" ) 発投i j [ r刈のWI 紡を阪いたい. ￇｾｉ の Ｔ 両

編せいでは満員で行〈迄につかれる

泣くに総合病院がほしい( ありますか?

wは冷房、冬は B:1iIAで設備は非常によい 阪急電気

? の方 t Ｑ＿ｾられるし毎日免御 ＺＡｩ 労さい

イ全復お泌が出るのは冬等特に便利である.

ブ' - } レ等の施設がイf るのはヤングタウン( 著Jすには

ご利 ｊｉｉｉ ｉ｜ｾミるニレの町には ＱＱＱＱＧＩＱ もあるしＮ

堺市役所迄行かなくてもニレの町でが核的な処理が

11¥ ｾ＼るので非常に使刊 ｬ である ( 25..t' ，男)

' U(fi 範闘。

夜fill 会祉の終業時 liij が P M 5  :  00であり残業等を行

え1; 1' 帰途11年は泉ヶ丘 P M 9  :  30- P  M 11 :  OOriJ J にな

るのて' 都市計画の用途指定を変更して駅前にでも佼

附 12時頃までは問符している飲食街 moor としたも

のＩをｾけて欲 ｌ ¥、.

日、 ｾｬｦ 日に説ＮＧｲＭ等をするために図［ヰ館の設置を促進

司いたい

furni ture及雑貨、電気用品等 の飯22を行うスーパー

の" 晶訂を望みた L 、。そのためには少〈とも f民地1500坪

百1¥介して欲しい

I.;J 1: の案の代! I I として行 l' tJj1f等による月版版光会社

の統ri を願う ( 27. 4" ・男)

印象に残った Ｇｊｾ は、的かな，Ｇ ｊｾ 、それと名 ｲｬ￭ｊ の ｩｬｦｩ リヤ

ンタ/ であるのて' 活気がある，x . 、事務局の方もよく

やって下さるし、生活するのには楽しきありで多い

によ L 、 mし、まあ、その内によくなると，思われる

がスーパーとか、生活必需品を買うのにわざわざ泉

ヶ丘駅まで行くというのは不便である、また営業終

了P.ftlIJ が早すぎる. 7 ンケートにもいれ、ていた僚に

交j凶の不便、何とかしてもらいたいものです

(23. . t - 男)

作ヰミの Il}j tl' 性が非常に悪い. ( 木造作りの建物と大

ぶない)

f十宅に換気口が無いので 2 - 3 時r. 1 I で室内空会t が悪

くなる.

7&えがきやすくカピがハエる.

入討がj に体育館、テニスコート等の段備があるよう

に側、、ていたが、いまだにできる僚子がなくスポーツ

の場所を訟けてほしい。

泉ヶ丘ブールの入場料は、我々ヤングタウンの{ 王人

は無料という事であったがいざオープンしたら一般

入場料であったことが腹立しい (24..r- ' 男)

- l . l l 物の欠点.

r，fj じまいの怒さ.

ｾ調関係のコショウがよくあるＮ

交通の使が惑い

fl : J l - のうえでリ 7 レーションに参加できかねるのが

残念に a思っている (23. ，j " ・男)

* 民 間 企 業 様 女 子

技術や人1 l 11fl !H系li 確かに今までは良かった、あまり

他的決の子などと接した Ｚｊｾ がないので、良〈わから

な ｌ 、近くに感じのいい喫茶 ｾｩ などがあれば良い。

(1M . 女)

L っとレ 7 リ ェ - : / ョンのできる戸OJT を作ったら L 、い

と思う. にれの町の近くにバス停を作ったらいいと

思う ， (l M ' ! l : )  



EPI L OGUE- 都市のアメニティと保存

共同研究都市の開発的保存 13 ( 最終回)

鳴海邦碩

は じ め に

このシリーズでは、者Ilr打| 村に伐存している過去の文化的遺産としてのb . 主造

物、その集合体である廃史的な J也l玄、あるいは緑地として の河やili 河が、

百11 ｲＡ ￯ の発展に ｬ￯ ￳ う郁 ､ｬｾｬｩｩｬ の変 化 のなかで 、ど のような巧一え万によって 、

どのような工夫でとりあつかわれているかについて、欧米のいくつかの百11

di を 'J'; 例に紹介してきた 。これらは 、わが11<] においてら ;rr 年いろいろなレ

ベルて・保存の問題が生じてきており、そのあり万を検討するための参巧と

なろう。ここでは、これまでの鰍作をふまえながら、保存についての巧ぇ

}j を1手f ' [ ! してみたいと，tl う

1 ，保 存 に 関 す る い く つ か の 考 え 方

保存とひとことでい ってむ、いろいろな砂; イ子が巧え られるが、ここでは対

象を目Ildil"'J における庭史的住造物あるいは廃史的地区 1 2に限定して巧え

てみたい。

1ft史 (l(j 位 i五物、いわゆる文化財の保存について、これまでの巧え万を幣f ' 1 l

してみるとつぎのようになろう

①過去のすぐれた泣illi を保存し、 ( - 係に伝えようとする巧え }J

②行11 ，行は歴史的なつみi J l ねによって形成されていくのであるから、i T ( 梨主

むのは取舵選択して桟していくべきであるという巧一え万

The  present is the  past in the  futur e.  

③歴史的主; 去観はr . l lrli ; ; J ; 観に多機1" 1 : と位かさを与えることになり、そのがi

.'l j 的 効 果 か ら 保 存 し よ う と す る 考 え 万

｀これにｼ弘 ｉｾ して、観光資源として保存する必要があるという ｊ 号え方

⑤ 歴 史 的 景 観 を 保 存 す る こ と に よ っ て お の お の の 都 1打は独向の民主Rをもっ

べ き で あ り 、 こ れ が 市 r..:(I(j ［ｾι Ｇｩｉ ＧｩＡｾ をむたらすであろうという巧え ｽｊ

@ 現 代 の 経 済 的 価 値 を 故 優 先 す る 社 会 の 動 き に 対 す る 反 発 か ら 保 存 を 主 11主

する J5 え万

一一一一文化 財や自然 的 ｉｾＨｆ のと ｬｦＱｩｊｊ は結局、それが物 Ｈｉ Ｈｪ環境の 問題に とどまるの

ではな〈、現代の' ，e(I' J Ir町 似の体系に対立する新たな/ iJH<1l 的、人総 (I'J 体

系を探すニとである ， (資料 1 )  

⑦｛￬ｩ ｊ 憾 の論法であるが、 ＱＱｾｪ Ａｩの ￍｉ 動 Ｇｉ ｉＨｾ先の郁市 ｭｊｾ に対し、歩行Ｎｲ，ーを川

の 務申 ｉ ｬｉｊ の立場から、歴史的な ｲＮｬ ｬ､￮ｾｬｩｬ｝ を再評ｬｩｈ ｩ すべきであるとする ｊＷ ・え

歴 史 的 挫j立物および歴史的地| ベを保存するにあっては、こ のように 多機な

巧ーえ方があるが、いずれ( ， r.l 1  ，ｉｩＧｾ川の形成のなかで、これらを行機的に位

世づけていくことをむくろむも のである。しかし 残 念 な が ら 現 仰 の と こ ろ

部，I i ，j J - 阿行政においては、このよう主考え万をおリこんだ法的必然をむつに

はいたっていなし、。

緩設省n ! I di 日I'iilli 局の広沢美" " ，' ｢￭ｾ 氏 は、この 辺の状況についてつぎ のように

述べている 。( 資料 2 )  

一一一一行政 t の制j主と して取リ 1' ，げがたいと L 、う状況を 11o 'J 出している1J <: 大の原肉

の Ｔ つは 、原史 ｉ 也Ａ互に Ｑ Ｑ｜ Ｑ する ｉ［ｾｉｾ が ｊ ｬＮ ｬ 近 の環境問題の ａ 般的 ｉｊￆｉ［ｾ のなかに

解消されてしまって、これからの新しい文化の創造の万向、それとの IY，I述

における文化的遺産の継点や似 (fーといった本米の i議J曲が厳秘に、しかむ深

〈行主われる こと主 くして、安易に保存ムードの枠内のｲｉｾまっている場合

カf 多いことなのて' はなかろうか

しかし、歴史的建造物を . 有機的 に百11'0空Ill] にとりいれていくためには、環

境問題の論議の主かで、文化的i立政 の位; 丘づけを検討することが、不 l可欠

> : . のではないだろうか。

2 ，地 方 自 治 体 に よ る い く つ か の 動 き

i位近、r . l 1市内における保存 lーの 沫題として、歴史的なまちなみ ; ; mの 保全

についての WJ 心が強まってきたようである これらの動きの) ，! A:(I(j な" 撚

を知l るために、いくつかのr . l 1山における ｉｾ 存条例 の 日自サを例ポ したい

たとえば、令沢市伝統環境保存条例には、

一一一- r.J ldi 開発に伴 う本 山間イi の伝統1;1皮肉似域を磁力防止する とともに， ifrlt 

r.J ldi に品川11 した新たな伝統環境を形成して、後 11:の di r" に制点する

:(T ji ，b  1  i  : X a l I ，保存条例には、

ＺＨ￬ 倣 ､￮ｬＡｩｪ イ ｔ の ｡［ｾ 史的伝統 ｊｈ ｬｉＮを保全し、後 ｬ ｦＱに倣ノ止するために‘必法主 ｦｬｴ

ｩ 昨を定的、 ｌ って郷 ｊＺ 愛の ｉｾ Ｇ ｛ｪ l!a をはかるとと L に、わが llil の文化的 1") ｕｾ＠

l民と観光に巧ワすること 。

)l fill を守る I U( l 芯72には、

われわれは，さらに心を新たにして保仔に i泣-{{-一町1J を尽すと ともに‘ わが

社 ｪ ＮｴＮ島町文化 ＨｉＧｊｉ ，田 ｉｾ｛ と観光資 ｩｬｲ，ｾ を ｉ 也滅 的政業振 興と結びつけ、これをよリよ

〈活用するため、 Ｉｩ 飽 ｌ ｅｬＢの総立にＩ，ｾづきニ的Ｚ必ず主を制定する

これらはいずれむ、戦災による般峻をまぬがれた In い di 街地をむつ目Ildi 、

い わ ゆ る 廃 史 郎 r1i である。他の保存条例を L つ歴史書II ，i J の場介にむほぽ間

後の{ 立坑づけがなされているとみてよ L 、。こうしたr . l 1，打における! l I 史 (I(j ，池

辺 物 お よ び 歴 史 的 地 区 は 、 観 光 資 源 と し て のi田i値をむち、それによ ってそ

の 郎市の 独 自性を示すことができるゆえに、そ.の似存について、 It1..: のコ

ンセンサスがf!} られているといってよいであろう。

これら の例のなか では、金沢市の場介、 〈近代者Ildi に調和 l した新たな伝統

環 境 〉 を 形 成 す る こ と を fl (l(j とし、廃史的環境を有機的に新しい百11 rli 空liil

の な か に 組 み 入 れ て い こうとする姿勢がみられるが、そのための具体的主

事業あるいは，l I - 闘がいまだにつくられるにはいたっていない。その原因は、

ひとつには地方 II 治 体 の 財 政 の 貧 困 さ に あ り 、 ひ と つ に は 日 本 の 歴 史 的 な

怨 iZi 物 の 多 く は 木 造 で あ る た め に 、 そ れ を 実 際 に 利 用 し つ つ 保 存 し て い く

ことカずむずかしいことにある。

歴史的環岐を有機的に新しい郷市 ｾｬ ｩｉｉのなかに組み入れていくことによっ

てよりよい環廃形成をはかろうとする巧え方は、西欧の，1罰百11 市にあっては

骨量自(J になりつつあるようである 。とく にイギリスにおける くT he Ci v ic  

A meniti es ａ｣ｴ Ｉ はその ｊ｟ｕｾＧ｜ＧｬＨ ｬ ｾｪ なものである。

3 ， シ ヴイ ッ ク ・ ア メ ニ テ ィ ー ズ ・ ア ク ト

y ヴイ 1 7 ・アメニティーズ ・ア 7 トー T he C ivi c  Ameni t i es Ac t ーはそ

のまま日本請にす れば" 都市の快迎さに閲する法flt" ということになる 。

ア メ ニ テ ィ ー- A meni t y は、研究社災相大町県によれば一一( 場所、建

物 、 公11長主どの ) 感じのよさ、快適さ、快感 (，建物 ・土地に) 、住吉( J む)

としての価 値 を添えるもの( 建物の隊式 、衛生的環境、周聞の jz t在Rなど)

一一ーと いうことになるが、こうした環境の快泌さという相旺念によって、! 歴

史的illili 物あるいは歴史的地区のあり j 子をとらえていこうというむのであ

る。

イギリスにおいて、例々の建造物の保存から地区の保存に向か つて 動き n¥

したのは 1960年ごろからであるといわれ、それが1967年にシヴイ 1 7 ・ァ

メニティーズ ・アクトとして結災したわけである 。 こ の 法律は、

第 1 市11 建 築(l(j 歴史的主嬰性を 11する往ili 物及び地区の保存

ｾ Ｒ 市 ＱＱ 樹木の保存

ｾｩＧ｜＠ 3帝11 廃車および廃棄物の処分

ｾ Ｔ 百 ＱＱ 付ｊｪｬ ｊ

という fj昨H比をとっている。このあ，'liIiX; をみるかぎりにおいては、アメニティ

形成のための総介{ ドj な体系をとっておらず、部分的な規定にとどまってい

るように忠われる。 しかもこれは、従米の史的犯念物保護法、術 di Hl I苅計

ｾｬｩｪｩｬ［ 、歴史的処巡物 ｊ｣ 念物 ｪ 去、地万公共同休Ｈ歴史的往 ｪ 立物Ｉ法守・と イ本

(l(j 主主l i J TI がIIIT-tJ{ となっているためである 。 シヴイツク ・アメニティーズ

ＷＷ トでは、建築的歴史的鋭点から、 ｉ 也ｽｊ，ｪｊＭ画局が〈保存地 ｉｾ＾ を指定し、

これがもっ特性必よび良一観を保作、 W:.i.ffi させるために、似 fi- i!i Hill の強化、

. ! J l 襲と社会 1973'1 2  f) 日
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保 存 規 則 違 反 へ の 例 則 の 悠 化 等 、 総 合 的 な 対 策 を と ろ う と す る も の で あ る 。

この y リーズ第 7 固め Bat hの 'M:列は、 y ヴイツク ・ア メ ニ テ ィ ー ズ ・アク

トにもリこむべき内容と保存対策の 一般 的 方 法 論 を 見 い だ す た め に 行 な わ

れた 4 つの研究のひとつである。( 資料 3 ) そこでは保存のためのいくつかの

原 I! IJの従案を行なっているが、それらは大略つぎのようにまとめるこ とがで

きるだろう 。

l  面的な保存を! 点l ! IJ とする 。

2. 地設の利用機会の回復をはかる 。

主tt 築物向転11I ・l人1m; の改装 円1')) 'I (交i I . ! i への対策

3  法政、財政、行政上強力なシステムをつくること。

シヴイ y ク アメニティーズ ・ アク卜の ｩｬ￬ｬｊｾζ された Ｍｉ Ｇｦ ;;t について、 O. ス

ミス一一一Oavi d Smi t h一一ーはこの j法 についてのノトl論(資料 4 ) のなかで 、つぎ

のように述べている 。

一一ーー既存の何Ildi 町中心地ほの再I l fmや虫jl 外 fi 宅の1; 1'llllj は41ミ.; ;:; に多いが、 nlldi 的

パターンのほとんどは 汁か句 の L ので、ニれはあと数 I' ( J はかわる二 とは

ない fごろう 。

lOC干「の lj '; '住地区を保存しつつ、それを改良、近代化するために、f l ' ( 似(1') に

う ｾｊ 栄作 ｪ な11トm コントロ ールをしていくことは 41'常にむずか しいことではあ

る。むちろん問H、

とは、 Ｓ英 ιＡ 問司のｲＮｬ ｩｬ 市 ｈｊ 訂ｼ阿阿 ｉ 機椛の大さな五必 ｴ イ務 ｅ てで ， ある 。 υＢ Ｎ ・ ｉ ｪ 約五 円 ｾ匝 ｊｕ 二 五色が

英同のJtiil 可法をつ 〈リH¥したのだが、それですさまれる 11抑制は去った。総

介1 1 : をむ〈ろんだ' l ' Jill，J発が必ずしむ、総イャ(I'J i . ! 主少を: 0 " 味していむいことが

はっきりしてき、このため近年ますます nlirli ，J I " 岡家およひ'di 1": は、歴史的

な地区、儀礼た自然: 1it l J l をむつ J也医をみなおすようになってきた。

歴史的地区はこれまで子孫のために保存すべき優れた例々 の他物の集作と

してとらえられていた。 しかし、それらはアーバン ・ストラクチャーの欠

くべからざるエレメントとしては計画されてニなかったのである 。

このような 'J I- ti 'l を背紫にニ 同法律は設けられたのである . 一一一一

これは、すなわちつぎの 2 点に要約することができょう 。

1) 既存の都市のパターンをかえることは、この数十年内では不可能であり、

こ れ を 前 提 と し て 改 良 を 加 え つ つ 良 好 な 都 市 環 境 を つ く っ て い か な け れ

ばならないこと。

2) ア メ ニ テ イ の 水 準 を 上 げ る と い う 観 点 か ら す れ ば 、 総 合 的 な 新 開 発 に よ

る よ り も 、 長 い 時 間 を か け て 醸 成 さ れ た 都 市 空 間 に 改 良 を 加 え て い く 手

法をとった方が効果的であること 。

シヴイツク ・アメニティーズ ・アクトに基づいて、 1967年 秋 か ら 保 存 地 区

の指定がはじめられ、 1968年 末 で 220. t 血区が指定された、そのうちわけは

59地 区 ーー・ー 市 司 62.1也区 ー ー町

49地 区 …・・・村 司 50!也区 ・… ロンドン郊外

となっている。最終的には全国で3000地 区 程Jt f . ーの地区が指定されることが

予定されているようである 。 法 が 動 き 出 し て か ら ま だ 日 が 浅 い が 、 こ れ が

どの程度の効果をもたらすか、注目したい。 ( 図 - 1 ， 2 参 照 )

4 . 日 本 の 都 市 に お け る 保 存 の 方 向 に つ い て

シヴイツク ・ア メ ニ テ ィ ー ズ ・アクトにおける 保 存についての々え方は、
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l狩に述べた金沢 d1の 場 介 の く 近 代 行11 di に，Vt. j f 日した新たな伝統環境〉を 形 成

していく方向と基本的にはみえを同じくすると J 号えてよいだろう 。 とはい

っても 、凶 l伎の有11 rli と日本の行Ildi とでは、お のずと l狗iJt となる条件が典主

るわけで、同じ手法でいけると! 心、えない。

部 ､Ｑｾ Ｑｩ｜ｊ の変 化は、つぎ の Ｓ つの運動にわけて巧えることができる 。

1  . 外t誌の拡大

一 一新 た な 柿Ij J <: 安本 - Md i 施 設 ー が つ け J) rI わっていく 。

2.  f.Yi)j l<:要訟の変 改一 一metamor phosi s - -

3  イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ ー の 変 改lこl下う榊成立EJEの紡イトバターンの変化

ここにぶされたー 述 の図 は (図 3 参 照 ) 、アムステルダム布11心 部の建 物 の 変

己文一 一metamor phos is- ー の附 jRを1I、したものである 。( 資 料5) アムステ

ルダムは大戦によるi Lt占: む少なく、 JJI イf: t オ ラ ン ダ11"走大の郎 di として活気

にあふれたｮＡ ｬ ､ ￯ であり、州ｼ伎の仰い ｬ￯ における変改の ｾｉｾｉ｜ Ｇ ＡＨｉＨＩ な到 ｊ きをみるこ

とができるだろう 。 ( aJ - 4 ， 5 ， 6 、 7 ， 8 .  9 ， 10参 mi )

1. 1650
i
ドliil 一一一一)JL (f' するファサ ー ドの II( ・l が1650:1以前向むのが L 、かに少乙い

2. 1650- 1700- ーこの WJll¥Jに多くの ill 物が! &11.止 された。

3.1700- 1800一 一処J山知的新築に加え、l OC ! F のむ のに 多く の改装がなされた。

4. 1800- 1850一 一州 知I'J 兵ー退のため変化はほとんどない。

5. 1850- 1900- 一人11 がm大 Lfi こ'包 'r) : i 1t がふえる このため 、惑い主主物的修思と

ともに、ア パン ・コア Iml瑚にお ける tJiJJi.の ill 設がi . ! 主み、そ 町村f

染、イ ン ナ - ［Ｏティの往 ｚ 佐官 ｬ 立は Ｔ Ｑ 三 ｾ ｩ ｩ ｾ に刈くな った。

6. 1900- 1945一一一歩くの他物の修J ' l! がな されたが、 ifcit なill 物の修復はとりのニ

さi L ている。

7. 1945年以降一一一新.ill ; u. t は少な L 、。

こ れ に よ る と 、 建 物 が い っ た ん 建 て ら れ る と 、 外 部 、 内 部 の 改 装 が 幾 度 か

なされ、非常にながい ｊｾｊｉＺＺｊ にわたって使われていることがわかる。どの建

物が何年たちつづけているかについて、明確にはわからないが、 200年 か

ら300年 近 〈 建 ち つ づ け て い る 建 物 が か な り あ る こ と に な る 。

このシ リーズのあ 9 回の Berl i nの 例 に は 、 大 戦 に よ る 破 壊 の 瓦 燃 が 100m

近 い 巨 大 な 山 を い く つ か っ く り 出 す こ とになったとある。 このことを考え

れば、アムステ l レダムの都心音| 同建物の変改 met amor  phos is- ー の ス

ピ ー ド が き わ め て ゆ る や か と な ら ざ る を え な い と い う こ と の 理 由 が 理 解 で

きる。

西 欧 の 都 市 の 固 く 重 い 情iit は 、 少 な く と も 数 十 年 は 続 く だ ろ う と い う こ と

は 、 認 め ざ る を 得 な い だ ろ う 。 そ う し た 認 識 が 、 周 囲 と 調 和 を と り つ つ 少

し づ っ 変 化 す る と い う こ と 、 で き る だ け 工 夫 を 加 え て 古 い 建 物 を 利 用 し て

い く と い う 立 識 を つ く り 出 す L のと忠われる 。第 2 1fi]の Got ebor gの 事 例 で

は 、 交 通 の サ ー キ ュ レ ー シ ョ ン を コ ン ト ロ ー ル す る こ と に よ っ て 、 古 い パ

ターンの都心の平IJf日j交 を 高 め よ う と す る 計 画 、 あ る い は 第 7 回の Bat hの 場

介 の 、 ア メ ニ テ ィ と い う 観 点 か ら 古 い 建 物 の 機 能 を 再 評価i していこうとす

る 手 法 等 、 西 欧 に お け る 都 市 の 保 存 と 開 発 に 関 す る 考 え 方 は 、 ひ と つ の 方

向をみいr I ¥してきているようである 。

日本の都 di で は 、 そ の 変 改一 一 met amor phos is - ー の様相 lはかなリ異な



/

一

¥

⑥

 

⑥d ; 畳!i

一

門

一

瞬

オ

専

例

オ

近

倒

畢

星

成

成

核

篠

¥

O

J

へ
0

C

C

J

/

4

¥

/

@

¥

 

オールドタウン

( 10，国 O人}

成畳程回都市

(75，000人}

以上資科 5 よ り

43 



ってくる 。 たとえば、歴史的都市といわれる京怖にあっても、市街地では

100年をこえる建造物はほとんどないといった共介だ。 火事は江戸 の花と

いわれるが、江戸に限 ったことでなく、京都でも大火が幾度かあ った。 天

保 の大火 ( 1788年 ) では、焼失戸数 18万3300戸 (iil ，fj;:数 4 人として、 72万

人分だから、ほとんど焼け つくし たことになる ) 、元 ifi の大火 (1864年 )

では、 3 万8300余戸を焼失したという 。 こうしたなかで 100年以上も建ち

つづけるということはほ とんど奇' 跡に近い。

家が焼失しでも、人々はまた同じ場所に同じような方法で、いや一 層洗練

された様式てe 新しい建物を建ててきたのである 。 それは戦前まで続いてい

たわけで 、 今日残っている伝統的な様式をもっ町家には、明治後 ｪｾ ｊ から大

正初期のものが比較的多い。 筆者は先般、兵庫県播j接地域の 山崎 という町

の町家の司 ｾｪｩｩ をしたのだが、それは ｬ 明治 ＲＸ 年に建てられ、伝統的な様式に

の っ とってつくられていた。 維新から 20数年たち、民 l孔大いに臨んなおり

から当初械の ｴｾ ぃ建物を考えていたが 、 いざ建てるとなると反対も多〈、

やむをえず伝統的な形式を遊守することになったという 。 (資料 6 )  

日本の都市において、者11市の変改のスピードがはやいにもかかわらず安定

した景観をつくり出していた要因として、安定した文化意識からくる制限、

技術的材料(I(J 制限、尚一家という身分からくる制限、世間休等の草II 由が考え

られる。

しか し、と くに戦後、都市の景観は大きく変化してきた 。 !j 或災で市街地の

多くを焼失した都市のみではなく、ほとんど被害をうけなかった都市にあ

ってもそれは同じである 。 その主たる要因としてつぎの 4 つをあげること

ができる 。

1  文 化の欧米化

紺 新 以 Ｔ との 近代化 ￬ Ｇ 段、 ｬ 状化 ￬ ￪ ｾ 官、戦後 円 欧米化 主 義が文化 Ｎ ｷ Ｚ 誠、 ＮＧＮ Ｑ ，Ｚ 活 Ｎ ＴＡＮ識 の

なかに 深 〈況3重している 骨 ｮｾ し ｩｬｬｬ ［ ｽｾ ナド、カタカナ の 氾 ｊｅｩ 、問舗 の モダン ｦ じ と

くにコ 7 ーシャ リズムのなかの欧米化的勢い はすさ まじ " . r.! l dn ;t 観的出乱は、

ニ的 安11<1によると ころがJI '常に多い

2  紙ｻ汽安 ｾｊｾ 迫 ［ Ｑ＼Ｚ -.0川工リの処 i1i t

3_ 新 しい建設、建設材料 の導入

4.  ffl ldi の むつ機能的変化、 とく に交i l . ! i 機関の発達

こI I らの 安|刈 が 体 と立っ て、今! 二! の 悦百しした景観をつくり tl JI しているわ

けであ る。 JJL作の係1'11 を詳して、日本の行11市はそ の不 燃 化のj的ili mJ であ る

からやむ を仰 ない 現象である と いわれる 。 現在の有 ＱＱ 可 ￯ｾ ｲＺＱｉを構成している

公一家ーの 多 くは 、いず れ変改することを余儀なくされていることは儲かで、

それらは現花そこ らに建ち IIH している大小 の-0;> ' 1 チ桁スタイルの建物に変

って しま う危険性は充分にある 。 人々が布11市空1::1の快適さの必要性に気づ

いたとき には、すでに都市は大小のた. f f ，ビノレやマンションスタイ l レの住宅

でう まって しまっていることになりかねなし、

歴史的建iiE物や、歴史的地区の保存は、これまで述べてきたような都市の

変改と同列に語 られる必要がある 。 もちろん口頭に述べたように 、文化的

教育自(Jflliifl!( ゆえに保存するとか、都市空間に多機さを与えるひとつの特殊

な空間として巧えるべきであるとか、いくつかの考え方があるだろう 。 し

かし筆者は、歴史的建造物や歴史的地区の保存については、それらのもつ

空間的特質やデザインの高度きが、現代の都市における他の要素より優れ

ているものが多いという観点から、保存すべきであるという考えである 。

しかもこの保存は、恒久的なものではなく、これにまさるもののできる可

能性のある場介は、変改されることになる 。

都市の不燃化も大きな課題であるが、日本の者11市において、 amenl t y とは

何かということについて、充分に検討してみることが必裂である 。近年、

歴史的な田T，11; がみなおされているのは、ディスカバー ・ジャパン的なもの

めずらしさや郷愁にあるのではなくして、それが人| 引が生活する空IMI とし

ての基本的ななにものかをも っているためではないだろうか。現代の者I1市

ｾｉｈｊ がいつも 何 かが欠蒸しているように恩われるのは 、近代化を急ぐあま

り、伝統的な空間のもつ立義を峰祝してきたからのように恩われる。

伝統的な空 Ｑｭ のもつｦＱｾ義を重視するということは、なにもそのまま陣見す

るということではない。 そこに存在する人間と空間のかかわりのシステム、

それは生活様式上の空間構成であり、あるいは 外部・内部空間 の構成のシ

ステムであり、 外観のパターン等であるが、 これ らを再評価するというこ

とである 。 空 1::1的なことばかりではなく、その都市や地区が伝統的に もち

つづけている社会的機能である場合もある。

こうした内部的なシステムを評価しつつ、これをより {変れたものにしてい

くことこそ保存のもつ設 も大きな謀題である。 都市における保存とは、よ

44 

り優れた生活空 ]:11を形成するためのステ y プであり、 別 の見方をすれば、

漸進的な者I1市の変改 - me t a mor p hos i s ーの一過程である 。

む す び

もう大部前のことになるが、籍者が大学の 3 回生のころ、はじめて京都大

学の西 山研究室による「京都計画」を限にしたものであるが、そのときの索

朴な疑問は今もなお残 っている 。 その疑問とは、壮大な者11市取hに比して、

周聞の地区は、あいかわ らず瓦屋恨の町家風の建物て' つまっていたことで

ある 。 もちろん町屋風の建物のなかの改装再利用の従案図もあったのでは

あるが、そうした 一つのコントラストが奇妙に思えた。今考えれば、それ

は個々の町屋川' 新進的 な変改一 一 met amor pho s i s ー ー を問うた謎であ っ

たのかもしれな しも。

京都を例に考えれば、その都市空間のほとんどを桃成するのは木造の住宅

である 。 これはあと数十年もこのまま残るわけではない。 その多くは今で

さえ 、改築をせまられているように 思わ れる 。 こうした住宅は個々に、あ

るいはいくつかまとまった形で、 新 しい建物に変身するわけ であるが、そ

れはこれか らの 京自11の市街地の景観に大きな変化 を与えることになる 。

これからの建築家や、アーバン ・デザイ ナーの |見l心は、新しい都市住宅の

検討にむけられるべきである 。 そうした努力なしでは、いずれ日本の伝統

的なものを多〈残している京者11も、おもちゃ桁をひっくりかえしたような

都市にな ってしまうだろう 。

参考資料一

l  建築雑誌 1972 . 1一一環境内服史性一一大谷幸夫

同 |二 一一歴史地区と都TI')31 画一一符沢美智雄

3. sat h， Y or k， C hes ter ， C hi chest er / A  St udy in Conse r vat ion /  H MS O  1968 

4. T own P lanni ng  R evi ew 1969 .  7一一一

T he  C ivi c  A meniti es Act  /  Conser vati on  and Pl anni ng一一ーDavi d S mi t h 

5. Ur ban  Cor e and l nner  C ity /  Pr oc eedi ngs of  the  Internat i onal  

S tudy Week  Ams t erdam， 11 . 17  Sept ember  1966 

6. "'1市住宅 1972 ・11- 共同研究 ・まちゃ ・18一一 うしゃをもっ町家一→l U杭

7  欧米における鹿史的環境保存の動向 1971一一 日本雄築学会

8  都市計画 71一一J . I l 務保存と住民/ T}j 純宿一一上野邦一

( なるみ〈にひろ 生活空間学会会員)
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日本建築総合試験所だより 6 GE NE R AL  BUI L DI NG RE S E ARCH CORP ORA T I ON 

新設 された音響 ・熱試験施設に期待する

松 浦 邦 男

関西初の公的試験機関として完成した音響 ・熱試験施設は，関西はも

とより全日本の建築環境工学 ・建築設備関係の技術者 ・研究者に大きな

期待を抱かせている。

周知のように建築基準法第30条の 2 で新しく定められた T長屋又は共

同住宅の各戸の界壁は遮音上有効な構造を有しなければならない』とい

う規定は，はっきりとした透過損失値を下表のように与えている。

周 波 数 ( ヘルツ〉 125 :  5∞ :  2，000 

透 過 損 失 ( デシベル〉 25 :  40 :  50 

( 建築基準法施行令第22条の 2 )

乙のような壁体は大抵の湯合，いろいろな材料の複合壁で多重壁にな

っているのが普通である。単居壁ならばともかく ，乙のような複合壁の

透過損失を理論的に予測する乙とははなはだ困難で，結局は測定してみ

なければよくわからない。

前述の法規は壁だけでなく当然上階下階の隣戸I C . 対しでも適用される

ので，床構造についても同様の乙 とがいえる。また床については下階の

隣戸に対して歩行する音や家具を動かす音などの衝撃音がどの程度遮断

できるかについての基準も いずれ決められよう 。乙の場合の予測もなか

なか難かしく ，結局は測定する 乙とが一番確かである。

構造体の断熱性についても音の場合と同じ乙とがいえる。新設の熱試

験施設はかなり大きい壁体や床構造の熱貫流率の測定が可能である。乙

れも予測は難かしく測定が一番確実である。

量産住宅や一般のフレフ ァプ構造などのビルデイングエレメントの諸

性能のうち重要度の大きい遮音 ・断熱の二つの性能を実物で測定する乙

とが可能にな った乙とは誠に喜ばしい。乙れによって，窓 ・関口部を含

めた各種建築構造体の開発研究が大いに進展する乙とを期待したい。

( 京都大学工学部〉

|  ニ ュ ー ス |  

昭和48年 ( 1973) 1ζ 当試験所と して購入する予定の海外雑誌はつぎの

13誌です。試験所にど来所の皆様もどうぞど隠覧下さい。誌名末尾の略

号は下記のとおりです。

(  A  )  米国で発行される雑誌

(  E  )  英 国

(  6  )  ドイツ

( E  6 )  東 ド イ ツ

M 月 明l

B- M 隔 月 刊

Q 季 刊

S - A 年 刊

1. Ac ust ica;  Ini: ernati onal  J ournal  of  A ∞ustics .  ( 6 )  M.  

2. B. upl .nung und  B. ut echni k ( E 6)  M.  

3.  Bet on  und  Stohl b. t onb. u ( 6 )  M.  

4. E xper i mental  Mechani cs U.S . A.  ( J o町 n. 1 01 th・R E S A) ( A )  M .  

5. Proceedings  of  S ociety  for Exp・ri mentaJ St r en Analysis ( A )  S - A  

6. J our nal  oF Acoust ica l  Society of  A meri ca ( A )  M.  

7.  J our nal  of  the A meri can Concrete  Inst itul: e  ( A )M.  

8. J ourn. 1  01  Appl i ed  Mech. ni cs ( Tr . ns. ct i ons 01 A S ME  Ser .E)  ( A )  Q  

9.  J ourn. 1 01 th・Internat i onal A ssoc iat ion for E，u t hquake Engineeri ng ( A )  Q  

10. J ournal  of 出 e Prestressed Concr et e I  nsti tut e  ( A )  

11. Magaz i ne  of  C oncrete Research ( E )  Q .  

12. Proc・. d川 gs of  A. S. C. E .， St ruc l: ural  Di vi si on CA )  M.  

13. Proceedi ngs of  A . S . C .  E. ， Engi neeri ng Mechi1ni cs Oi visi on ( A )  B・M .

本民 験 所Ｚ ｾ お Ｕ 吹田 市議 自台 Ｕ 丁目 ＱＲＵ 電信/ 千里局 (ω 8) n一閃例代表

大 淀 分室 ｾ .531  大阪市大淀区長柄 西適 2 丁目 35 電話/ 大 阪 ( 06) 351- n 1 7  

|試験装置紹介 ・その 6-1 

梁 ・床用耐火試験炉

概 要

本試験炉は前回( 1月号) 紹介した大型壁用耐火試験炉および次回

( 3月号〉紹介予定の柱用耐火試験炉とともに実大部材の耐火試験炉と

して，建築物の梁，床，屋根の耐火試験lζ 使用する。

炉の寸法は有効加熱面積幅2.0 m，長さ 7.0m，深さ 1.2 mである。炉

の長手方向の I 端面は移動式の仕切扉になっており ，炉の長さを 7. 0m

- 3.5mの閣で、自 由に変える乙とができる。

試験体の寸法は，屋根，床については幅 2. 0m- 2.2 m，長さ 3.5m-

7.0m，梁にあっては長さは 3 5 m- 7.0m が標準である。そして，屋根

・床の試験体は炉上面に，梁の場合は炉底の支承上11:: ，それぞ‘ れ水平に

装着し，炉上面の関 口部分は A L C板等でふさいで試験に供する。

燃料には都市ガスを使用し，対向壁上部からバーナーで試験体を加熱

するが，対向壁底部の両側には排気孔をもっ煙道が設置されているの

で，バーナーの炎およびそれにともなう熱流は炉の上方で拡散したのち

下向きに流れる。したがって，炉内上下および、水平方向の温度は，ほぼ

一様に分布しているものと考えられる。

また，燃焼温度は自動的に制御され，各測定点での温度変化も自記記

録計11: : 記録される。

載荷は，炉体下部lζ

作られた鉄筋 コンク

リート基礎IL ，誠荷

フレームを 2 カ所以

内取付け，油圧ジャ

ッキを用いて各フ レ

ームどとに ω tonま

での誠荷ができる。

等分布荷重に関 して

は，多点載荷で代行

するか，荷重があま

り大きくない ときは

実物載荷で行なう。 架床用耐火院験炉 ( 床の蟻荷加熱位験〕

以下，本試験炉の性能ならびに外観( 写真参照) を示す。

1  ) 大 き さ

2  ) 熱 量

有効加熱面 巾2. 0 mx 長さ 7. 0m ( S. 5mまで結少可能)

熱 源 都 市 ガ ス

最大熱量 2，025，∞Ok cal / h

3  ) バーナー 二重管式 45sets

4  )  一次空気取入れ プロワー 35n1/ mi nx 7∞m mH 2 0

5 )  織荷装置 電車荷ビーム， P C鋼棒，油圧ジ+ ッキ等

UII IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII I11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

「建築と社会」誌上κ 「試験所だより」を載せるようにな ってから ，は

や半年になりました。係では，今後本欄を充実させるための増ページ，

あるいは読者諸氏と の質疑応答欄を設けたいと考えておりますが， i試

験所だより」に対するど要望 ・ど窓見がありましたら ，係宛お寄せ下さ

い。本欄を皆様のぺージにしたいと思っています。

建築と社会/ 1973年 2 月 号 45 



日本建築協会

月間の動き

昭和47年12月分

理 事

. 6.  

コ耳

14日 Ｕ 時 ｾＵ 時半於太閤園

出 席 者 塚 本，福田正副会長ほか13理事

井手京都支部長

議事(1)通常総会開催の件

(2) 1 月定例理事会休会の件

(3)事務局職員採用承認の件

(4) 入退会者承認の件

(5)報告事項

建 材 委 員 会

委 員 会

1  B  Ｓ 時 ｾＵ 時於会館集会室

出 席 者 堀 内 ，山田正副委員長ほか 9 名

橋詰氏( 帝人)

議事(1) 耐炎性繊維材料( コーネックス) について

(2) 次回の検討議題について

建築データシート委員会 |  

企画分科会

4 日 Ｕ 時半 ｾ Ｙ 時於会館集会室

出席者伊藤幹事ほか 4 名

議事掲載会社のアンケート 利用方法について

D グループ打合会

7 日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時於会館 Ｓ 階会議室

出席者正法院主査，太田委員

議事防火材料の発行について

委 員 会

12日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時半於小多福

出 席 者 井 上，実塚‘正副委員長ほか10名

議事(1)掲載会社のアンケー ト集計方法について

(2}i 防火材料」発行の再検討と方針について

委員会終了後同所において忘年懇親会を開催

した。

事 業 委 員 会

忘年懇親会摘せん分科会

6 日 Ｖ 時 ｾ Ｙ 時於会館集会室

出席者西村委員ほか 4 名

議事(1)寄贈品の報告

(2)第 1 ，2 抽せんの分類

(3糊せん関係の進行表による詳細スケジュ

- )レ

(4) 事務的なものの準備確認

46 建築と社会/ 1973年 2 月号

若い会員の集い小委員会

7 日 Ｖ 時 ｾ Ｙ 時於会館集会室

出 席 者 奥 尾，西村幹事ほか 5 名

議事(1)第 4 回「伝統工芸を見る会」実施報告

(2) 第 5 回「建築家IL話を聞く会」の企画に

ついて

(3) 第 6 回の企画について

(4) 海外視察分科会

μ) 募集要項修正について

(ロ)オリ エンテ ーションについて

(5) 次年度申送り事項について

委 員 会

14日 Ｔ 時 ｾＵ 時於太閤園

出席者北垣委員長，窪田 ，堤，三品各副

委員長， 小泉，奥尾各幹事

議事(1)各小委員会の事業報告

(2) 1 月以降の事業企画について

広報小委員会防水関係説明会打合会

15日 正午 ｾＱ 時半於会館集会室

出席者総括説明者菅田登重氏

説 明 会 社 鐙 紡 合 成化学

目黒氏ほか 6 名

委 員 会 三品副委員長

打浪委員

議事(1) 説明会の名称、について

(2旧 時および会場について

(3) 説明題名及び講師並びに時間について

(4) i建築と社会」誌掲載の原稿〆切目につ

いて

(5) カタ ログそのほか

編 集 委 員 会

作品作風小委員会

6 日 Ｖ 時 ｾ Ｙ 時於会館集会室

出席者岩ロ主査ほか l 名

議 事 昭 和48年 2 月号「大阪大林ビルと大阪国

際ビソレ」の特集企画

委 員 会

11 日 Ｔ 時 ｾ Ｗ 時於会館集会室

出席者彦谷委員長，渡辺理事ほか B 名

議事(l } i 建築と社会」誌の会勢委員会の意見に

対 して

(2) 1月号= 建築教育特集経過報告

(3) 2 月号特集の件

(4) 3 月号 = i レジャーと施設」特集幹事会

策報告

住 宅 委 員 会

住宅展小委員会

21 日 Ｕ 時半 ｾＸ 時於会館会議室

出 席 者 生 田 ，恒成主査ほか 3 名

議事(1)第10回「よろず相談住宅展」について

(2) 新しい小委員会の事業について

見 学

. 6.  

=  

後エ開館後の千里レジャーセンター( セルシ

ー) 新築工事の見学会

6 日 ＱＰｾＱＲ 時半

参加者 34名

企画 ・設計 フジタ工業株式会社

施 工 向 上

会 員 忘 年 懇 親 会

14日 Ｖ 時 ｾ Ｘ 時於太閤園

恒例により会員有志より多大の賛助後援を受

けて盛大に開催。寄贈景品も多数lζ 上り ，余

興も盛りたくさんで盛会をきわめた。

当日の出席者 409名

建築功労者名簿作成委員会 1  

18日 Ｓ 時 ｾＵ 時半於日本建築学会

出 席 者 建 設 省，建築学会ほか 8 団体

議事建築功労者共通名簿の取まとめについて

建 築 業 務 基 準 委 員 会

19日 Ｒ 時 ｾＴ 時於 日 本建築学会

出席者山根委員ほか

議事(1)建築士証についての各界の怠見

(2耀築業務基準のまとめについて

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

12日 Ｘ 時半 ｾＹ 時半於 新大 阪ホ テル

出席者 65名

当日は阿部野竜正氏より 「夢の話」を伺った

12月の入会者 ( 敬称略)

〔団体会員 2 社〕

三久株式会社菅原工業株式会社

〔個人会員 12名〕

今 回 J忠七郎 i 宮 古臣 官 栄 ' 舞 鶴 正 治

今 村 勝 ! 中 谷 正 己 i 美 作 弘 之 助

岡 本 英 明 ; 縞 爪 謙 介 i 森 岡 進

鳶 正 悦 i 藤 野 充 博 : 米 国 浩 太 郎

昨年末刊行いた しました '73年版会員名簿に

下記のとおり誤植がありましたのでお詑び努々

訂正いたします。

会員名簿正誤表

氏 名 1ページ| 正 1  民

側エーピー

361 

ワンダークラフト ， ワンタ' ークラフ ト

シー商会 光り天井 光 り天井

側 伊 邸 組 322  所在地 北区 脱落

岩針佐(事建〕築投 303 本社郵便番号 661 663 

附務(事久所〉米大建阪築事
219 

取金締次郎役所長 岡田
岡田金次郎

豊国l 1! 設附 233 電話局番 353 355 

側〈事南) 建 築 316 
6奈ル13良0-) 2事0議7134務良72所市・4(3国明-2光見ぽ町ピ泌

奈60133704良(2分奈西室良市ヒリ小7レ4川〉 町

-2井2・017

井 手 丞 雄 25 

自宅電話 0722-91

。干22・91・1318

-1418 

飯田精次郎 27 電話局番 お4 346 

今 井 雅 博 34 大工大専 大工大

大 西 串 男

大勤自務医宅先建築事務所 大医建築設計( 事)

50 

“5 宝塚市御殿山 明島石市大久保町酉

3・10-9 842-4  

金尾 車肱 62  
。

脱 落

工藤 明 75 ※ O  脱 落

小角 亨 81 小角 亨 小角 享

小 林 昌 雄 83 ※  
。

坂 田 善一 92 都島エ 都島工高

玉正 照雄 121 電話局番 943 643 

平 野 樽 幸 160 平 野 博 幸 幸 野 博 幸

福 島 好一 161  卒業年次 17 5  

大 和 正 信 204 大 和 正 信 大 和 正 保

建築デー餐タ
9  副 蚕 員 長 真 縁 遠

- シー ト 真 塚 達 人

員会

夫
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前 付 最 初 頁 60 ，000 200 ，000 

前 付 各 頁 50 ，000 180 ，000 

前 付 記 事 対 向 55 ，000 190 ，000 

後 付 各 頁 40 ，000 

(注 2 ) 年 6回以上の継続掲載契約をいただ〈場合は 5%の害1]51金額て. お願いし ， それ以外はいっさい割51いたし ません。
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載料をいただ きます。



信用み 5技術ど伝統の

アX771LトZ 専 業 大J吉

新 工 法 /

プレノテクト吹イ寸工 j去

奥山化工業株式舎紅

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー I

( 電動式並固定型各種1 I  

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

誓言矢偏商由
大阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビル)

fl 2 話料I戸 (331) 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠間T50( 堂 ピ ル 5 階 502号室)

電 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市王手合区八峨通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

陸屋根防水には 奥 山 式 特許絶縁工 法 を

前回 ＷＱ｜ＺＭ 問ｾ帯

2 の 附 令工法) 苧 ヲ q イ ト

本 社 東 京 都 中 央 区 銀座 8 - 4 - 11 ';l;:話(571)2703- 4・2370・4064・0264

大阪出張所大阪市都島区都島中通り 2-3- 1 電話 (921) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 幌 出 張 所 札 帆 市 北 三 条 来 四 丁 目 電 話 (231) 7  5  1  1  

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  
l換気扇の能力を倍増する /

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

ス カ イ ラ イ ト 工 事 ・ 通 風 ル ー パ ー

ス チ ー ル 及 ア ル ミ サ ッ シ ュ ド ア ー ・ 各 種 シ ャ ッ タ ー 製 作 施 工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目5番 22号

電 話 (981) 0615 - 0618 



社

電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

Eヨー; .e=: よ品L ---.h.  

竜 文 " ' 1 末試

代表取締役 山 本 ↑ 導 三

大阪市北区中之島 3 の 3 朝日ビルディング

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

吹 田 市 垂 水 町 3 - 3 4 - 6

T E L  代 表 (385) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 部 蔦 野 町 2 1 番 地

T E L  代 表 (31 1) 1  1  8  5  

A

Q

一

A

陽

ヰ土

本社営換所

朝

本

電 気 設 備 の 頁

本

- . 電 気 設 備 工 事 設 計 施 工

ｾＭＺＱ浅海電気株式会社
F  取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2

'i: ll 訴 大 阪 (362) 8  

東 京 ・札 帆・名古伝 ・福 岡

旭 川・神 戸・姫 路・高 松・広

苫 小 牧 ・浜 松 ・ 光 ・ 沖 縄

2  

1  

社

支社 ・支庖

営 業 所

出 狼 所

ぬ

京都営換所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市京区 ｴＺｪ ｬｊｬＡｦ，ＡＡ ｩ 五丁目 二 八百 ｾｊ 也 ＧＱ ｬＡＮ Ｑｾ Ｍ前大阪 Ｈ ＲＰＲ Ｉ ＰＳＲＵＭ 9 番

本 社 東 京 郎 千 代 田 区 丙 神 田 1 T  11 4 帯 地 5 サ

支 社 札 峡 ・ 仙 台 A / 内 ・名 古 原 ・福 岡

市張所I t ! l 川 白 河 . m 浜 市 岡 . i . ¥ 山

会 社

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

6逮 社

A

Q

一
品式株業工原栗

英

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ビ ル )

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 l吉 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・大 阪 南 ・神 戸 ・広島 ・九州|

信原菜取 締 役 社 長

社

l l X 締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 械 東 | 烹 n 江 東 之 町 三 r 日 ー 五

JE iR 大 阪 ( 9:11 ) 代 表 7 3 4 1 - ; ;

0 3 8 8 ・2 1  9  :; 

大阪市岐点R] f i [ 点之田r :. r口一- '，'l i"li 大阪( 明1)7(XI4

祭良県御所市仰向通り :16 ( ) 芭"li 御所 2 2t量17 ・12.i! 1

設 計 ・ 施 工

A

S

A

 

式

司'

株
と
一
川

電 気 工 事

号 思

電，本中

本

社

( U毛収締役 林

大 阪 市 北 区 桁 笠 岡T 5  0  ( 堂ピル 7 階)

従 .!fi 星通 3  6  7  1  ( 代)

東京 ｾｉ ｬ 中央区日本陥箱崎町 Ｓ 丁目 Ｒ A: 1也

電 Jii 旺P 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 4目 線 原 ・ 槻 ・ 悩 山

夫

工惜

興

敏

設事工
程

司電

一
一
一

株 式 会 社

ヰ土本

広支

資 材 倉 庫

奈良営業所

出 張 所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 皇 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 柏 里 町T 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 (472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反問 6丁目 25番 II 号( 福 島ビル )

電 話 東 京 (491)1746 (492) 0182 ・0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ー千 葉 ・ 和 歌 山 ・ 名 古 屋

キ土

庖

本

支

電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 紛 笠 府T J i  0  ( 堂ビ J レ三 1: 管)

11 I 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東京 dll 港区新情二 一六( ニュー新愉ピルヒ附)

'，II 話ー ( 504)  0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 岳 地

電 話 (991) 5  1  3  1  ( 代)

戸- 堺・下 策・字 f. s  g . 熊

社

電 気 ・ 吸 ; 令 房 ・ 空 間 工 事 設 計 施 工

宝

キ土

唐

ゐ

本

ふ-

3ι 

営 業 所Z可支

群出 張 所

本
神営 業 所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会長 今 村 勝

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 侮 ケ 伎 町 5 6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 四 日 市 ・ 神 戸 ・ 和 歌 山

松 山 ・ 京 都 ・草 津 . ，'J p  I凋・水島・福岡

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ 富 士 電 業 株 式 会 社

ネ土

電気工事・言十装工 事 ・ 設 計 施工

実

大 阪 市 西 区 北 明 ;1 上過 i γ 目 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・ 名 占 hl . 1.1; 山 ・前

lヤ111 以締役社長

宇土本

社本

岡営業所

支 庖

営業所

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5  A: 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0 5 6  

東京m> 港区新矯 5 - 3 4 - 6 f目! 号ピル 5階

電 話 東 京 (434) 3848 .  (431)  8435 

大阪市 ・札幌. 1' " J ，-魁・ l山n市・松山- 徳山

ふ
一

A

電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長

社本

社

A

Q

一
品事 株 式

自日四

↓

A

T

 

E

官

K

1

，

工

取 締 役 社 長

藤エ太 陽

東 京 支 JJl

大 阪 市 福 jゐ[ ま上悩 lゐ北 1 - 2  

T  E  L  (06)  452- 1  1  5  1  (代 )

社本

大 阪 市 此 花 区 恩 tt 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462- 1  3  0  1  (代 )

電力工事本部

所

49 
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冷 暖 房 Y  各 糊 サ ッ シ

給排水、衛生本道 s .  環 境 衛 生 施 設

官電 気 1 =、荷 役 速 織 機 械

厨 房 マ ー ー ー 『 守 化学 鉱山 機 械

三 械 工 緩 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各務 節

取締役支底長 j賓川 幸 十 郎

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東 京 ・ 日 比 谷 ・ 三f冒ピル

支 底名古屋、福岡、制服、広島、仙台、富山

出 張 所 備 浜 、 金 沢 、 静 岡 、 高 松

空 間 設 備 の 頁

空 気 飼 春 日 ・ 冷 暖 房 設 備 設ョ 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

固

d争
お朝日Z 業社

本 社 東京都港区芝浜松町1- 2- 7  電話 (434) 6171 ( 大代)

大阪支社 大阪市東淀川区加島町 3戸7 電話 ( 302) 2 271 ( 代)

支 庖 北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

営 業 所 書11 路 ・函 館 ・ 盛 岡 ・ 横 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

空 気 関 和 般 備

設 計 施 工

衛 生 般 備

三建設備工業株ま審社
φ  

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 1 1 3 1 ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 婦 殻 町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大代)

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

大阪支唐

本 祉

支 社

大阪電気暖房株式会社

取締役社長 菅 谷 健 児

大阪市西区江戸堀 1 - 6 0  屯 筒 (441 )  8231代表

東 京 ・ 名 古 屋 ー大 阪 ・福 岡

眺 ・ 新 潟 ・ 仙 台 ー金 沢 ・ 岡 山 ・広 助 ・

高 松 ・ 熊 本

盛岡 横浜・富山 笠間・福井・京都 ・神戸 ・鹿児島

本 社

支 l苫

営 鍵 所

出 張 所

調空

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

発

... ー

... ・

-・

。
設 計 施 工

生

気

排 水 ・ 衛

冷 房 ・ 換

給

暖

. 式会社
大 阪 城 口 研 究 所

株 式

会 社

本 社 ・ 本 庖 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電 話 06- 363- 1371

支 底東京都千代目区神田小川町 2丁目 I 番 地 電 話 03- 292- 7751

名古屋市中村区広小路西通3丁目 9番 地 電 話 052- 581- 8571

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話 0822- 47- 4535 

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12号 電 話 0 9 2ー76- 3795

所 富 山 ・福 井 ・京 都 ・神 戸 ・ 松 江

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 電 話 大 阪372局7151( 代)

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4944( 代)

神 戸 市 生 回 区 下 山 手 通 六 ノ ー 電 話 神 戸 341局 5 8 9 2  

庸口城取締役社長

世t出

須 賀 社

A 、

Z ミ工 業 株 式

Ｇｩ［ｴｾｈＨｮ ・受気関和 ｅ 量償・給排水衛生ＶＺ備・塗装設備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 猿 機/ 設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

建材社

株式

会社!f:-，::;: 衛 生 設 備空 気 調 和

本社 ・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑥ (572)7411 代

大 阪 支 底 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ (203) 3721 代

名古屋支底= 名古屋市中区錦 2 - 2 ー13 ⑥ (211)1535 代

出張所= 札 幌・仙 台・盟 国・金 沢 ・神 戸

広 島・松 山・福 岡 ・ パ ン コ y ク

電 話 441 - 5l 7l

腐 一 東 京 ・ 大 阪 ・ 名 古屋 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・福 岡

出張所一高 松 ・ 北 九 州

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 1 4  

⑧ 
支

営 業 所一 千 葉 ・横 浜 ・ 広 島

冷 凍 冷 蔵

⑨ 括 審 膏 浄 機 構 議 量 柱

地 盤 凍 結空 気 調 和

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンターピル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141 - 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ビ J レ8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

ヰｾｊｯＡ Ｇ ， Ｚ［Ｚ［集。 Ｑ 斤

詰1i 落選;Z
必位出。浪，I，庁

|誕] 山出4長所

温 湿 度 回 聾 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 諸 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・ 水 族 館 設 備 施 工

繁 斎 藤 省 三 商 唐

本 唐 東京都千代田区丸町内 2 の 4 の 1

大 阪 市 北 区 g 田 町 3 0  電 話 ( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1(新 東 京 ピ ル )

司E 骨舌 ( 211 )  8  5  1  1  ・ 8  5  6  1  ( t t )  

仙 台 市 新 伝 馬 ar 6  0  

電 路 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 話 ( 971 ) 3  6  2  1  

仙 台 支 庖

丸ピル 6 7 6 号

篭 話 212附 3751

大同ピル 616号

電話 443附 3361

電話 681附 1781

岡 ・ 千 葉

熊 本

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 の 1

京 都 市 南 区 西 九 条 春 日 町 48

j L 幌 ・ 名 古 屋 福

宇 都 宮 ・ 横 浜

水 道 ・ 衛 生 ・暖 冷 房 ・ 其 他 管 工 事

設 計 並 総 工

( 旧斎l Ii 久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東京者s 千 代 国 区 大 F 田T2 の 8 IlI' J也( 日本ピ J レ)

1lt J吉 東 京 ( 270) 7  4  1  1 倭 ( 代 表 )

札制市市大itli 函4 T日lf 凶節目銀ピル Ｇ ｴＱＮ ｴ ， Ａ Ｎｲ ｩ 札制 ｾＡＩＷＡＩＶ
金 沢 市 高 l品l 町 2 liI' 1  6  ｾ［Ｎ＠ Ｇ， ＱＱ ， Ｑ ，号金 ｾｉｾ 包 Ｑ Ｒ ｩｊＷ Ｎ Ｑ
制 作 市 iill 世 2 の 1 '，11，1[;  ｾｾｊ ｴＭ 2i124:16 

尚 tl! In 2  liI' r  9  "柱。It. ｉｾＧＺｪ 十￮Ｚ｀Ｚ， ＱＹＵ
1晶l 山市大f J ¥ 3  8  0 の 1 '，11，1[; 1晶l山 fY，>486

大阪支底

京郵支底

支 腐

営 集 所 名 古 屋 支 庖
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空 気 調和・ 恒 点'1宣 湿 ・冷 凍 ・冷 蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

H麦 ・冷 房 ・空 丸 品 温 度 調 整 装 置

設 計 施 工

@不ニ熱紅葉続ま舎紅
套拘Ｖｾ＠高回

大 阪 市 南 区 l順慶町 2 - 5  0  電話 261 - 2436{{Ij 

東京都大田区西馬込 1 - 2 - 1 lli 話 773ー 1231附

銀 座 ・ 浜 松 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

本 庖

東京支庖

営 禦 所

大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北阪急ピル 9 階)

電 話 大 阪 (372) 2  5  1  1  (代 表)

東 京 都 千 代 回 区 神 田 駿 河 台 4 丁目2 番 地

大阪支1市

社本

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 混 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

著書
新日本空調株式会社

社
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阪
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A

 

式株業エ田山

本 社

支 揺

出張所

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 2  5  (新大 ヒソレ)

電話 (06)  344 - 6  0  3  1  ( 代)

東京都中央区 日本橋本石町4- 2(三井 第二別館)

電話 (03)  279- 5 6  7  1  ( 大代)

九 州 広 島 ・ 札 幌

北 陸 大 分 ・ 岡 山

大 阪 支 1苫

本社 ・東京支庖

屋

村

古

海

名

東

空 気 調 和 設 「

設計施工

換 気 ・ 除 塵 設 備

c: : : : : m塑型量コ

ーーーーーーーーー・ Ｔ 可 ｾｉ ｾｉｉ 唱 Ｗ ・

2舎町震后信leJ

<<i"'''' 

ー-=.. ・......

③自在j謀長嶺1長鱒

東 洋 然 工 業 織 正 常 舎 を 量 大 販 安 倍

T  E  L  (443)  8  0  7  1  

T  E  L  (562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

温 湿 度 調 整 ・ 媛 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代表取締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 IIIT 2  0 番 地 内 1

電話 (681 ) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 (691 ) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37(天満僑北詰)

電話 (352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ③7431- 3  

大津市打出浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

i空 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6  1  0  

エ レ ベ ー タ ・リフト・カーリフト

製 作計

壬n. .

員又

会 社⑨ 

長 尾 正 大

本 社 大阪市大淀区天神橋筋六 (天六阪魚ビル) (35 1) 4927代

大阪営業所 (351) 4927代 サービス事業所 ( 328)  0364代

東京営業所 ( 822) 0995代 エ 喝 ( 328) 0363代

本ヰ坦京都支庖

大 阪 支 l苫

四 日 市 支 底

大 津 営 業 所

津 営 纂 所

窓掛、鍛帳、日際、壁紙室内装飾繊眠、舗床材一般

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム の 東 リ ' 1 1 - ぺ. Vト発売元

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

⑥ 亀 井 株 式 舎 社
お 緊 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大阪市大淀区中 iit 南Il Il 4丁目 11

出 張 所 = 京

大阪市東区南久宝寺町四丁目 ( 心斎橋筋)

電 館 大 阪 ( 251) 1353 ( 代) - 6 ・9996

営業所 名 古 屋 ・ 福 岡

. 内念市内ゴーレックス防水

・化粧壁材ソリジットスタイン吹付

・樹指砂壁エパーサンド吹付

・樹脂蛭石工パテックス吹付

平山互業林式会社

設計 ・施工

@  

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 1昔話 (702)代7814- 6  

特約代理底・ 東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 ・広 島 ・今 治 ・福 岡
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奉 仕 感 謝 の 底

特許申請中・完全滑止タイル

サ ン エ ス

5 5 5  タイル新発売

( カタ ログ進呈)

⑪ 認 111 l手 窯 * 商 庖

本 社大阪市丙区制ノ附T2 丁目 98番 地( 靭本町パス g;1狩)

ｾ｛話大阪 ＰＶ ( 532) 代 0 4 6 1  

姫路営業所 姫路市北条口 126 {j干J也 ( 住友生命保険ビル3 j : 皆)

電 話 姫 路0972 (82)  0  9  9  9  

⑩ 
ト弓 1 ・ヒューム宅

ベン手f，-9・・ミ〉志寸レ

合

園

出

M

商

抗

れ

幸

一蜘

-
-
-

諮
問

Standard 

閣

Board &Slate 

ロ占

フ タ パ 需 3阪

年中見ていただける 皆様の見本室

タイル

常設展示場

A M. I 0. 00- P.M 5. 00 

日曜 ・ネ兄日はイ木官官

14  
梅田新道 O  南森町

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 r 1 

〈 営 業 種 目 ) ...ヨ、

空 気 調 和 設 備 ‘ I I U 

給排水衛生設備設計・施工司F

各種プラン卜設備

各種送風機・風力輸送装置

設計・製作

空調機器類・公害防止装置

a偽

株式舎社，，ｾｾシ
旧社 名 関 西 媛 房 工 業 株式 会 社

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁 目 3 番 地

T E L : 6 7 2 - }  2 8  l (大代表)

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・広島 ・福岡

工 場 和 泉 ・名古屋

テレ， 7 ス : 本社NO. 526. 7688 相良工場 : NO.53Eト5898

特許 内外式電動ベンチレーター 特許 内外式コンチニアスベンチレーター

( 大量自然換気方式)

J ぺ二ご

内外建材株式会社

本 社 大 阪 市 西 区 江 戸 掲 北 通 1 - 25(相 生 ピル )

T  E  L  (441  )3983- 5 ・4396

大 阪 工 場 大 阪 市 械 東 区 天 王 国 町 1 ー 1 4  1  

T  E  L  (962)  1  1  4  9  

京 都 工 場 京 都 市 東 山 区 山 科 東 野 井 上 町

T  E  L075 (581)  0  1  2  6  
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N. G. C. 式

内タトｾ業株式会経

。3

大 阪 市 東 住 吉 区 桑 淳 町 3 丁目 16番 地工場

サ ッ シ

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ ー

ド ア ー ハ ン ガ ー

套32 三 高 製 作 所

ド ア ー• 

• 

曲目i

ス チ ー ル

7 J レミ

ス テ ン レ ス

川

一

S

E
『

'

;

 

M

-

K

-

‘h

d

・-

.. 

1

!

 

、
，

.
司

l

l

・

-

:

 

-

;

 

一
。

、
一M
F

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -
武11¥ f 異

近代建築の要求する

※ 特 許

11¥俣シャEγ9- 工業率朱式会社大阪支庖

ヨこ

イ乍

施

計

製

設!

'70年 代 を リ ー ド す る

店舗づく りの パ イ オ ニ ア

|庖舗各種 11陳列ケース 11冷凍ケース 11電飾看板|

53 

製 造 直 売 ・す べ て 工 場 校 し で奉仕する

Cスザ《ーマーヶッの - ぐ各種専門司

@史跡司会事品 」 jL

干 町大阪 な 雪 ｔＳ Ｑ 町村翠部 ｾ

• 



モルタル・コンクリー卜用

ホマ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト 粒 子 に 擬 水 性 を 与 え て毛 細管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

寧 A E 効 果 に よ り 適 量 の 空 気 を 連 行 し 、 気孔 を 閉 塞 す る こ と な く セ メ ン ト ・プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ピ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す。

ま た 特 有 な 粘 着 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す。

申セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 水 や 空 気 中 の 温 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 村 等 の l腐蝕・ I腐朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・|坊 i R効力は↑ 豆久的です。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

%2 : : ' -"  ( セメント起泡剤) . %，，: : 1，・ & 怒協杭工)

セ メ ン ト 混 和 斉IJ . 助 材 綜 合 メ ー カ 一

株式包 ｾＢＢｉｉ ｉＺＺ ｉＢＧＢ ーＮＮＮＮＮＮＮ晶

東 京 都 品 川 区 大 井 1 - 15- 1  哩E
東 京 (774)  4111代 表

関 東 営 業 所 茨 城 県 上 浦 市 大 田 f 1  2 1 3  哩量 1:; 甫 ( 21 ) 5 1 8 9  

東 北 営 業 所 福 島 県 福 仏 市 下 型f 寺字遠J : r ，i t t  福 島 (  34 )  7  1  1  1  

こ一 線次第

盛 岡 営 業 所 岩手県昼間l市 南 大 通 3 ー 12- 50 哩量 盛 附 (  24 )  0  2  1  3  

大 阪 営 業 所 人ー|以 l 打点 I，x: 1メ: *  "， 1>: 2  - 17  - 26 
カタ ログ進呈します

官E 大 阪 (971)  4  7  6  5  
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特 許 セ メ ン ト 分 散 剤

自 然 石 状 積 ブ ロ ッ ク

コ ン ク リ ー ト 減 水 剤

クリプトン

ＧＧＧＧｾｾ＠ ， .. 
(標 準 型)

(早 強 型)

型 枠 剥 離 剤

R  
(遅 延 型)

セハール

' UO: : : ' &I  三段ブロック

其 の 他 コ ソ ク リ ー ト 二 次 製 品 建 設 材 料 全 般

⑮神戸五五1株 式 安 証

本 社 神 戸 市 王 手 合 区 熊 内 町 2 丁目 8 8 番 地

-.t!.，ll:号o7  8代 表 ( 2 3 1 ) 1 4 2 1 ・6 9  5  6  

東京営禦所 東京将li 千代田区内神田 1 - 12 - 12 美土代ピル

';!L，l，f; 0  3  ( 2  9  4 )  6  1  6  7 ・6 1  7  7  

福 山出張所 制 山 di 昭 町 3 - 7  8  - 2  

'，!L，i，f; 0  8  4  9  ( 5  3  )  2  0  2  7  



A • 

司'
--

社

ｾ＠
Z 玄

d議

青 株 式柏 原 漉

電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

電 話 大 阪 (471 )  
2  4  

。

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5

大 阪 市 西 淀 川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99

本 社 工 場

第 二 工 場

乱

ヤ

ポ@ マ

ｾ￰＠ I・

3従

rbZPヨ・スト-zb

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

- カ タ ロ グ お 送 り し ま す

(旭化成ミュールコート・セッ卜品)

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 閉 会 せ 下 さ い

F  

ｾ＠

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九州l新 興 建 材 工 業

発

売

元

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市西区南堀江通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 (538) 2951- 5. (541)5757- 9  

ｾＮ業所東京 ・ 高槻 ・ 明石 ・ 姫路 ・ 四国 Ｍ 中国
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T A I P 工 法

にはハンマー不要です

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の既 製杭 を利 用 し て 杭打 施工 時 の

振 動 ・ 騒 音 を 完 全 に 追 放 し ま し た .グ

・ 主 な 特 長

1. ネジ込力を杭れl ' 込力に変えるので完全無 j}Jd，M!堅持並行です。

2. fH入 長 さ が 長 〈 安 定 し た x持 杭 が 施 工出 来ます。

3. ス ラ イ ム の y先制はあ りま せ ん。

Ｔ Ｎ 完全に支 持 府に岩手おさせるので大きな支 持 力が ｊｕ ｊ 作 ｾ ｉ ｜ 米ます 。

5.何 米 で も ヤ ト イ 杭 で 納 め ら れ 地 下 宅 の あ る 建 築 に 枇 過 で す。

< i > 株式害事主訴智3 こ 藷 聞

- 本 社 大 l仮 dj ＪｉＩＨｾｉ 印 刷 儲 Ｒ の ＲＰ Ｈ 刈 胸 新ビルＩ T  E  L 大 阪 ( 202 )3233( 1 U

. 名 古 屋支 l苫 t' 111i Wrl j l l' lベ銚 1 - 3 - 2 ( 両((1'11 ピ J レ)

. 福 岡 支 l苫 1¥' ，¥1刈 di ，.1¥')反 1 - 15- 33( 抗 唱えj 陥 ピ ル )

園 営 業 所 以 Jj ( . m' tl 凋・'..;， tU' ｊｫ ｊ Ｚ ， ｾ 熊本鹿児向 ・ 工 場 大 阪 . :1'， .'i J;{ ' 1.免 児 J: 占

燃 え な い

わ れ な い

腐 ら な い

カ タ ロ グ 御請 求 下 さ い 。

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

品 種

オリエンタルメタル ( O. P. M)

不 燃 ( 個 ) 1068号

オリエンタルスーパーメタル ( S. P. M)

不 燃 ( 個 ) 1048号

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S. P. M)

不燃( 個) 1 0 4 5号

オリエンタルシリカチール ( 5. T)  

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V i，皮 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

加 工 品 種 平 板・波板・棟包・雨押類・谷樋・盛樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー ・ ル ー パ

ー ・ ル ー フ エ キ ゾ ス タ ー ( 強 制 換 気 装 置 )

オリ工! J 'j ｊｾ＠ s  ヲル製造株式会祖

本 社 兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

東 京 支 社 及 工 場 埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42 )  3115 - 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488 ) 1081代 表

九 州 支 J吉 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 電話 八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 支l吉 及 工 場 名 古 屋 市 中 村 区 泥江 田T 1 の 24第 2 中 経 ピ ル 電 話 名 古 屋 ( 581) 2781 - 4

ぜ

4  

， 



全く新しい床タイルです

ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す。 j包ビの他に 最近開発さ

れ た 新 し い 共重 合 体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た pllj 期 的 な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

と は 対 照 的 な 静 止 し た 現 代 模 様。 ピ サ ロ ン の 持 つ

エ ラ ス チ ッ ク で 高 級 な 質 感 、 す ぐ れ た 歩 行 感 は 、

床 タ イ ル の 新 し い 世 界 を 開 き ま し た 。

協 同 組 合 員 が責 任をもって施工いたします

一星 ピ サ ロ ン は 、 材 料 だ け の 販 売 は い た し ま せ ん。

責 任 施 工 の 出 米 る 協 組 員 が 入 念 な 仕 上 げ を し ま す。

これからはピサロンの時代です

コ星 ピ サ ロ ン の 新 し い 色 調 、 パ タ ー ン は 、 現 代 の

イ ン テ リ ア デ ザ イ ン に 要 求 さ れ る 個 性 的 な 床 造 り

に は 欠 か せ ま せ ん。 東 京 浜 松 町伊の超高層世界貿初

センタービルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使用されております。と三 星 ピサロ ンと

は そ の 模 様 が フ ラ ン ス の 画 家 ピ サ ロ の タ ッ チ に 似

て い る こ と か ら 、 名 付 け ら れ た も の で す。

東日本床工事事業協同組合

西日本床工事事業協同組合

〈専 用 品〉 ｴＺｾ日こ ｳ
*m桁 = 333. 3 X 333. 3 X 2 弘 9 枚 / m'  

333 . 3  X 333. 3 X 3 私 9 枚 / m'  

肯 色 数 = 22色

*fllfj 桁 = 2 切J 正，'，，'， 1， 2001-' .J  /  m'  (300m' 以 |→)

3  'うらj亨，'，，'， 1  ，800 P-J  / が (300m' 以仁)

小部屋; 甲J l1
V

{ Ｍ断段 ＴＰ Ｅ ｲｾ Ｇ ｾ製 造 元= 田 島 応用化 工 株 式会 社

東京/ 東 京 都 千 代 図 区 岩 本 町 3 の I I  

電信 ( 866)  6  I  0  1  

大阪/ 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 7 4  

電話 ( 44 1)  5  9  5  1  



建築と社会 “ A R C HI T E C T UR E A ND  S OCI E T Y" 第54 輯第 2 号

・ 昭和制年 2 月25 日発行( 毎 月 1 回25日発行) ・昭和24年 3 月19 日第 3 種郵便物認可

- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

Ｎ ｾλ 仏Ｈ主将に作日 Ｑ｜ 品の材料を吟 ｬ 床し、 ＦＱ 伺があ Ａｪ

び な い よ う ポ ン デ ラ イ ジ ン 7 加 工 を 地 し た }--

に防 錆 塗 装 をしております。

. 焼1・l 冷 袋11: } 製品の{ 也に、{ 也のr i ' IHし吊の助ii

i'1IS ｨｾ 込後ほから以 ＡＧｊ ｜する［Ｇｦｊ ｓ 分Ｉに ｳ u  S  27 

(18. 8) ス テ ン レ ス 製 へ ア ー ラ イ ン 仕 上の 化 粧

カ バ ー を f.J け て あ リ ま す

Ｎ ｾｉｽ 転日 Ｑ｜ 分にナイロンベアリング及びスラスト

ベ ア リ ン ク を i扶人してあリます。

・ ｾｊｉｊ 製のぷ μｼ ーを，ｾ ｦｾ ーをも歓迎欽します。

- 弊 社 製工E枠 付

ピ ポ ッ ト ヒ ン ジ

は; ・0 ・・

実 用 新 案 登 録

第 5 1 7 3 1 6号 の

立 枠 に は 何 ん ら

低 触 致 し て お り

ま せ ん .
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本社 大阪市生野区巽矢柄町 151 ｾ Ｈ ＰＶ Ｉ ＷＵＱ Ｍ ＳＶＵＳ Ｍ Ｕ Ｏ 東京出張所 東京都墨 田区本所2 ー 11 ー 11 ｾ Ｈ ＰＳ Ｉ ＶＲＳ Ｍ ＷＶＷＷ＠

折 山 げ "J¥験 で す ば ら し い折 曲 げ試 験 に!耐 え き れ ず

に破断 した一般防水 層 柔 軟 性 を 示 す ギ ル ・アス |りJ 水 層

ω  

西 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 西 I夫 !i{ HIT lh!! 1 の 7 4  '，[!: 441- 5951 

東 日 本 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

ｊＮｉｾｩｩＧ Ｚｍ 千代 ｉｉｉ [ 豆岩本町 3 の 11の 13 '， [!: 866- 6101 

- ニ入会のお申込は 田社団法人 日本建築協会 〒541 大阪市東区北浜3 37 電話大阪( 06 ) 23 1  - 9648 ・9649 ・9640 振替口座大阪39975番

θ  

定価 400 円 ( 送料共)


